
第120図  5区 14層 12号土器群出土遺物 (2)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :□薄いスス ■ 濃いスス 趨 薄いコゲ 匠コ汚れ
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第121図  5区 14層 12号土器群出土遺物 (3)(14～ 20:S=1/3、
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■■濃いスス

21:S=1/4、 221S=1/1)
□ 汚れ

注意を引くはずであるが、残り半分は見いだされなかった。

このように完形での出土が少ないことに加え、 1・ 2・ 6・ 14な どは広い範囲に破片が散らばる

一方で、土器群の中央部では土器片の上に土器片が何層にも重なる状態となっていることから、こ

れらは 6号土坑に廃棄された土器である可能性が高い。
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5区 14層 12号土器群出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器
鰯

値

卿
伽
卿
諭

測
径
高
径
縁

計
∞
鋸
鉱
伽

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

119-1
(図版107)

土師器

甕

①156

②263
③
④33

口縁端部に外傾する面
あり

口縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :ヨ コハケメ/胴下

半～底 :ハ ケメ後ナデ

口縁 :ヨ コナデ/胴上

半 :横方向のケズリ/
胴下半 :オ サエ及び縦
方向のケズリ

胎土 :2 mm程度の砂礫、
l mm以下の砂粒を含む

色調 :浅黄橙色

119-2
(図版107)

土師器

甕

①137

②230
③38
④32

口縁端部に外傾する面
あり。丸底

口縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :ヨ コハケメ/1同部
～底部 :不定方向のハ

ケメ

回縁 :ヨ コナデ/胴上

半 :ケ ズリ後ナデ/胴
下半 :オ サエ(オ サエ

痕多数)

胎土 :l mn以下の砂粒
を含む

色調 :にぶい黄橙色～

黒褐色

119-3
(図版 107)

土師器

甕

①177

②(119)
④27

回縁端部にわずかに水

平な面あり

口縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :横方向のハケメが

1週する/胴 :不定方
向のハケメ

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ミガキ/胴 :ケ ズリ後

部分的にナデ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :外面浅責橙色/
内面橙色

119-4
(図版107)

土師器

甕

①(186)
②(168)
④35

なで肩

口縁～肩 :ヨ ヨナデ/
肩 :ヨ ヨハケメ後刺突

文 (1周 せず)/胴 :ヨ
コハケメ

口縁～頸 :ヨ ヨナデ/
肩 :ケ ズリ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)
色調 :灰白色

胴部外面の

一部に黒斑

119-5
(図版 107)

土師器

甕

①147

②(118)
④25

口縁端部にわずかに水

平な面あり

口縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :ヨ コハケメ/胴 :

ハケメ

口縁ヨコナデ/頸 :ナ

デ/胴 :ケ ズリ

胎土 :1 5mm程 度の砂

礫、 l mm以下の砂粒を

含む

色調 :浅黄橙色～にぶ
い黄橙色

120-6
(図版107)

土師器

甕

①145

②(127)
④28

口縁端部にわずかに面
あり。なで肩

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ナデ/胴 :ケ ズリ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :灰白色

120-7
(図版108)

土師器

甕

①162

②(137)
④30

口縁～頸 :ヨ ヨナデ/

肩 :刺突文/胴 :ハ ケ
メ

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ナデ/胴 :ケ ズリ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :灰白色～にぶい

橙色

120-8
(図版108)

土師器
甕

①144

②(62)
④30

口縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :ヨ コハケメ後波状

文(櫛状工具)

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ナデ :月同:ケ ズリ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :灰白色

120-9
(図版108)

土師器

甕

①148

②(57)
④31

口縁端部にわずかに水

平な面あり。器壁やや

厚い

ヨヨナデ
口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケ ズリ

胎土 :2 mm以下の砂礫、
砂粒を含む

色調 :浅黄橙色～橙色

120-10
(図版108)

土師器

甕

①141

②(87)
④31

口縁端部に外傾する面
あり

口縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :横方向の

口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケ ズリ

胎土 :1 5mnl程 度の砂

礫、 l mm以下の砂粒を

含む

色調 :灰責色

120-11

(図版108)
土師器

甕

■

９

っ

①

②

④

口縁端部に外傾する面
あり

口縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :タ テハケメ後ヨコ
ハケメを 1周 させ文様
のように使うか

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ケズリ

胎土 :15～ 3 mm程度
の砂礫、 l mm以下の砂

粒を含む

色調 :灰白色～にぶい

橙色

120-12

(図版106)
土師器

甕

ａ

ａ

望

①

②

④

口縁端部に外傾する面
あり

□縁～頸 :ヨ コナデ
口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ハケメ後ナデ

胎土 :1 5nm程 度の砂
礫、 l mm以下の砂粒を

含む

色調 :にぶい橙色

120-13

(図版106)
土師器
甕

①頸部径
228
②(166)

頸 :ヨ ヨナデ/肩 :波

状文 (櫛状工具)ヨ コ
ハケメ/胴 :不定方向
のハケメ

ヨコナデ/胴 :ケ頸

ズ

胎土 :2～ 3 mnの石英
粒を多く含む

色調 :浅黄橙色～黄橙
色

121-14

(図版108)
土師器

甕

①158

②(117)

口縁端部は一部にわず
かな面をもつ。胴部最
大径は口径より大

口縁 :ヨ ヨナデ/胴 :

ヨコハケメ
□縁 :ヨ ヨナデ/頸 :

ナデ/胴 :ケ ズリ

胎土 :密 (5 mm以 下の

赤褐色粒、金雲母細片
を含む)
色調 :にぶい橙色～に
ぶい黄橙色

121-15
(図版106)

土師器
Э214
9(75)
④42

口縁端部に外傾する面
あり

ヨコナデ/頸 :刺突文

(羽状文の上半か)

ヨコナデ/頸 :ハケメ

残る

胎土 :3 mm程度の砂礫、
l nlp以下の砂粒を含む

色調 :浅黄橙色～黄橙
色

121-16

(図版106)
土師器

＆

５

ぉ

υ

②

④

口縁端部に真横を向く

面あり
ヨヨナデ ヨコナデ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

121-17
(図版 109)

土師器

高メ

2(69)
Э101

郭部と脚部は円板を充

填
縦方向のミガキ

脚筒 :横方向のケズリ

後縦方向のナデ鵜 裾 :

ヨコナデか、一部ハケ
メ残る

胎土 :密 (l mnl大の砂
粒を含む)
色調 :灰白色

脚筒部と脚

据部の協会
1こタト狽1か ら
の穿孔が 3

121-18

(図版106) 饂訪帥
D(17) 円板を充填 ナ デ

底 :ハ ケメ後放射状の

ミガキ

胎± 1 lmm以下の砂粒、
金雲母・黒雲母細片を

含む

色調 :にぶい黄橙色

-148-



挿図番号

(写真図版)

別

種

０

種

器
郎

計 測 値
D回径伽
Э器高cm
Э底径cm
④口縁高cm

形態・成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

121-19

(図版106)

(図版109)

器

郭

＞

師

脚

郭

土

低

く

①132

②(49)

外部と脚部を別に作っ

て接続。脚筒部は郭貫

通しない
縦方向のミガキ 縦方向の ミガキ

胎土 :密 (石英粒、金

雲母・黒雲母細片を多

く含む)

色調 :浅黄橙色

121-20
(図版 109)

土師器

小形丸底

壷

①■ 8

②(56)

□径が胴部径より大き
い。□縁部の高さが胴

部の高さより大きい。

口縁～頸 :ヨ コナデ
日縁 :ヨ ヨナデ/胴 :

ナデ

胎土 :l mm以 下の微砂

粒を含む

色調 :橙色

121-21
(図版109)

土師器

山陰系

甑形土器

①(488)
②(284)

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

一部ハケメ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ケズリ

胎土 :密 (l mm大 の砂

粒を多く含む)

色調 :灰白色

5区 14層 12号土器群出土石器観察表

挿図番号

(写真図版)
出土地点 種 丹J 石  材 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 研磨・使用状況 備 考

121-22

(図版109)
14層 管 玉

風化 した碧

玉
径31 上端が折損

遺物 (第 119～ 121図 )

複合回縁の甕が13点 と多数を占める。壷は 2点、高郭が 3点、単純口縁の甕、山陰系甑形土器、

小形丸底壺、管玉は各 1点と少ない。

119-1は 国縁端部の先端を潰して面が作られ、端部がわずかに内側へ肥厚する。器壁は底部ま

で 4～ 5 mmで一定の厚さを保っている。なで肩で、胴部最大径は胴部中央に来る。 2は口縁部が直

立に近 くなっている。口縁端部を潰して面が作られるが、面は退化して鈍くなっている。わずかに

内側へ肥厚する。全体がなで肩、球形である。底部も完全な丸底で型作り成形による指頭圧痕が多

数残る。器壁は口縁から底部まで 5 mmで、ほぼ一定の厚さを保っている。 3も 口縁端部の面が退化

して鈍 くなっている。器壁は 6～ 7 mmと 厚手である。頸部内面に入念なヘラミガキが施される。 5

は器壁が回縁部で 6 mm、 頸部で 9 mmと 厚いのに対 し、胴部は 2～ 3 mmと 薄く作られる。口縁端部の

面は鈍 くなり、丸みをおびる。120-7は 口縁端部の面が鈍 くなって丸みを帯びる。日縁～頸部の

器壁 7 mmに対し胴部が 2～ 3 mmと薄い。ヘラケズリの開始位置は頸部の下方まで下がっている。11・

12の複合口縁下端の突出は、頸部から一続きで作られる。

12号土器群の複合口縁甕は、日縁部が直線的にのび、端部の面が鈍く、頸部の上端がそのまま複

合口縁下端の突出部となる。完形に復元できた甕は肩が張らずなで肩となり、胴部が球形に近くな

る。114-4・ 120-6・ 11の 口縁端部は下へ折られ玉縁状を呈する。器壁は厚い。以上の特徴から、

12号土器群の複合口縁甕は小谷 3式に位置付けられる。

単純口縁の甕 (121-14)はわずかに内彎する。複合□縁のこ (16)は複合口縁の部分が大きく

外へ開く。頸部と口縁部を接着する際に力がかかったためか、口縁部下端の突出は横ではなく斜め

下方を向く。17は脚筒部・脚裾部の境に外面から3箇所の穿孔がされる。高界は刺突痕のある円板

を充填される。円板の刺突痕が上を向いているので、脚筒内面上部には円板充填の痕跡が現れない。

20は小形丸底壷である。ラッパ状に広がる国縁部、上下が潰れたような扁球形の胴部は畿内系の小

形丸底壺の特徴である。胎土は橙色で、砂粒の混入が少なく、水簸したように精良である。当遺跡

出土の土器の多くが浅黄橙色～灰白色で石英 。金雲母を含むのとは異なる。これを載せる器台は12

号土器群からは出土していないので、小形丸底壺は単独で使用されたと見られる。管玉21は上端が
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゛
・ 孟本iハ 1五
1 暗灰褐色粘質土 (少量の灰オリーブ色砂を含む)
2 暗灰オリープ色粗砂 (多量の暗灰褐色粘質土、
少量の炭化物、土器片を含む)

9         1         ?m

第122図  5区 14層 13号土器群出上位置(S=1/60)

欠損している。

119-1は底部まで残存 しており、スス・ コゲ

がよく残っていた。外面は胴部最大径以下に濃い

ススが付着 し、内面は胴部下半からコゲがつき始

め、底部付近では濃くなる。 2の外面には胴部上

半で薄く、胴部下半で濃厚なススが残る。内面に

は頸部以下に一様に薄いコゲが付着する。底部付

近の濃厚なコゲつきは見られない。 5は頸部以下

全体に薄いコゲが付着する。 7の 内面は、内容物

が付着したと見られる汚れが全体に付着 し、頸部

以下では濃くなっている。外面のススは肩部をの

ぞき付着する。11は肩部に痕跡が認められ、外面

に濃いスス、内面に薄いコゲが残る。14は外面全

体に薄いスス、内面は頸部以下全体に薄い汚れが

|

と。f帯。

第123図  5区 14層 13号土器群出土遺物 (S=1/3)※赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■1濃いスス
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挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器

鰯

値

伽
伽
ｍ
諭

測
径
高
径
縁

計
伽
銚
鉱
帥

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土 。色調 備 考

123-1
(図版109)

土師器

甕

①146

②(98)
④27

口縁端部にわずかに外

傾する面あり

□縁～頸 :ヨ コナデ/

肩 :タ テハケメ後ナデ

その後ヨコハケメを 2

段廻らす

口縁 :ヨ コナデ/顕 :

ナデ/月同:ケ ズリ

胎土 :3 mm程度の砂礫、
l mm以下の砂粒を含む

色調 :浅黄橙色

123-2
(図版109)

土師器

甕

①(132)
②(53)
④28

口縁端部に外傾する面
あり。口縁部器壁はや

や厚い

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ハ ケメ

□縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケ ズリ

胎土 :l nm以 下の砂粒
を含む

色調 :灰白色

赤彩(外面)

123-3
(図版110)

土師器

甕

①154

②(121)
④30

口縁端部の面は不明瞭。
日縁部器壁はやや厚い

口縁～頸 :ヨ コナデ/

肩 :刺突文(櫛状工具)

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ケズリ

胎土 :2 mm以下の石英

粒、金雲母細片、 5 mm

以下の赤褐色粒を含む

色調 :外面・断面灰白

色/内面橙色

123-4
(図版110)

土師器
甕

Э239

9187
④39

口縁～頸 :ヨ コナデ/

肩 :ヨ コハケメとヨコ

ナデ

口縁 :ヨ ヨナデ/頸 :

ミガキ/胴 :ケ ズリ

胎土 :やや粗(3～ 4
mmの砂礫、 l mm程度の

砂粒を含む)

色調 :浅黄色、一部橙

色

123-5
(図版 109)

器

堺

師

脚

土

低
②(32)
③59

脚裾部内面に接地部を

作る
ヨコナデ 不 明

胎土 :2 mm程度の石英

粒、金雲母細片を含む

色調 :灰白色

赤彩 (外面 )

5区 14層  13号土器群出土土器観察表

認められる。

甕の口縁部内面に煮炊き痕跡が見られるケースは少なく、12号土器群では120-7の みである。

頸部以下全体に汚れ程度の痕跡が残る例はしばしばあり (119-2・ 5、 120-7、 121-14)、 内容

物が頸部直下まで満ちた状態で煮炊きされたことを窺わせる。ただし、これらの内面のコゲは濃 く

こびりつくという状態ではない。焦げつきは薄く、汚れ程度にしかつかないものもある (7・ 14)。

一方、 1の内面は胴部下半から底部にのみ痕跡が確認され、かつ底部ほど濃くこびりついているの

で、内容物が煮詰まって焦げついたものと見られる。スス・ コゲの付き方にこのような差が生じる

のは、器壁の厚さの違いにより熱伝導の早さが違うか、あるいは内容物が固体であったか液体であっ

たかによるのであろう。

器壁の厚い複合口縁を持う壺 (15)の外面にも濃いススが付着し、煮炊きに使用されたことを裏

付ける。

14層 13号土器群 (第 122図 )

10・ 11号土坑の南方に東西3.5m、 南北2.8mの 広い範囲にわたって広がる土器群で、出上位置の

標高は5,0～ 5.2mの間に収まる。この高さは 8号土器群 (第 103図 )、 16号土器群 (第 129図 )の遺

物出土位置とほぼ同じであり、14層上面から20cm掘 り下げた位置に当たる。北隣の10号土坑、11号

土坑が検出された標高は4.8m、 西隣の17号土器群が4.9～ 5,lmで検出されており、これらより高め

の位置である。この高低差は、調査区東の地形が波打っており、13号土器群の近くが周囲に比べて

高くなっているためであると考えられる。残りがよく図化できたものは複合口縁の甕 4点、低脚郭

1点である。

遺物 (第 123図 )

123-1は複合口縁がほとんど直立に近い角度でまっすぐのびる。口縁端部に面があり、外側に

肥厚している。頸部上端がそのまま複合口縁部下端の突出部につながる。器壁は 4～ 5 mmと 厚めで

-151-



ある。 2は器壁 5 mmと 一様に厚い。日縁部は直立に

近い角度でまっすぐのびる。端部にはしっかりした

外傾する面がつく。 3も 口縁部が直立に近い角度で

のびる。器壁は頸部 6 mm、 胴部3.5mmと やや厚い。

胴部までの形がわかる 4はなで肩である。器壁が胴

部でも 5 mmの 厚さを保っている。複合口縁端部は退

化して丸みを帯びる。頸部がナデまたはミガキ調整

されるため、ヘラケズリの開始位置は頸部直下より

下である。顕部の径は国縁下端の径との差が小さく

なり、また頸部の上端がそのまま複合口縁部下端に

直線的につながる。このため、頸部から口縁端部に

かけての断面形はくびれが小さくなり、直線に近く

なってくる。これらの特徴から、13号土器群の甕は

小谷 3式に位置づけられる。

低脚堺 (5)は脚部外面が赤彩され、脚端部内面

が加工されて接地面となっている。

スス・ コゲは甕 1。 4に見られる。 2は頸部に赤

彩の跡があり、スス・ コゲは見られないので、煮炊

き以外の目的で使用されたと思われる。低脚堺 (5)

の脚部外面にも赤彩が見られる。

_126-3
126-7     ●

1271ド
°・

・  126-2

X・

11■え:れ5了
1251

. r..

暗灰褐色粘質上 (少量の灰オリープ色砂を含む)
暗灰オリープ色粗砂 (多量の暗灰褐色粘質上、
少量の炭化物、土器片を含む)
暗灰オリープ色粗砂 (多量の暗灰縄色粘質土、
少量の土器片を含む) 0              2m

第124図  5区 14層 14号 。15号土器群
出上位置 (S=1/60)

3                       性_十一―~‐~―――■
OCm

第125図  5区 14層 14号土器群出土遺物 (S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :Iコ薄いスス ■1濃いスス
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第126図  5区 14層 15号土器群出土遺物 (1)(S=1/3)
遺物図面 (1/3)の凡例 :□薄いスス ロ 汚れ
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(S=1/3)15号土器群出土遺物 (2)

一-154-

第127図  5区 14層



0_________―
― 翠
Cm

第128図  5区 14層 15号土器群出土遺物 (3)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 濃いスス

14層 14号土器群 (第 124図 )

14号土器群は、15号土器群と並んで調査区北寄りで検出された。土器の出上位置の標高も4.9m

でほぼそろっている。土器の上に他の土器が重なって出土したり、土器の破片が広範囲に散らばる

という現象はここでは見られない (写真図版36上段)ので、これらの土器はその場に置かれた状態

のまま倒れたり潰れたものと見られる。

遺物 (第 125図 )

125-1は 複合回縁部がやや急角度で外傾する。日縁端部に水平な面がつく。複合口縁下端の一

部が水平になる。頸部がしっかりすばまる形状である。器壁は口縁部が 3 mm程度と薄いのに対 し、

頸部から胴部は 6～ 4 mmでやや厚い。 2は口縁部が外傾してのび、日縁端部に外傾する面が付く。

複合口縁下端の横への突出は鋭く、部分的に水平に近 くなり、強くすばまる。器壁は口縁部 31111に

対し胴部が 5 mmで胴部の方が厚い。125-3は 複合口縁部が大きく開く。日縁端部の面も複合口縁

下端の横への突出も鋭い。

3点とも複合口縁の端部の面がしっかり作られ、国縁部の器壁が薄く、頸部の上端は水平方向に

のびて頸部のくびれが深い等の特徴から、これらの土器は小谷 2式に位置づけられる。

甕 2点の外面にはススが確認された。煮炊きに使用されたことは裏付けられる。ただし、胴下半

部を欠損 しているので、胴部下半～底部の状況は不明である。

5区 14層 14号土器群出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別
種
の

種
器
鰯

計 測 値
Э口径cn
D器高cm
Э底径cm
④口縁高cm

形態。成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

125-1
(図版■0)

土師器

甕

①(179)
②(85)
④32

口縁端部に水平な面あ

り。端部内面を加工し

て面をつくったか

口縁～頸 :ヨ コナデ/

肩 :ヨ コハケメ/1同 :

ハケメ

口縁～頸 :ヨ ヨナデ/

胴 :ケ ズリ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を多く含む)

色調 :灰白色

125-2
(図版■0)

土師器

甕

①(185)
②(172)
④32

口縁端部に外傾する面

あり。端部を潰して面

を作る。器壁はやや厚
い

口縁～胴 :ヨ ヨナデ/

胴 :目の大きな斜行ハ

ケメ

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ケ ズリ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を多く含む)

色調 :灰白色

125-3
(図版110)

土師器
①(165)
②(91)
④38

口縁端部に外傾する面

あり
ヨコナデ

口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケ ズリ

胎土 :l mm以下の金雲

母・黒雲母細片を多く

含む

色調 :灰白色
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5区 14層 15号土器群出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

別
種
ω

種
器
郎

値

伽
ｃｎ
ｃｍ
諭

測
径
高
径
縁

計
∞
％
∝
帥

形態。成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

126-1
(図版 111)

土師器
①168

②(178)
④35

口縁端部に面あり

口縁～頸 :ヨ コナデ/
肩～ :ヨ コハケメ/4同 :

ヨコ・斜行ハケメ

口縁～頸 :ヨ コナデ/

顕 :シ ボリメ/肩～ :

ケズリ後部分的にナデ

胎土 :l mm大の砂粒を

含む

色調 :灰白色

口縁・胴部
の一部に黒
斑

126-2
(図版111)

土師器
①(180)
②(83)
④34

口縁端部に外傾する面
あり

ヨ コナ デ
口縁 :ヨ コナデ/頸 :

シボリメ刑同:ケ ズリ

胎土 :l mm以下の砂粒
を多く含む

色調 :灰白色

口縁の一部
に黒斑

126-3
(図版■1)

土師器
①(176)
②(65)
④3_2

口縁端部に外傾する面
あり

ヨコナデ
口縁 :ヨ コナデ/頸 :

シボリメ刑同:ケ ズリ

胎土 1 lmn以下の微細
な砂粒を含む

色調 :灰白色

国縁の一部

(内外面)1こ
黒斑

126-4
(図版■1)

土師器
Э236

2(187)
Э40

□縁端部の面は不明瞭

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

タテハケメ後ヨコナデ

後羽状文/肩 :ヨ コハ

ケメ/胴 :不定方向の
ハケメ

口縁 :ヨ コナデ/頸
ハケメ後ヨコナ//胴
ケズリ

胎土 :2～ 3 mmの砂礫、
l mm程度の砂粒を含む

色調 :灰白色

126-5
(図版■1)

土師器
①189

②(96)

④38
口縁～頸 :ヨ ヨナデ 不 明

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :浅黄橙色

126-6
(図版 111)

土師器
′①204
②(115)
④35

口縁端部に水平な面あ
り

口縁 :ヨ コナデ/頸・

頸直下 :刺突文 (櫛状
工具)を 2段 めぐらす
/肩 :ヨ コハケメ

胎土 :l mm程度の砂粒
を含む

色調 :灰白色

126-7
(図版112)

土師器
①132

②(42)
④17

口縁端部にわずかに水
平な面あり。接地

□縁～顕 :ヨ コナデ
口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ナデ

胎土 :1 5mm以下の砂
礫、砂粒を含む

色調 :浅黄橙色

126-8
(図版■2)

土師器
甕

①216

②(135)
④40

口縁端部に外傾する面
あり。

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ハケメ後ヨコナう/肩 :

ヨコハケメをめぐらす

口縁 :ヨ コナデ

胎土 :2～ 4mmの砂礫、
l mm以下の砂粒、金雲
母・黒雲母細片を含む

色調 :浅黄橙色

127-9
(図版112)

土師器
甕

①168

②(107)
④30

内傾する複合口縁。国

縁端部に水平な面あり
口縁～頸 :ヨ ヨナデ

縁

ズ

ロ

ケ

ヨコナデ/胴 :

胎土 :2 mm以下の砂礫、
砂粒を含む

色調 :灰黄色～浅黄橙
色

127-10

(図版■2)

(図版 113)

土師器

高郭

①200
②159
③129

啄

据

ガキ/脚筒～脚
ケメ

雰 :ハ ケメ後 ミガキ/
脚筒 :ケ ズリ/脚裾 :

ハケメ後ナデか

胎土 :や や密 (l mI「以
下の砂粒を含む)
色調 :灰白色

127-11
(図版■2)

土師器

高郭

①234
②(63)

口縁端部が大きく外へ

折れる。郭底部と体部
の境に段がつく

ヨコナデ後縦方向のミ
ガキ

ヨコナデ後縦方向のミ
ガキ

胎土 :蜜 (l mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

127-12
(図版112)

土師器
高堺
②(45)
③130

脚筒 :縦方向のミガキ

/脚裾 :ミ ガキか

イ :ミ ガキ/脚筒 :ケ

ズリ/脚裾 :不定方向
のハケメ後部分的にナ
デ

胎土 :密 (微細な砂粒、
金雲母細片を多く含む)
色調 :灰白色

脚筒を取り
巻くよう1こ

8ヶ 所の穿
子L

127-13

(図版■3)
土師器

低脚郭

①130

②(59)
堺部はやや深く、椀形

不 :ハケメ後ナう/脚 :

ヨコナデ
啄 :ミ ガキ

胎土 :3 mm以下の石英
粒、金雲母細片を多く
含む

色調 :浅黄橙色

127-14
(図版 l13)

土師器

低脚邦

＆

つ

望

Э

Ｄ

Э
郭部はやや深く、椀形

口縁 :ヨ コナデ/体
ハケメ後 ミガキ

□縁 :ヨ コナデ/体～

底 :ミ ガキか

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :浅黄橙色

127-15

(図版113)
土師器

小形壼

υ88
9(71)
⊃08

丸底と見られる
□縁～肩 :ヨ コナデ/
胴 :ナ デ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

オサエ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :浅黄橙色

127-16

(図版■3)
土師器

鼓形器台

①(185)
②l1 2

③(185)
筒部は短く太ヽ ヨコナデ

器受 :横方向のミガキ

/筒 :ヨ コナデ/脚台 :

ケズリ

胎土 :微細な砂粒を多
い含む

色調 :灰白色

127-17
(図版 113)

弥生土器
②(68)

口縁 :凹線文/頸 :波

状文(櫛状工具)

口縁 :ミ ガキか/頸 :

ケズリ後ミガキ

胎土 :密 (2 mm以 下の

砂礫、砂粒を含む)
色調 :内外面にぶい橙
色/断面灰色

128-18

(図版■3)

土師器
①(182)
②(101)
④77

直立する複合国縁

口縁 :ヨ コナデ、縦・

斜行ハケメ/頸～/縦・

ヨコハケメ

ヨコハケメ

胎土 :密 (l mm大 の白
色砂粒を含む)
色調 :外面灰黄色/内
面黒色

内面に黒添
塗布または
ススを吸着
させたか。

讃岐地方の

上器か。
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14層 15号土器群 (第 124図 )

東の14号土坑と西の11号土器群に挟まれる位置で検出された。14号土器群と15号土器群が南北に

長い一続きの土器群とも考えられるが、14号土器群と15号土器群の間には約60cmの空白があって、

これを境に南と北にそれぞれ固まる分布状態であることも確かなので、別個の上器群とした。また、

15号土器群の中でも、126-2は やや北へ離れているようであり、他の土器とは別個に考えるべき

であろう。甕 (8)と 低脚堺127-11は土器群の中心部からやや北西へ離れた位置でほぼ同じ位置

から出土 している。壺 (3・ 7)、 低脚堺 (14)も 近接した位置から出土している。土器群の中心

部からは北へ離れた位置である。低脚ヌと壺・甕が近くから出土する傾向がある。これらの 2つ の

グループは、土器群の中心部と見られるグループ (126-1・ 4・ 5・ 6、 127-9・ 10・ 12・ 13・

15・ 16)と は接合関係がみられないので、別個のグループである可能性もある。土器片の上に他の

土器片が重なって出土したり、土器の破片が広範囲に散らばるという現象はここでは見られない。

個々の上器がその場で潰れたり倒れたまま、あまり移動 したり混ざったり重なったりしない出土状

況である (写真図版35下段)。 出上位置は、複合口縁の壺 (126-1・ 4・ 5・ 6)及び甕 (127-

9)が土器群の中央に集中し、その南には高雰 (10)、 低脚堺 (13)、 鼓形器台 (16)が 1個体ずつ

並ぶ。北には高堺 (12)、 小形甕 (15)があり、そのほかに接合できず図化できなかった高郭 (写

真図版35下段)も あった。壷・甕を高邦・低脚界が囲む配置であったと推定される。なお、鼓形器

台16が何を載せていたのかは明確でない。

他の上器群とは異なり、複合口縁の壺が 7点に対 し甕は 3点 (小形甕を含む)、 高郭 3点、低脚

郭 2点、鼓形器台 1点である。こが他器種を上回る器種構成は当遺跡の他の上器群では見られない

ものである。

遺物 (第 126～ 128図 )

126-1～ 5は複合口縁の壺である。 5点 とも国縁部の外傾度はきつい。 1は複合口縁部が大き

く開き、口縁端部には明瞭な面が認められる。 2も 口縁部が急角度で外傾する。口縁下端の横への

突出は退化しているため、頸部から口縁端部までくびれの小さい直線的な形である。 3も 日縁部が

大きく開くが、口縁下端は横へも下へも突出しない。器壁は 4 mmと 薄い。 4も複合口縁下端の横ヘ

の突出が弱い。日縁部が大きく開く。外面の頸部中央に羽状文が描かれる。 5は特に内面で頸部と

口縁部の境界が不明瞭となり、断面形は頸部から口縁端部までほとんど一直線となる。 6は複合口

縁部が直立する。口縁端部に広い面が作られ、やや外側へ肥厚する。器壁は口縁部から頸部まで一

様に 8 mmの厚さを保ち、胴部は薄くなって 6 mm程度である。頸部は斜めの刺突文が連続的に施され

る。 7はわずかに複合口縁部が内傾する、小形・薄手の壷である。

8。 127-9は 複合口縁の甕である。国縁部が外傾する甕の数が少ない点は、他の上器群の構成

と大きく異なる。 8は胴部も口縁部も器壁が 5～ 6 mmと 一定の厚さを保つ。口縁端部にははっきり

した面がある。 9は複合口縁が内傾する。国縁端部にははっきりした水平な面が作られ、内側にも

外側にも肥厚する。

10は高郭で、外部と脚部を円板充填法により接続する。口縁部は作りが粗雑で、歪んでいる。内

外面のミガキ調整も粗雑で、部分的にハケメが消えないまま残る。11は脚部を欠いて器種が明確で

ないが、高郭とした。界の底部と体部の境に段がつき、ここで底部と体部が接続されるようである。

12は脚が低いタイプの高界で、脚部を取り巻くように8ヶ 所の穿孔がある。四角形を意識 した配置

-157-



と見られる。 13・ 14は低脚堺で、脚部が高

く、郭部が深く半球形に近い。15は小形甕

である。内傾する複合口縁の甕を模したと

見られるが、内面はヘラケズリ調整されず、

成形時の圧痕がそのまま残る。中、大形の

複合口縁では頸部と口縁部が別途作られて

接続されるため、複合口縁部下端 (頸部上

端)は横へ鋭く突出するのとは異なり、こ

の小形甕は複合口縁下端の突出が明瞭でな

く、頸部から口縁端部まで断面形が直線的

になるので、胴部から口縁部まで一続きで

製作された可能性が高い。17は壺の頸部か

'30」 ら複合口縁部にかけてである。頸部が垂直

1暗灰褐色粘質土                   で長い特徴から、弥生後期前葉のV-1様
(少量のオリーブ色砂を含む)
2 暗灰オリープ色粗砂

式に遡ると見られ、同時に出上している他

0        1m の遺物とは時期が大きく違うので、混入品

か。128-18は大型の複合口縁の壺である。

第129図  5区 14層 16号土器群出上位置 (S=1/30)分厚い口縁部はわずかに外反したのち先端

部を潰 して面が作られ、端部は内面側・外

面側の両方へ肥厚する。内外面の調整はハケメが中心で、全般に器面は直線的である。ただし、き

つい曲線形である頸部・複合口縁部の境界付近では内面調整にナデが併用される。口縁部外面の上

端近くでも、ハケメの後からナデて曲線的に仕上げている。胎土は暗灰黄色で、他の上器 (灰白色

～浅黄橙色)と は異なり、金雲母や石英の粒も見られない。調整の特異さから、搬入された土器と

考えられる。

煮炊きの痕跡としてスス・ コゲが明確に認められるのは複合口縁の甕 1点のみ(126-8)である

といってよい。同じく甕である127-9に はスス・ コゲは認められず、貯蔵具として使われていた

可能性が高い。壺では、内面に薄い汚れが見られるものがあるが (126-2・ 4・ 5)明瞭でなく、

外面のススは確認されない。他の高堺 。低脚堺・鼓形器台 。小形甕などの器種では全くスス・ コゲ

が確認されない。128-18は 内面にスス又はコゲが濃厚に付着する。ただし、意識的に吸着させた

可能性もあり、煮炊き痕跡であるとは断定できない。

14層 16号土器群 (第 129図 )

調査区北端から検出された土器群である。16号土器群の出上位置の標高は5.0～ 5,2mで、付近の

他の土器群とほぼ同じである。16号土器群のすぐ上まで13層 6号溝状遺構が掘りこまれ、溝状遺構

調査時には既に16号土器群の一部が溝底に顔を出していた。 6号溝状遺構に伴うものとして取り上

げたこれらの遺物の中には、16号土器群の土器が含まれていると思われる。

低脚邦 (130-10)は、 6号溝状遺構出土遺物のうち複合口縁の甕 (145-1・ 2)と 同位置から

出土しているので、145-1・ 2は本来16号土器群に伴う遺物であった可能性が高い。単純口縁の

０
●

∬

年

十
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項く正
三]至こテ
ララ
タ ※アミロは被熱による変色 ■■赤橙色

10           眺m

第130図  5区 14層 16号土器群出土遺物 (S=1/3)※赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■ 濃いスス 園 薄いコゲ 匠コ汚れ
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5区 14層 16号土器群出土土器観察表

餐 (2)、 壺 (4)、 高堺 (6)が同位置から出土している。 1と 5は出上位置がほぼ同じであるが、

胴部の径が違うため同一個体ではないと思われる。さらに壺 (3)や低脚堺 (7)も 同一の位置か

ら出土している。このように、16号土器群では高郭・低脚堺・甕・壺という異なる器種が同じ位置

から出土する傾向があり、器種ごとに出上位置が偏る様相はみられない。

16号土器群では、 6や 10の ように破片が異なる場所に散らばるものもあるが、土器片の上に他の

上器片が重なって出土 したり、土器片が広範囲に散らばるという状況ではない。個々の土器がその

場で潰れたり倒れたまま、あまり移動 したり混ざったり重なったりしない出土状況である (写真図

版86中段)。

遺物 (第 130図 )

甕 2点、壺 2点、底部 1点に対し、高堺 。低脚堺も併せて 5点 と措抗し、郭類が多めの器種構成

である。ただし、本来は16号土器群のものであった遺物が13層 6号溝状遺構の中に落ち込んでいる

可能性もある (145-1・ 2)。 高雰 。低脚郭の別は必ずしも明らかでないが、 6以外は必部が浅い、

接続部の径が大きいなどの特徴があるので、低脚界の可能性が高い。

130-1は 複合口縁甕である。複合口縁下端が横へ突出せず、口縁が外反する形状から、弥生後

挿図番号

(写真図版)

別
種
ω

種
器
鰯

計 測 値
①口径cm
②器高cm
③底径cm
④口縁高cn

形態・成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

130-1
(図版114)

弥生土器

甕

①(146)
②(71)
④27

口縁部が外反。端部は

丸い
回縁 :ヨ コナデ/胴 :

波状文(櫛状工具)

口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケ ズリ

胎土 :微細な砂粒を多
く含む

色調 :灰白色

130-2
(図版 114)

(図版 116)

土師器
甕
①(175)
②(56)

縁
行

日

斜

メ

ヨコナデ/胴 :

ケメ後ヨコハケ
口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケ ズリ

土

む

調

胎

含

色

l nm大の砂粒を

灰白色

130-3
(図版■4)

土師器
①159

②(60)
④28

□縁端部は丸い。器壁
は薄い

口縁～ :ヨ ヨナデ/頸 :

ヨコナデ後ヨコハケメ

を 1周 させる

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ナデ/胴 :ケ ズリ

胎土 :l mm程度の砂粒、
金雲母・黒雲母細片を

含む

色調 :外面浅黄橙色/
内面橙色

130-4
(図版■4)

(図版■6)

土師器
①218
②(66)
④36

口縁 :ヨ コナデ/顕 :

斜線 (ヘ ラ状工具 。羽

状文の一部か)

口縁～頸 :ヨ ヨナデ
胎土 :2 mm以 下の石英

粒、金雲母細片を含む

色調 :灰白色

130-5
(図版■4)

(図版■6)

土師器

甕

(底 )

②(91)
③30

外面には痕跡的な平底
がみえる。底部内面に

は平底部分なし

胴 :ハ ケメ/底付近
ナデ

胴

エ

ケズリ/底 :オ サ
胎土 :l mm以 下の微細
な砂粒を含む

色調 :灰白色

130-6
(図版■4)

土師器

高郭

①214
②(111)

接続部に円板を充填

雰口縁～ :縦方向のミ

ガキ/郭底 :タ テハケ
メ後横方向のミガキか

/脚 :縦方向のミガキ

郭 :縦方向のミガキ/
脚 :ケズリ

土

む

調

胎

含

色

微細な雲母片を

灰白色

郭部内面の

刊 Iに瓢

赤彩 (郭部

内面)

130-7
(図版114)

(図版115)

(図版116)

土師器

低脚琢

①185

②(40)
郭部は浅ヽ

ハケメ後縦方向のミガ
キ 縦方向の ミガキ

胎土 :3 mmの 砂礫、金

雲母細片を含む

色調 :にぶい黄橙色～

灰黄褐色、橙色

火にかけた

可能性?

130-8
(図版 115)

土師器

低脚罫

①249

②(109)
回縁端部に面あり

口縁～ :縦方向のミガ

キ/郭底 :タ テハケメ

/脚 :ヨ コナデ後縦方

向のミガキ

郭 :縦方向のミガキ/
脚筒 :ケ ズリ/脚裾 :

ヨコナデ

胎土 :微細な石英粒、
金雲母・黒雲母細片を

含む

色調 :灰白色

130-9
(図版■6)

土師器
低脚郭
①307
②(67)

口縁端部に面あり

回縁～体 :ヨ コナデ後

縦方向のミガキ/底 :

ハケメ後ヨコナデか

ヨヨナデ後縦方向のミ

ガキ

胎土 :l mm以下の砂粒、
金雲母細片を含む

色調 :浅黄橙色

130-10
(図版 115)

土師器

低脚邪

Э(359)
D(70)

口径極めて大

口縁～体 :ヨ コナデ/
郭底 :不定方向のハケ
メ後ナデ

口縁～体 :ヨ コナデ
胎土 :l mm以下の砂粒
を合む

色調 :灰白色

130-11

(図版115)
土師器

低脚堺

ａ

３

お

Э

②

Э

雰部浅く広ヽ
郭 :

ナデ

ミガキ/脚 :ヨ コ
脚 :ヨ コナデ

胎土 :l mm以下の砂粒、
金雲母細片を含む

色調 :灰白色～にぶい

黄橙色
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'32-5

132-7

士」/望

1 暗灰掲色粘質土
(少量の灰オリープ色砂を含む)

2 暗灰オリーブ色粗砂
(多量の暗灰掲色粘質上、少量の炭化物、

土器片を含む)
3 暗灰オリープ色粗砂
(多量の暗灰褐色粘質土、少量の上器片を含む)

0        1m

第131図  5区 14層 17号土器群出上位置 (S=1/30)

期のV-4様 式と判断される。器壁は口縁

部で 4 mm以下、胴部で 3 mm以下ときわめて

薄くなる。 2は単純口縁で大きく開き、わ

ずかに内彎する。内面のヘラケズリ調整の

位置は、頸部からやや下降する。 3は、口

縁の外傾度がきつく、器壁が薄い。頸部と

口縁部を接続する際、頸部上端に力が下向

きにかかったためか、複合口縁下端は斜め

下方向を向く。 4の口縁端部の面は明瞭で、

下へ肥厚するため玉縁状の外観となる。頸

部にはヘラ状工具による斜め方向の刺突文

が部分的に見られる。あるいは羽状文の上

半分か。 5は器壁が薄く、痕跡程度の平底

が残るが、内面の底部近くには指頭圧痕が

見られ、型作りが採用されている。高堺 6

は接続部に円板が充填される。堺底部以外

は縦方向のヘラミガキが入念に施される。

7は郭部のみが残存し、高堺 。低脚堺のい

ずれであるか確定はできないが、低脚堺と

した。脚部との接続部下面には、器を左回

転させながら脚部を必部に押しつけて接着

した痕跡が残る。 8～ 10は底部と体部の境

川
蝋
十

　

‐３２．２／

６

２．４Ｈ
＼
３２．３‐

・‐３２．‐／‐３
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１

１

↓
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＼淋即‖″グ1         7
第132図  5区 14層 17号土器群出土遺物

◎

|

も    5

0              2cm

―

0                        10cm

(1～ 4・ 6～8:S=1/3、 5:S=1/1)※ 赤のアミロは赤彩
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界に突帯または段をもつ。低脚ヌの邪部である。

出土遺物の時期は、弥生後期に遡るものを含むが、餐 (2)や壺 (4)な どの特徴から小谷 3式

が主体の上器群である。

底部 (130-5)は外面のスス痕跡も内面のコゲ痕跡も明瞭に認められる。器壁は 3 mmと 薄く、

熱が早く内面に伝わるためコゲっきが生じ易かったと思われる。邦部の浅い低脚邦 2点は、火にか

けて使用した痕跡が明瞭である。イ部の遺存状況がよい 7で は、濃いススが郵部外面全体に付着し、

やや薄くなって内面口縁部にまで及んでいる。また、脚部がよく残った11は、脚部が被熱して赤橙

色に変わっている。堺部外面のスス・ コゲは必ずしも明瞭でない。以上の痕跡から、 7・ 11は脚部

を下、邪部を上にした正位の状態で下から火にかけられたと推定される。

14層 17号土器群 (第 131図 )

13号土器群と8号土器群に挟まれた位置で検出された。分布範囲はやや細長く、南東から北西ヘ

かけてのび、長さ 2m、 幅 lmの範囲内に収まる。出上位置の標高は4.9～ 5.Omの間に収まる。細

長い管玉132-5は やや北西へ離れて出土し、 5以外は土器群の南東側に集まっている。 6・ 7は

高堺または低脚ヌの雰部であり、これらが脚部 (3)と 同一個体であると推定される。また、壺・

甕類はこの土器群では4と 8しか出土していないので、 4と 8は同じ壷の国縁部と底部にそれぞれ

当たると思われる。

土器片の上に他の上器片が重なって出土したり、土器の破片が広範囲に散らばるという現象はこ

こでは見られない。個々の土器がその場で潰れたり倒れたまま、あまり移動したり混ざったり重なっ

たりしない出土状況である (写真図版36下段)。 した

がって、17号土器群の土器は、廃棄されたのではなく

この場に置かれた可能性が高い。出上位置は、壺 4を

中心に、低脚郭あるいは高郭 1・ 2・ 3・ 6・ 7(3

個体分)が これを囲むように置かれる。重を低脚堺又

は高郭が囲むパターンは15号土器群に共通する。

遺物 (第 132図 )

低脚界が 2点、高堺・壺・管玉各 1点の構成である。

ただし6・ 7は 1～ 3の中のいずれかと同一個体、 8

は4と 同一個体である可能性が高い。

132-1の 脚部内面にはヘラ状工具による縦方向の

キズが 2本並んでつけられる。116-49と も共通する

もので、意図的に付けられた可能性がある。 3の雰底

部中央には、脚部との接着面積を広 く採るためにヘラ

状工具による刻み目が入れられる。穿孔は 1箇所のみ

で、外面から内面へ向けて穿たれる。 4は複合回縁の

壺で、口縁部の外傾度が急である。口縁端部の内面を

加工 して接地面を作っている。 6・ 7は高堺又は低脚

界の堺部で、 6が 7に比べてやや深い。 8は厚く広い

~1343

.党:ユ
干任lm  l
・ .   : 

く＼
1345

_13牛 4

・     ・ 。    194-8・ 。./

1 暗灰掲色粘質土 (少量の灰オリープ色砂を含む)
2 暗灰オリーブ色粗砂 (多量の暗灰褐色粘質上、少量の
炭化物、土器片を含む)
3 暗灰オリーブ色粗砂 (多量の暗灰褐色粘質上、少量の
上器片を含む) 0                 2m

第133図  5区 14層 18号土器群出土位置
(S=1/60)
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9        t         p° m

第134図  5区 14層 18号土器群出土遺物 (S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■ 濃いスス

平底で、底部内面までヘラケズリ調整される。外面の縁辺部にはハケメ調整の木日に似た跡が残る。

土器製作時に使用した台の痕跡か。

14層 18号土器群 (第 133図 )

周囲の14号土坑や 8・ ■・ 14・ 15号土器群と異なり、弥生後期に遡る土器群である。11号土器群

のすぐ南に位置する。出上位置の標高は4.8～5,Omの 間におさまり、11・ 14・ 15号土器群と大差は
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55m

。 や 機 弯 義 フ ら

9        1        lm

第135図  5区 14層 大形甕
出土状況 (S=1/30)

し    ない。分布範囲は長さ 3m、 幅 lmと細長く、南西から北西へ

のびる。この方向は 8。 13・ 14・ 15・ 17号土器群ののびる方向

と共通している。

Ю
於

土器群の南端から出土 した134-8は 、北半分から出土した

甕 1・ 2・ 4に比べて時期が新しく、北半分とは別の時期に形

成された可能性がある。また、北端付近で出土した甕は器壁が

薄いのに対し、やや南で出土 した甕134-4・ 5の器壁は厚手

である。形成された時期が少しずれている可能性もあろう。 6

は近接する甕の口縁部 1・ 2・ 3の いずれよりも器壁が厚く、

3点 とは別個体の甕である。器台の数が甕に比して少なすぎる

ので、器台に載せられていた甕はあったとしてもごく一部であ

ろう。

遺物 (第 134図 )

1は 回縁部も胴部も器壁が 3 mm以下と薄い。プロポーションはなで肩である。 2は口縁部が外反

し、口縁端部が丸い。複合口縁下端が斜め下へ突出する。 3・ 5も 口縁部が外反し、複合口縁下端

は横へも下へも突出しない。 4は口縁部の外傾度が急である。 2～ 4の器壁の厚さは、口縁部、頸

部が 5 mm程度あるのに対 し、胴部は 3 mmと 薄い。胴部は熱を内面に早く伝わらせる必要から薄く作

られたのであろう。 5も 口縁部が外反し、下端は横へも下へも突出しない。 2～ 4と 形状はほぼ同

じだが、器壁が多くの箇所で 5 mmを越える部分が多い。 6は甕の肩部で、平行線と波状文がめぐら

される。 8はわずかに肩が張る。日縁部は端部の面も複合口縁下端の突出部も退化して鈍くなって

野 平
4■ ノ ィ

一
!;'テ

テ;π:ア
ーー~~::クf

ア
__´ /今
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とア ーー

i r
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第136図  5区 14層 出土大形甕 (S=1/4)
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス
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5区 14層 17号土器群出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

め

種

器
鶴

計 測 値
①口径cn
②器高cm
③底径cH
④口縁高clll

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

132-1
(図版116)

土師器

低脚堺

＆

６

②

③
内面に 2ヶ 所のキズ 脚 :ヨ コナデ lll:ヨ コナデ

胎土 :l mm以下の砂粒

を含む

色調 :浅黄色

132-2
(図版■6)

土師器

低脚郭

②(19)
③50

ヨヨナデ ヨコナデ

胎土 :密 (l mm大 の石

英粒、微細な雲母片を

含む)
色調 :灰白色

132-3
(図版■6)

土師器

高雰

②(53)
③107

不 明

堺底 :ミ ガキ/脚上面 :

必・脚部を接着しやす

くするための深い刻み

目/脚 筒 :ケ ズリ/脚

裾 :ハ ケメ後オサエ、

ナデ

胎土 :15～ 3 mm大の

砂礫、 1■m以下の砂粒

を含む

色調 :浅黄橙色～灰黄

褐色

132-4
(図版116)

土師器
gE

①178

②(98)
④32

口縁端部に面あり。接

地。内面を加工して面

を作っている

口縁～頸 :ヨ ヨナデ/

頸～ :タ テハケメ

口縁～頸 :ヨ コナデ/

頸下半 :シ ボリメ/肩
～ :ケ ズリ

胎土 :密 (l mm大 の砂

粒を多く含む)

色調 :灰白色

X32-6
(図版■7)

土師器

高邪又は

低脚邦

Э160

9(47)
ケヽメ後ミガキ ミガキ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :灰白色～にぶい

赤褐色

赤彩(外面)

132-7
(図版■7)

土師器

高郭又は

低脚ヌ

①

②
ミガキ ミガキ

胎土 :l mm以下の砂粒

を含む

色調 :灰黄色～にぶい

橙色

赤彩 (外面)

132-8
(図版■7)

弥生土器

(底 )

②(46)
③212

広い平底をもつ
胴 :ナ デ/底 :ハ ケメ

後ナデ
ケズリ

胎土 :密 (l mm大 の砂

粒を含む)

色調 :外面灰白色/内

面橙色

5区 14層 17号土器群出上石器観察表

挿図番号

(写真図版)
出土地点 種  別 石 材 長さ(cm) 幅(cnl) 厚さ(cm) 重量(g) 研磨・使用状況 備 考

132-5
(図版■6)

と4層 管玉 不明 (径)023
両側から穿孔され、中央で

は狭くなると思われる

いる。器壁は 3 mmを下回る場所はなく、極端な薄さではない。

スス・ コゲは 1・ 5及び器台 7を除き全てに確認される。 8以外の甕は上半分しか残っておらず、

胴部下半～底部の状態が確認できない。 1でスス・ コゲが確認できないのは、風化が著しいことも

原因であろう。内面のコゲはいずれも確認されなかった。器壁がやや厚い134-8は 、外面に濃い

ススがあるが内面にはコゲつきが認められない。

1～ 6が弥生後期の甕、 8は古墳前期の小谷式の甕であり、時期的なまとまりは悪い。

14層 大型甕 (第 135。 136図 )
10号土器群の南で、日縁部を下へ向けた倒立の状態で出土した。胴部下半部は周囲に散乱した状

態であった。胴部の形はやや肩が張る。口縁部は直立し、端部には広い面を持つ。

ススは頸部より上の内外面に残る。

14層  9号土器群 (第 137図 )

調査区南西部で検出された土器群である。西 lmの位置に19号土器群がある。 9号土器群は19号

土器群と時期が異なるが、遺物出土位置の標高は両者とも4.7～ 4.9mで大きな違いはない。19号土
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5区 14層 18号土器群出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別
種
め

種
器
鰯

値
ｍ
伽
伽一駒

測
径
高
径
縁

計
帥鉢∝
釦

形態・成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

134-1
(図版■7)

弥生土器
密

①147

②(108)
④27

薄作り
口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :不定方向のハケメ

口縁 :ヨ コナデ
胎土 :やや密 (l mm以
下の砂粒を含む)
色調 :灰白色

134-2
(図版 117)

弥生土器

甕

①147

②(59)
④32

口縁端部は丸ヽ ヨコナデ
口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ナデ/胴 :ケ ズリ

胎土 :1 5mm以 下の砂
礫、砂粒を含む

色調 :灰白色

134-3
(図版■7)

弥生土器
甕

４

■

１

①

②

④
器壁は薄 t ヨコナ デ

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ナデ/月同:ケ ズリ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :灰白色

134-4
(図版■7)

弥生土器

甕

①151

②(51)
④25

器壁はやや薄ヽ ヨヨナデ
口縁 :ヨ ヨナデ/頸 :

ミガキ/胴 :ケ ズリ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :浅黄色

134-5
(図版H7)

弥生土器

密

①172

②(74)
の41

口縁端部は先細る 口縁～頸 :ヨ コナデ 不明

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :灰白色

134-6
(図版■7)

弥生土器
甕

‐
23(87) 胴 :平行沈線 (櫛状工

具)2段の間に波状文
不 明

胎土 :2 111Tl以下の砂礫、
砂粒を含む

色調 :灰黄色

134-7
(図版117)

土師器

鼓形器台
0257
2(68)

ヨコナデ ヨヨナデ
胎土 :l mm以下の石英
粒、金雲母細片を含む

色調 :浅黄橙色

X34-8
(図版■7)

土師器

甕

D170
9160
Э28

□縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :平行ハケメ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ケズリ後一部ナデ

胎土 :15～ 3 mm程度
の石英粒、金雲母細片
を多く含む

色調 :浅黄橙色

5区 14層 出土大形甕観察表

挿図番号
(写真図版)

別

種

０

種

器
郎

値

ｍ
伽
伽
高ｃｍ

測
径
高
径
縁

言
①
鉢
∝
∞

形態。成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

136-1
(図版120)

土師器
甕

①322
②(320)
④44

直立する複合口縁。□

縁端部に面あり

口縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :綾杉文(櫛状工具)

/胴～ :一部ハケメ

口縁～頸 :ヨ コナデ/

肩 :オ サエ/胴 :ケ ズ

リ

胎土 :密 (l mm大 の砂
粒を多く含む)
色調 :灰白色

5区 14層  9号土器群出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器

鰯

計 測 値
①口径cm
②器高cnl
③底径cn
④口縁高cm

形態。成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土 。色調 備 考

138-1
(図版95)

土師器

鼓形器台

②(79)
③(174)

筒部は極端に低い。器

台部もやや低い
ヨヨナデ

器受～筒 :ヨ コナデ/
脚台 :ケ ズリ/脚裾 :

ヨコナデ

胎土 :密 (l mm以 下の

雲母片を多く含む)
色調 :灰白色

138-2
(図版95)

土師器

低脚郭

①148

②68
③72

郷部 やや深 ヽ 琢 :ハケメ後ミガキ
脚中央 :ケ ズリ刀卿裾 :

ヨコナデ

胎土 :密 (1 5mm以 下の

砂礫、砂粒含む)
色調 :浅黄橙色

器群以外には付近に14層の同時期の遺構は見られず、孤立 した位置にある。

遺物 (第 138図 )

鼓形器台 。低脚郭が同位置から出土している。鼓形器台は筒部が短く、脚台部と筒部の間で粘土

を貼り継いでいる。

14層 19号土器群 (第 137図 )

9号土器群の西約 lmで検出された土器群である。遺物が出土した位置は南北 lm、 東西 2mの
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挿図番号

(写真図版)

別
種
ω

種
器
御

計 測 値
①回径cm
②器高cm
③底径cm
④口縁高cm

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

139-1
(図版■3)

弥生土器

甕

①210
②292
③56
の33

しっかりした平底で自

立可

国縁 :擬凹線文/頸 :

ヨヨナデ/肩 :刺突文

(ヘ ラ状工具)/胴 :ミ

ガキ

口縁 :ヨ コナデ/頸～

胴 :ケ ズリ後ナデ

胎土 :2 mmの 砂礫、 1

mm以下の砂粒を含む

色調 :黄橙色

139-2
(図版■8)

弥生土器

甕

①192

②(135)
④29

回縁端部は丸い

口縁 :擬凹線文 (貝殻

腹縁によるものか)/

頸 :ミ ガキ/肩 :束1突

文 (貝殻腹縁、押し引
いたような痕跡もある)

胴 :横方向のミガキ

回縁 :横方向の ミ

/月同:ケ ズリ

ガ キ

胎土 :密 (2 mm程 度の

砂礫、 l mm程度の砂粒
を含む)

色調 :外面にぶい黄橙

色/内面 ミガキ部分黒

色・ケズリ部分暗灰褐
色

内外面とも

黒斑

139-3
(図版118)

弥生土器

餐

①(204)
②(88)
④30

□縁端部は丸ヽ

口縁 :丁寧なヨヨナデ、
6条 の擬凹線文 (貝殻
腹縁)/顕 :ヨ コナデ/
肩 :押 し弓|き 文 (櫛状
工具)/胴 :オ サエ

回縁 :丁寧なヨコナデ

/胴～ :ケ ズリ

胎土 :やや粗 (石英粒、

雲母細片を多く含む)

色調 :灰白色

139-4
(図版■8)

弥生土器

甕

①198

②(66)
④31

□縁端部は丸ヽ

国縁 :擬凹線文 (貝殻

腹縁)/頸 :ヨ コナデ/

肩 :1条の沈線、その
下に刺突文(貝殻腹縁)

縁

ズ

ロ

ケ

ヨコナデ/胴 :

胎土 :2～ 4 mmの砂礫、
l mm以下の砂粒を含む

色調 :灰白色

139-5
(図版118)

弥生土器

甕

D183
つ(54)
④32

口縁 :ヨ コナデ、 6条

の擬凹線文後部分的に
ヨコナう/複合口縁～ :

ヨヨナデ

国縁 :ヨ コナデー部ミ
ガキ/頸～ :ケズリ

胎土 :密 (5 nm大 の砂

粒、金雲母片を多く含
む)

色調 :灰白色

139-6
(図版■8)

弥生土器
υ178

②(88)
④36

口縁 :擬凹線文 (貝殻

腹縁)/頸 :ハ ケメ後
ヨコナデ

回縁 :ヨ ヨナデ/頸 :

ケズリ後横方向のナデ

/胴 :ケ ズリ

胎土 :2 mm以下の砂礫、

砂粒を含む

色調 :にぶい黄橙色

140-7
(図版■9)

弥生土器

甕

(底)

2(37)
Э60

しっかりした平底 胴 :ハ ケメ/底 :ナ デ ケズリ後ナデ

胎土 :2～ 3 mmの砂礫、
l mm程度の砂粒を含む

色調 :浅責色

140-8
(図版119)

弥生土器

(底 )

②(54)
③36

わずかに平底が残る
胴

デ

ガキか/底 :ナ
胴～底 :ケ ズリ

胎土 :密 (2 mm大 の砂

粒を含む)

色調 :灰白色

140-9
(図版 119)

(図版 120)

弥生土器

甕

(底 )

②(103)
③34

径は小さいがしっかり

した平底

胴 :ミ ガキ/底 :ナ デ

か
ケズリ後ナデ

胎土 :2 mm程度の砂礫、
l mm程度の砂粒を含む

色調 :褐灰色

140-10
(図版120)

弥生土器

器台

(器受)

①(217)
②(80)

口縁～ :横方向のミガ

キ/器受中央 :擬凹線

文 (貝殻腹縁)/器受下

半 :横方向のミガキ

口縁～ :横方向のミガ

キ/器受中央 :斜 め方

向のミガキ

胎土 :密 (l mm大 の砂

粒を含む)

色調 :灰白色

赤彩 (器受

内外面)

140-11

(図版120)

弥生土器

器台

(脚台)

②(123)
③162

脚筒 :ハ ケメ→ ミガキ
→刺突文→平行沈線/

脚台 :擬凹線文 (貝殻

腹縁)

脚筒 :ケ ズリ/脚台

横方向のミガキ

胎土 :密 (l mm大 の砂

粒を含む)

色調 :灰白色

赤彩(外面)

脚台部内面
の一部に黒
斑

140-12
(図版120)

弥生土器

器台

(器受)

①208
②(145)

口縁端部には接地させ

るためではないと思わ

れる面を作る

器受上半 :擬凹線文
(貝殻腹縁)器受下半 :

横方向の細かいミガキ

/筒部 :縦方向のミガ

キ

器受 :横方向のミガキ

/筒 :ケ ズリ後縦方向
のナデ/筒部下半～ :

ケズリ

胎土 :密 (l mn以 下の

砂粒を多く含む)

色調 :灰白色

140-13
(図版120)

弥生土器

器台

(脚台)

②(64)
③179

筒 :ミ ガキ/脚台 :多

数の平行沈線 (ヘ ラ状

工具)

ケズリ後一部ナデ

胎土 :2～ 3 mmの砂礫、
l nm程度の砂粒を含む

色調灰白色

140-14

(図版■9)

弥生土器

高郭又は

低脚邪

①184

②(43)
ミガキ ミガキ

胎土 :2 mmの 砂礫、 1

mm以下の砂粒を含む

色調 :にぶい黄橙色

5区 14層 19号土器群出土土器観察表

範囲内に収まり、東西方向に長く分布する。甕 (139-4)、 壺 (6)はやや西へ離れた位置から出

土している。甕は口縁端部を下へ向けた倒立状態、壺は口縁端部を上へ向けた正位の状態であった。

この 2点は周囲から胴部の破片が出上していない。複合口縁甕のうち、口縁部の破片 (5)と底部

の破片 (7)は同一位置から出上しているので、同一個体の甕の口縁部と底部であろう。器台の脚

部 (13)も 同位置から出土している。但し、甕は口縁部がほとんど下を向いた状態、底部の破片は

上を向いた状態で甕頸部の上に載っていた。正位で置かれていたものが自然に転倒して潰れたので
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はなく、ここに置かれた時点で既に壊れていた可能性があ

る。器台も脚台部のみ出土 しているが器受部が明らかでな

い。従って、ここに置かれた時点では、器台に甕を載せた

状態ではなかったと思われる。 140-10。 11は近接 した位

置で出土しており、接合したので、同一個体の器台の器受

部と脚台部であることがわかった。同一位置から甕 (3)

が出土しているが、器台は器受部と脚台部が分離しており、

甕と混ざり合って雑然とした状態で出土した (写真図版編

図版37下段)。 よって、器台 (10・ 11)に甕 (3)を載せ

るという使用時の状態で残されたのではなく、一旦破壊さ

?m れた後に廃棄されたと考えられる。甕 (3)の下部が140-

1暗灰褐色粘質■ (少量の灰オリープ色砂を含む)
2暗灰オリープ色粗砂 (夕量の贈灰褐色粘質上、少
二の炭化物、土器片を含む)

3暗灰オリーブ色粗砂 (多量の暗灰褐色粘質土、少
量の土器片を含む) 0

期 ♂図

浦 (ざ f与緬

土器群
勲 仰 側 .140酌

139-1の 日縁部には貝殻腹縁による擬凹線がめぐる。

下端の角度がほぼ垂直で上半分と異なるのは、施文後下端

部のみヨコナデされたためである。ケズリは頸部上半分から始まっており、他の小谷 3式の上器群

が頸部下方から始めるのとは大きな違いである。底部は約 l cmと 十分な厚みを保った平底である。

2の 回縁外面にも擬凹線がめぐるが、 1と 異なり貝殻腹縁の曲線がよく残っている。口縁部上端・

下端はヨコナデによって消える。肩部に連続して施される刺突文も貝殻腹縁によるものと思われる。

3は国縁上端と下端の擬凹線がヨコナデにより消されている。 4の頸部直下に施される刺突文は一

部途切れ、これを境に右側は右上がり、左側は左上がりという具合に文様の方向が変わっている。

5の外面も他と同様貝殻腹縁で擬凹線を施されたと見られるが、途中で 2箇所傾斜がわずかに変わっ

ているので、少なくとも3回にわたって工具をあて、回転させたと見られる。140-7は 底面の厚

さ 7 mmで、 1に比べてやや薄くなる。 8はさらに薄くなり、底面径も小さくなっている。 9の底径

も小さいが厚みは十分保たれている。10・ 11は復元が困難で同じ径にならなかったが、部分的には

接合できるので同一個体である。器受部は内外面とも赤彩、筒部から脚台部は外面のみ赤彩される。

筒部は長 く、ヘラ状工具による沈線や刺突文など入念な装飾がなされている。140-12の 器受部外

面も貝殻腹縁で施文される。13は器台の脚台部で、外面にはヘラ描沈線を何周もさせて擬凹線に似

せている。工具が違うので、12と は別個体であろう。14は高堺や低脚ヌの郭部、あるいは壺・甕の

蓋の可能性がある。

1                                              

‐

0                        10cm

第138図  5区 14層 9号土器群出土遺物 (S=1/3)

11395オ
1313も 2,I0111400i012
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第139図  5区 14層 19号土器群出土遺物 (1)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :匡コ薄いスス ■1濃いスス 踵露薄いコゲ ■1濃いコゲ
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(_1プ

10

0                          10cm

第140図  5区 14層 19号土器群出土遺物 (2)(S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス 回目濃いスス 匠ヨ薄いコゲ ■ 濃いコゲ

スス・ コゲは、外面口縁部の凹凸の多い箇所によく残る。遺存状況のよい139-1で は胴部下半

の外面にスス、内面にコゲが残る。外面底部及びその直上の胴部約1.5cmの 範囲にはススが付着 し

ないのは、甕を炉内に置いたとき灰の中に沈み、火が当たらなかった部分であろう。 2は内外面と

も均等に黒色になり、黒光りしている。これが全て煮炊きによって付着 したか否かは疑問の余地が

あり、意識的にススを吸着させた可能性もある。なお、鼓形器台にはコゲもススもいっさい付着 し

ない。
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13層の遺構 。土器群の位置関係 (第 141図 )

調査区の南西部に土器群が集まっている。古墳中期の 6号土器群と同じ場所の上層に、古墳後期

の 3・ 4号土器群がある。これらと同時代のものと確認できる遺構や土器群は付近には見られず、

調査区内で見る限り孤立状態である。同時代の集落があるとすれば、これよりも南方の調査区外の

部分であろう。その場合、これらの土器群は集落の北端に当たると考えられる。

土器群のすぐ北で検出された 5号溝状遺構は、確実に遺構に伴う遺物がなく、時期不明である。

オ

Y=65300

第141図  5区 13層の遺構

o               10m

(S=1/300)
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他に調査区中央の 7号溝状遺構、東端付近の 6号溝状遺構があ

るが、 7号溝状遺構は遺物が無く、また 6号溝状遺構から出土

した遺物も下層の14層の建物である可能性が高いため、時期を

確定することができない。

13層  5号溝状遺構 (第 142図 )

調査区西端で検出された溝状遺構である。遺存状況は悪く、

深い部分でも 5 cmに満たない。西端は調査区の側溝で切れてい

る。西端からlmま で幅1.2mと 広い部分が続いた後、南東ヘ

折れ、幅は30cmに縮小 し、4.4mに わたって確認される。それ

以南へはのびていない。南東部と北西部とで、底面の標高差は

ほとんど無い。出土したのは弥生土器のみであり、掘りすぎた

部分で下層の土に含まれていたものが混入 したと見られ、遺構

に伴うものではない。

遺物 (第 143図 )

掘削中埋土から出土 した。出土状況が非常に不確実なため、

遺構の時期決定に用いることは無理がある。 2点とも弥生後期

の複合口縁甕である。143-1は 口縁部が外反する。複合口縁

下端は横・下どちらにも突出しない。波状文の波の間隔は小さ

―
下

第142図  5区 13層 5号溝状遺構
(S=1/60)

性_____ト ーーーーユ
OCm

第143図  5区 13層 5号溝状遺構出土遺物 (S=1/3)※赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス El汚れ

暗灰褐色粘賃上

(少量の上器片、多握
の灰オ リープ色砂を
含む)

5区 12層  5号溝状遺構出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

別
種
め

種
器
郎

値
伽
ｃｍ
帥一訥

測
径
高
径
縁

計
帥鉢∝
∞

形態。成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 慌 考

143-1
(図版121)

弥生土器
甕
Э(168)
②(108)

口縁端部を外へ引き出
す

口縁～顕 :ヨ ヨナデ/
肩 :平行線文後波状文
(櫛】犬工具)/1同 : ヨコ
ハケメ

口縁 :ヨ ヨナデ/胴 :

ケズリ

胎土 :l mm以 下の砂粒
を含む

色調 :灰白色～淡橙色

143-2
(図版 121)

弥生土器

甕

歩

５

４

①

②

④
口縁端部は丸七

口縁 :擬凹線文 (貝殻
腹縁)を 2段にわたっ
て施文後ヨコナデ

縁

ズ

ロ

ケ

ヨヨナデ/胴 :

胎土 :1 5mm以 下の砂
礫、砂粒を含む

色調 :灰白色～にぶい

黄橙色/断面芯黒褐色

赤彩 (口 縁
内面)
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5区 13層  6号溝状遺構出土土器観察表

い。 2は回縁外面の中央やや上寄りにカーブの変換点があり、貝殻状工具を 2回にわたって当てて

施文している。頸部内面は「 く」の字形になる。

13層  6号溝状遺構 (第 144図 )

14層の土坑群の中央を南北に貫くように走る溝である。この溝によって16号土器群の西端が切ら

れ、遺物の一部は 6号溝の北端に落ち込んでいる。 6号溝状遺構の底面から出上 した145-1・ 2

は、16号土器群の130-10と ほとんど同位置 。同じ標高で出土しているので、本来16号土器群の遺

物であった可能性が高い。同様に、 6号溝状遺構が掘り込まれている範囲内に14層の古墳前期の遺

物が他にもあって、調査時に溝の底面を掘りすぎたためそれらの遺物が露出したと考えられる。溝

状遺構南端付近に高堺 (145-5)、 低脚郭 (6)、 脚台部 (器種は不明)(7)が かたまって出土し

ている。145-3・ 8はそれぞれ孤立 した位置からの出上である。いずれも溝状遺構の時期決定の

根拠としては弱い。

6号溝状遺構が掘られた位置は、その東西に比べて地形的に高く、南北方向に続 く小高い部分を

選んで掘 られている。 14層の土器群に見られる土層に比較 して、この位置の13層上面の標高が5.4

挿図番号

(写真図版)

別
種
０

種
器
郎

値

ｍ
ｍ
ｃｍ
諭

測
径
高
径
縁

計
帥
鰯
鉱
釦

形態。成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

145-1
(図版 121)

上自T器

密

①181

②175

③122

④30

口縁端部に水平な面あ

り。口縁先端部を潰し

て面を作ったと思われ

る。国縁部の器壁はや

や厚い。広い平底をも

口縁～ :ヨ ヨナデ/肩 :

波状文(櫛状工具)/胴 :

不定方向のハケメ

回縁～ :ヨ コナデ/1同
～底 :ケ ズリ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :灰白色

145-2
(図版121)

土師器

甕

①162

②(90)
④28

回縁端部は丸い。国縁
の器壁は薄い

不 明
縁

ズ

ロ

ケ

ヨコナデ/胴 :

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒、金雲母細片を含
む)

色調 :浅責橙色

145-3
(図版 121)

土師器
①(176)
②(182)
④32

口縁端部は外に引き出
される。器壁は厚い

口縁～肩 :ヨ コナデ/

胴 :不定方向のハケメ

日縁 :ヨ ヨナデ/頸
ナデ、 シボリメ/月同
ケズリ

土

キ
調

胎

レ
色

密(5 mm以 下の

砂粒を含む)

灰白色

口縁外面に

2箇所だけ
の竹管文

145-4
(図版121)

土師器

低脚郭

D151
949
Э46

lTN部 は浅い。国縁端部
に面あり

郭 :ハ ケメ後 ミガキ/
脚 :ヨ ヨナデ

邦 :ミ ガキ

胎土 :密 (1 5mm以 下の

砂礫、砂粒を多く含む)

色調 :内外面橙色/断

面浅黄橙色

145-5
(図版 122)

土師器
高雰
②(116)
Э142

郭部と脚部は円板を充

填して接続

郭 :不定方向のハケメ

/脚筒～脚据 :タ テハ

ケメ後一部ナデ

邪 :ミ ガキ/脚筒 :ケ

ズリ/脚裾 :ハ ケメ後
ナデ。オサエ

胎土 :密 (l mm大 の石

英粒、金雲母・黒雲母

細片を含む)

色調 :灰白色

脚裾部の一

部に黒斑。

脚部の一部
に赤彩。

145-6
(図版 122)

土師器

低脚郭

＆

３

Ю

Э

②

Э

郭部やや浅い。口縁部
はまっすぐ広がる

堺 :ヨ コ後タテハケメ

/脚 ヨコナデ

不 :ハ ケメ後強いナデ

(一部の砂粒が動 く)/

脚 :ヨ コナデ

胎土 :l mm以下の砂粒、

金雲母細片を含む

色調 :演黄橙色

脚部内面か

ら外面へ向
かい 2ヶ 所
の穿孔

145-7
(図版 122)

土師器

(台 )

②(33)
③185

脚裾端部に面あり。裾

部内面に面を作り接地

面を意識か

中央 :ハ ケメ/裾 :ハ

ケメ後部分的にヨコナ
中央 :ケ ズリ/裾
ケメ後軽くナデ

胎土 :1 5mm以 下の砂

礫、 砂粒を含む
色調 :にぶい黄橙色

145-8
(図版122)

土師器

高lTN
①122

②(46)
邪部は深い。口縁部は

まっすぐ外へ開く

ヨコハケメ後縦方向の

ミガキ
ミガキか

胎土 :や や粗 (1 5mm以

下の砂礫、砂粒を含む)

色調 :内外面橙色/断
面灰白色

145-9
(図版 122)

弥生土器
②(54) 小形 利突文(貝殻腹縁) ケズリ後ナデ

胎土 :l mm以 下の砂粒
を含む

色調 :にぶい黄橙色

145-10
(図版 122)

弥生土器

甕

(底 )

②(40)
③52

胴 :縦方向の ミガキ/
底 :土器製作時の敷物
の痕かミガキか

ケズリ後ナデ

胎土 :2 mnの 砂礫、 1
mm程度の砂粒を含む

色調 :灰黄色～浅黄色

-173-



０

　

　

　

・
２

４５
．
　

４５
．

１４

∞ 写,勇鞍身⑫喜写
⑫弓呈ユq尋筆F,ど甲)
T鬱幹弓離普 を

T影・f4弓4-n辛 暫 ! ヽ 55m
C      C'

V

1黒褐色粘質土
(少量の木又は骨の細片を

含む)

55m
D       D.
~＼
υ

第144図  5区 13層

1灰オリープ色砂賃上
2黒褐色粘質上
,  (白 又は変色 して青色の多量の
有機質を含む)

9         1         ?m

6号・ 7号溝状遺構及び遺物出上位置 (S=1/60)

mと やや高めである (他の部分では約5.Om)の は、このような微地形に起因している。

遺物 (第 145図 )

145-1は複合口縁の甕で、広く薄い平底を持つ。器壁は全体的に薄い。日縁端部にはわずかな

面がある。底部内面には明瞭な指頭圧痕が見られず、型作りではないと思われる。下方へ向かって

少しふくれ、平らな凸レンズ形である。 2は口縁部外傾度のきつい複合口縁甕である。器壁は全体

に薄く、端部は丸い。 3は 口縁部に竹管文の付く複合口縁の壺である。頸部内面が調整されていな

いため、成形時のシボリメが明瞭に残る。胴部へ下がると器壁は約 3 mmと 非常に薄くなる。 6は脚

部に 2箇所並んだ穿孔がある。内面から外面へ向かって穿孔されている。必部内外面ともに粗いハ

ケメが残ったままである。 7は器種不明であるが、脚台部に当たるものであろう。端部に面がある

ほか、先端付近の内面も約1.2cmに わたり面が作られており、接地を目的としている可能性がある。

8は脚部を欠くが高郭であろう。郭部は深く、径が小さい。 9は小形の壺又は甕の肩部で、貝殻状

工具による刺突文が連続的に付けられる。10は厚さ 2 cm以上と十分な厚さを保った弥生土器の底部

である。胎土は精選され、大きな砂粒は含まない。

６
号
溝
状
遺
構

翠 145-5
i45予 “・・
←-145‐ 6
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第145図  5区 13層 6号溝状遺構出土遺物 (S=1/3)※赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■ 濃いスス 煙 薄いコゲ 匠コ汚れ

o                10cm
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第146図  5区 13層 3号土器群出土状況 (S=1/40)
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※アミロは被熱による変色 田 赤橙色                    OCm

第147図  5区 13層 3号土器群出土遺物 (1)(S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩
遺物図面 (1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■ 濃いスス 鯉 薄いコゲ

スス・ コゲは甕のほか、高堺や小形甕でも確認される。 1は底部外面の大部分にススが付着する。

底面中心部でわずかにススが付かない部分があるようだが、欠損のため確定的でない。壺である 3

にもススが付着し、煮炊きに使用されている。内面でススが確認されるのは口縁部から頸部上端の

みで、使用時はこの高さに木製の蓋がはめられていた可能性がある。 5は脚部内面にわずかにスス

が残る。 8は内面のみでコゲが確認される。 9は外面のススのみ確認される。胴部下方ほどススの

付着が濃い傾向が見られ、実際に火にかけて使用されたことがわかる。10の底部外面は、底面から

上方 7～ 17mm程度ススが付着しない範囲がある。この部分が炉の灰などの中に埋まっていたと推定

される。被熱による変色は見られない。

¨＼

囃
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第148図  5区 13層 3号土器群出土遺物 (2)(S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :匠ヨ薄いスス ■1濃いスス
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13層  3号土器群 (第 146図 )

調査区南東、18層上面で検出した土器群である。広範囲にわたつて土器片が散漫に散らばってい

るだけにも見えるが、場所によって密度の高低があり、いくつかのブロックに分けることができる。

遺物 (第 147～ 154図 )

(1)3号上器群北東集中部分 (第 147・ 148図 )

土器群の北東隅部分では、ほとんど破片になった土器が高密度でまとまって出土した。 3号土器

群の中でもっとも一括性の高いグループである。 6個体以上の甕に混じって甑が 2個体確認されて

いる。これら炊事具 (甑は「蒸す」ために使用されるもので、「煮炊き」ではないため、このよう

に総称する。以下も同様。)の上に載ったような状態で須恵器の邪身等が出上した (第 146図及び写

真図版39中段)。 須恵器の雰 (148-10)や 高郭 (12)な ど小形品はほぼ完形であったのに対し、大

形の土師器の炊事具はいずれも破片になり、敷き詰められたような状態で出土した。場所を節約す

るため、大形品のみ破砕して廃棄されたと推測される。

これらの一群を第147・ 148図 に掲載した。甕 6点、甑 2点、土師器の高堺 1点、須恵器の雰身、

高堺が各 1点という構成で、炊事具と供膳具が拮抗している。147-1～ 148-6は甕である。日径

よりも胴部径が大きい147-1・ 2、 国径と胴部径がほとんど変わらない147-3・ 4、 国縁部がほ

とんど真横へ長くのびるため胴部径の方が小さい148-6の 3種類を含んでいる。甑のうち、148-

7は底部の遺存状況が悪く渡し棒用の穿孔が確認できず、148-8で lヶ 所だけ確認される。 2点

とも把手が無く、把手が付いていた痕跡もない。

甑は、甑へ蒸気を送る「湯甕」 (民俗学的には「釜子」)と セットで使用されなければならない。

147～ 148図の炊事具のうち、甑 7と 甕 6、 甑 8と 甕 1が同じ位置から出上している。しかし、甑の

胴体は細いのに対して甕 1・ 6は頸部の内径が甑の最大径を上回っているので甑をはめることがで

きない。 2・ 4の頸部内径はやや細いが、内面に明瞭なコゲが確認される。これは湯餐には付着す

るはずのないものである。通常の甕として使われていたものが湯甕に転用された可能性はあるが、

立証できない。 3も 口縁が大きく、試験的に甑 7・ 8を乗せると甑の下端は 3の胴部最大径よりも

下に来る。こうなると湯を入れて蒸気を発生させる余地はなくなる。甑を受けたり湯を入れるには

ある程度の胴の長さが必要であり、短胴の甕 (3)は甑を支えるのに適していない。 5は内面全体

にコゲがあり、湯甕と考えるのは難しい。

以上のように、この上器の集中部では甑 (7・ 8)と 明確にセット関係にある甕を見いだすこと

はできない。このグループの上器は、使用時のセット関係と無関係に廃棄されたと推定される。

148-9～ 13は高郭・郭などの供膳具である。土師器は高1/A(9)の みで須恵器が主体である。

須恵器の雰は蓋が欠落しているが、蓋は郭身として再利用されたのかもしれない。郭身の底部は回

転ヘラケズリされるもの (148-10)と されないもの (11)がある。高堺は、底部と体部の境界に

稜線が付かなくなる。12の透かしは一方が退化して単なる切れ目となっている。脚端部は退化して

丸い。13の透かしは一方が三角形、もう一方は残存状況が悪いため不明である。以上の特徴から、

これらの須恵器は大谷編年の 5期に位置づけられる。

スス・ コゲについては、土師器の炊事具の外面には、比較的明瞭なススが残る。147-2や 5で

は下半分ほど濃くなるが、 4は胴部最大径付近のススが濃い。 5の上半分が赤変しているのは被熱

により酸化したものか。 3の外面は全体的に濃いススが付着しているが、胴部下半の一部でススが
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付着しない場所があり、この位置で土製支脚に支えられていたと推定される。何度も使い込まれた

結果濃厚なススが付着しているが、特定箇所のみススが付いていないことから、日々の炊事におい

て、土製支脚で支える位置が固定化 していた可能性もある。 6は外面のススのみ確認され、内面は

ヨゲが付着せず灰白色のままである。よって、内容物が水か湯だけの湯甕か、あるいは汁物を煮る

ために使用されたと推定される。ただし、共伴する甑 (148-7・ 8)と セットで使用されたとは

思われない。

(2)3号土器群中央～西部のグループ (第 149～ 152図 )

3号土器群の中央から西半分にかけてに見られる、ゆるやかな遺物のまとまりである。最初のグ

ループに比べ土器の分布密度は低く、遺物の上に遺物が累積する状態ではない。また、 1個体の破

片があちこちに散らばったり混ざったりする出土状況でもなく、置かれていたその場で倒れるか潰

れた出土状態と見られる。土器が分布する範囲は、東西4.5m×南北 3mの長方形の範囲内に149-

14～ 152-29ま での16点がおさまっている。14は単純口縁の甕が横倒しになっている。15は甕の単

純口縁の部分が南を向いて横倒しになっているが、これに続く胴部、底部は近くには見られない。

単純口縁の甕 (16・ 17・ 19)及び移動式竃の庇部 (150-24)は 破片の状態でまとまって出上して

いる。149-18は 1個体離れて出土 している。混ざったり動いたりはしていないと見られるが、か

なりの部分が失われ、口縁部の一部 しか残っていない。高堺 (149-21)は復元するとほぼ完形に

なるが、やや破片が散らばっている。移動式竃 (150-23)は 庇部の破片のみが出土し、周囲に胴

体部分の破片は見られない。支脚 (25)は このグループの南東隅付近で出土 している。対になる支

脚や、支脚にかけられた甕等は近くから出土していない。26～29はそれぞれ 1個体ずつまとまって

出土しているが、 4個体とも完形にはならない。

遺物の構成は、単純口縁の甕 8点、高堺 2点、移動式竃 2点、土製支脚・甑・メ・須恵器の甕各

1点である。このうち須恵器は大形の甕 (151-28)1点 のみで、土師器が中心の上器グループと

いってよい。甕 (149-14～ 17・ 19)が グループの】ヒ西側に、竃 (150-23・ 24)と 高堺 (149-21・

22)は中央に集まる傾向がある。甑 (26)は孤立した位置から出上 しているが、最も近くから出土

している甕 (149-20)がセットになりうるであろう。大形甕はグループの北西隅の位置から出土

している。単純口縁の甕は、口縁部が短小で外反が小さく、胴部径が口径より大きくなるものが多

数を占める。149-19・ 20のみ口径・胴部径がほぼ同じである。14は粘土の貼り足した跡が縦に長

く断面上に観察される。粘土が重ねて張られることにより、胴部の器壁は厚 くなっている。全体形

は下ぶくれになると想像される。15・ 16。 18の頸部内面は「 く」の字形となり、口縁部と胴部を明

瞭に画している。21・ 22は高郭である。21の赤彩は外面や郭部内面のみならず、日に触れにくい脚

裾部内面にも及ぶ。脚筒部は多量の粘土を充填されるため、ほとんど空間がない。149-22は脚筒

部の上部に粘土を詰めた様子が明瞭に見てとれる。150-23・ 24は移動式竃の庇部である。23は指

押さえで成形したままほとんど調整 しないのに対し、24は丁寧にナデられる。胎土も23は浅黄色、

24は灰白色と異なっているので、別個体であろう。24の焚き回は窓が四角い。25は土製支脚である。

内側へ向く二本の突起を持ち、胴中央部には穿孔がなされ、貫通している。最初は内側から外側ヘ

穿孔され、ついで外側からも穿孔され、外側から1.5omの 位置で両方からの孔がつながっている。

150-26は 甑で、内面がヘラミガキ調整される。甑の内面はヘラケズリ後ナデなどを併用して平滑

に仕上げられるのを通例とする。本品のヘラミガキも、甑の内面を平滑に整えるのが目的であろう。
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嗣

第149図  5区 13層 3号土器群出土遺物
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス

21

(3)(S=1/3)
■ 濃いスス

9            1            lpOm

※赤のアミロは赤彩

圏 薄いコゲ

-181-



27は小形の鉢または郭である。指頭圧痕が多数残る外観は手捏ね土器と似ているが、割れ日の断面

には粘土紐を 4段積み上げた痕跡が明瞭に見られるので、巻き上げ又は輪積み法で成形されている。

151-28は須恵器の甕である。胴部上端に回縁部を貼り足した痕跡が明瞭に残る。外面には格子目

状の叩きの上から横方向のカキメを繰り返し付けており、文様を意識している。

※アミロは被熱による変色 □ 赤灰色 ■ 赤橙色

0                10cm

第150図  5区 13層 3号土器群出土遺物 (4)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :□薄いスス ■1濃いスス 圏 薄いコゲ

＼
＼_)1肝

マン
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0                        10cm

第151図  5区 13層 3号土器群出土遺物 (5)(S=1/3)

スス・ コゲは甕については149-18を のぞき確認される。外面全体にススが付着する16がある一

方、胴下半部にススが偏る15・ 20が ある。いずれも下端部を欠いているため、外面のススが底部ま

で続いていたのか、底部に続かず胴部を一周するだけであったかは定かでない。150-23の庇内面

にはススの付着が、25の内側には被熱による変色とともに薄いススが見られる。

(3)散在する出土遺物 (第 152～ 154図 )

上記の 2グループには含まれず、土器群 3の外周部からそれぞれが離れて孤立した状態で出土し

ている。

152-30は器壁がきわめて厚い。32は突起を二本持つ。胴中央に外面側から奥行き1.5cmの穿孔が

ある。33は移動式竃の底部である。150-23・ 24な ど庇部とは離れて出上 しており、これらと同じ

個体であるかは不明である。35は須恵器の郭で、高台付け根から斜めに立ち上がって椀形のプロポー

ションとなる。回転ナデ調整されるが、口縁端部は部分的に調整が行き届かず、少し外反した状態

である。36は当初輪状つまみの付く須恵器の雰蓋を考えたが、輪の径が大きすぎること、つまみに

しては頑丈であることから、高台の付く郭と考えた。153-38は 口縁部の外反が大きい。下面が赤

橙色に変色しているのは、焼成時か、あるいは使用時に被熱して酸化したものであろう。39は下ぶ

くれする甕の底部である。外面に付けられた縦方向のハケメは規則的であり、文様を意識している

か。底部外面はヘラミガキ、内面はケズリ後ナデで平滑に仕上げられる。41は砥石である。 4面ま

で使用されるが、左側面の一部は全面使い切らず自然面が残っている。左右両側面にも表面にも、

繰り返し使用されて複数の面が形成されている。右側面や表面には細い溝状の使用痕が残る。刃物

などを研いだ際に生じた使用痕であろう。左側面にはわずかに鉄分が付着している。42は胴部が長

く、胴部径が口径とほぼ同じである。154-43も 口径と胴部径がほとんど変わらない。頸部のくび

れもほとんど意識されない、直線的な断面形となる。
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第152図  5区 13層 3号土器群出土遺物 (6)(S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :□薄いスス ■■濃いスス
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第153図  5区 13層 3号土器群出土遺物 (7)(38～41:S=1/3、 42:S=1/4)※赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :圃薄いコゲ ■■濃いコゲ
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嗣
44影

ラフ多ラフラフタラ診診診ケ
o                        10cm

第154図  5区 13層 3号土器群出土遺物 (8)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の 凡例 :園 濃いスス

スス・コゲは甕 (152-300153-38・ 43)の外面で確認できる。一方、39や 42は底部までよく残

るにもかかわらずススやコゲが確認されない。42は風化のためであろうが、39は作りが精美である

ことと併せ、煮炊きに使用されなかった可能性が高い。甕以外では、支脚の外面側にススが付着し、

内面側は被熱して赤変している。高堺 (152-34)も 、脚部内面の大部分にススが付着する。

13層  4号土器群 (第 155図 )

調査区西南端の、 3号土器群のすぐ南で検出された。多数の土器片が出土しているが、図化でき

たのは移動式竃の破片 2点、甕 1点である。だが、 3点とも復元して完形になることはない。部分

的に他の場所に廃棄された可能性もあろう。甕 (3)を挟んで移動式竃156-1・ 2が東と北に並

ぶ配置と見られる。

遺物 (第 156図 )

156-1は移動式竃の庇の横の部分である。外面には、帯状の粘土を積み上げて成形 した痕跡が

認められる。その高さは 4～ 4.5cmと 見られる。 2は移動式竃の庇上部である。外面にはハケメ及

びヘラ状工具の調整痕がそのまま残る。一方、 1の外面はナデ調整され平滑に仕上がっている。 1

と2は出上位置が近いが、調整が違いすぎるので、別個体であろう。

ススは、 1・ 2の庇内側と寵本体の内壁、 3の内外面全体に見られる。 3点 とも火にかけて使用

されたことがわかる。

13層  6号土器群 (第 157図 )

調査区南西端で、 3号土器群に重なる位置でその下位から検出された土器群である。同じ13層で

あるが、 6号土器群の出土位置の標高は5,0～ 5。 2m、 3号土器群は5.3～ 5,5mである。 6号土器群

の方が下層に当たり、時代も3号土器群 (古墳後期)よ り古い。南東から北西方向へやや細長い分

布を示し、 6m× 3mの長方形の範囲内にほぼ収まっている。図化した土器の出土状況は北西隅に

158-10が やや孤立して出土している他は、細長い土器群の南東に集中する。

南寄りには小形丸底壺 (158-6～ 8)、 長頸壺 (159-13)が集中している。13の北と西の脇に

小形丸底壺が控える配置である。 3個体とも初めはおそらく正位に置かれていたものが、その場で

傾いたり転倒した状態と見られる。甕 (1・ 2)は単純口縁の甕が転倒して倒れた状態であろう。

準ヽ
、
キ
Ｊ

若
‐」
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5区 13層  3号土器群出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器

郎

計 測 値
①口径cm
②器高cm
③底径cm
④口縁高cn

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

147-1
(図版 123)

土師器

甕

①269
②(97)

頸部ゆるく厚ヽ
口縁～頸 :横方向のサ
デ/胴 :タ テハケメ

□縁 :横方向のナデ/

胴 :ケ ズリ後強いナデ
胎土 :密 (2 mmの砂礫、
l mm以下の砂粒を含む)

147-2
(図版125)

土師器

甕

①168

②(172)

頸部はゆるく厚い。長
い胴部をもつ。胴部径
は日径より大

口縁～頸 :横ナデ刑同:

タテハケメ、指頭圧痕

が多く残る。

胴 :ケ ズリ後横方向の

強いナデ

胎土 :密 (3～ 4 mmの
砂礫、 l mm程度の砂粒

を含む)
色調 :浅黄橙色

147-3
(図版 123)

土師器

甕

Э208

9149

頸部ゆるく厚い。胴部

径は口径とほぼ同じ。

胴部が短い

口縁～頸 :ヨ ヨナデ/

胴中央 :斜行ハケメ/
底 :ハ ケメ後ナデ

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ケ ズリ後ナデ

胎土 :密 (3～ 4 mmの
砂礫、 l mm程度の砂粒

を含む)

色調 :表面にぶい橙色

/断面灰褐色

147-4
(図版125)

土師器

甕

①209
②(169)

胴部径は口径とほぼ同

じ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

タテハケメ。大小のオ

サエ

縁

ズ

ロ

ケ

ヨコハケメ/胴 :

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :にぶい黄橙色～

掲灰色

147-5
(図版123)

土師器

甕

(底)

②(875) ケヽメ後丁寧なナデ
底部まで不定方向のケ

ズリ

胎土 :密 (1 5mm以 下の

砂礫を少し含む)

色調 :内面掲灰色/断

面 :灰 白色/底部は被

熱して黒変

外面は赤彩

148-6
(図版124)

土師器

養

①263
②(189)

口縁部は急角度で外へ

折れて長くのびる

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ハ ケメ

口縁 :ヨ ヨナデ/月同 :

ケズリ後強いナデ

胎土 :密 (2～ 3 mmの
砂礫、 l mm以下の砂粒
を含む)

色調 :浅黄橙色

148-7
(図版 124)

土師器

甑

①189

②231

⑥134

回縁 :横方向のナデ/

胴上半 :タ テハケメ/
底 :ヨ ヨナデ

口縁 :ハ ケメ後ナデ/

頸 :横方向のケズリ後
ナデ/胴下半 :縦方向
のケズリ後ナデ

胎土 :密 (05～ 1■mの

砂粒を含む)

色調 :浅黄橙色

148-8
(図版124)

土師器

甑

①199

②254
③106

底部付近に穿孔が 1箇

所

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :タ テハケメ
口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケ ズリ後ナデか

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :浅黄色～黒色

148-9
(図版 123)

土師器

高郭
②(72)
③94 一ア

筒

ナ

脚

コ

ナデ/脚据 :ヨ
脚筒 :ケ ズリ、上半に

付着物/脚裾 :ヨ コナ

デ

胎土 :やや粗 (1 5mm程

度の砂礫、 l mm以下の

砂粒を含む)

色調 :灰黄色～にぶい

赤褐色

脚筒部内面
を除き赤彩

148-10

(図版123)

須恵器

堺

(身 )

①l1 2

②45
口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転ケズリ

口縁～体 :回転ナデ/

底 :ナ デ

胎土 :密 (lm以下の
砂粒を含む)

色調 :青灰色

148-11
(図版 123)

須恵器

堺

(身 )

①■ 0

②41
口縁～体 :回転ナデ/

底 :回転ケズリ
回転ナデ

148-12
(図版 126)

須恵器

高雰

①143

②97
③89

低脚無蓋高郭。三角形
の透かし。反対側に切

れ目

郭・脚 :回転ナデ
郭口縁～体 :回転ナデ

/低 :ナ デ

胎土 :(0 5mIF以下の砂

粒を含む)
色調 :灰色

148-13

(図版126) 鰯訪
①132

②(61)

2方向に三角形の透か
し

琢回縁～体 :回転ナデ

/底 :ナ デ/脚 筒 :回

転ナデ

郭口縁～体 :回転ナデ

/底 :ナ デ/脚 筒 :回

転ナデ

胎土 :密 (黒色粒をわ

ずかに含む)

色調 :青灰色

底部調整が

静止ナデで

あるのは郭
と脚部を接

続したとき
のもの

149-14
(図版127)

土師器

甕または

甑

D246
2(160)

胴下半部へいくほど広

く、全体の形は下膨れ

となる

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ハ ケメ

口縁 :ヨ コナデ/頸直

下 :横方向のケズリ/

胴 :縦方向のケズリ

胎土 :密 (2 mm程 度の

砂礫、 l mr以下の砂粒
を含む)

色調 :浅黄橙色～褐灰

色

149-15

(図版126)
土師器

甕

Э208
2(84)

頸部くの字
□縁～頸 !ヨ コナデ/

肩～胴 :タ テハケメ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ケズリ

胎土 :密 (2 mm程 度の

砂礫、 l mm以下の砂粒
を含む)

色調 :にぶい黄橙色～

にぶい橙色

149-16
(図版 125)

土師器

甕

①163

②(129)
頸部くの字。胴部径は

国径より大

口縁 :ヨ コナデ/1同 :

タテハケメ後ヨコハケ

メ/1同最大径付近 :斜

イ丁ハケメとオサエ

胎土 :密 (1 5mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :にぶい黄橙色

149-17
(図版125)

(図版127)

土師器

甕
②(86)

胴部径は口縁より少し

大

□縁 :ヨ コナデ/頸直

下 :1条の沈線/胴 :

ハケメ

口縁 :ヨ ヨナデ/頸 /
ハケメ後横方向のナデ

/胴 :ケ ズリ

胎土 :1 5mm程度の砂

礫、 l mm以下の砂粒を

含む

色調 :灰黄色
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挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器

螂

値

ｃｍ
伽
伽
高ｃｍ

測
径
高
径
縁

計
∞
燃
鉱
∞

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

149-18
(図版125)

(図版127)

土師器

甕
②(74)

頸部くの字。胴部径は
口径より少し大

口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :タ テハケメ

縁

ズ

回

ケ

ヨコナデ/1同 :

胎土 :2 mmの砂礫、0
5～ l mmの 砂粒を含む

色調 :灰責褐色

149-19

(図版126)
土師器

甕

①203
②(123)

頸部はゆるく屈曲。胴
部径は回径とほぼ同じ

口縁 :ヨ ヨナデ/胴
タテハケメ後ナデ

□縁 :ヨ ヨナデ/胴 :

ケズリ後ナデ

胎土 :密 (2 mm以 下の

砂礫 。砂粒を含む)
色調 :にぶい黄色～黄
灰色

149-20

(図版125)

(図版127)

土師器

甕

①

②
胴部径は口径とほぼ同

じ

口縁～頸 :ヨ コハケメ

後横方向のナデ/胴 :

斜行ハケメ

□縁～頸 :ヨ コハケメ

後横方向のナデ

胎土 :や や密 (3 mm以
下の石英粒、黒雲母細
片を多く含む)
色調 :にぶい橙色

149-21
(図版126) 珊訪

① 156

②122

③ll l

邦 :ヨ コハケメ/脚 :

タテハケメ後脚据の一

部ナデ

郭 :ミ ガキ/脚筒 :ケ

ズリ後ナデ/脚据 :ナ

デ

胎土 :粗 (2 mm程 度の
砂礫、 l mm以下の砂粒
を含む)

色調 :灰黄色～にぶい

赤褐色

赤彩 (脚筒

部内面の一

部を含む)

149-22
(図版 128)

土師器

高郭

②(78)
③131

ナ デ ナ デ

胎土 :2 mm程度の砂礫、
l mm以下の砂粒を含む

色調 :にぶい黄褐色か

ら赤褐色

赤彩 (脚筒
部内面上半
のみ不明)

150-23

(図版127)

土製品

移動式竃

(庇 )

②56 庇 :オ サエ後粗いナデ 胴 :横方向のケズリ
胎土 :やや粗(1～ 2
mmの 砂粒を含む)
色調 :浅責色

150-24
(図版127)

土製品

移動式籠

(庇 )

②(110) ナデ、所々オサエ
竃1同体への貼り付けの

ため下からのオサエ

胎土 :密 (2 mm大 の石
英粒を多く含む)
色調 :灰白色

150-25

(図版128)
土製品

支脚
2方向から穿孔か ケヽメ後ナデ

掘りこみ部分底部付近 :

ケズリ

胎土 :2～ 3 mmの砂礫、
l mm以下の砂粒を含む

色調 :灰黄色～にぶい

橙色

150-26

(図版 128)

土師器

甑
Э245
②(83)

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

タテハケメ

国縁 :ヨ コナデ/胴
ケズリ後一部ナデ、
部 ミガキ

胎土 :0 5nm～ l mm程

度の砂粒を含む

色調 :にぶい黄橙色

内面胴部に
ヘラミガキ

されている

可能性あり

150-27
(図版128)

土師器

小形鉢

①122

②55

手捏ねではなく、粘土

紐積み上げて成形して
いる

オサエ後部分的にナデ

か

ケズリ後強いナデ(上

半分はナデ残しがある
が下半分は丁寧にナデ

られて平滑)

胎土 :密 (1 5mm大 の石
英粒、砂粒を少し含む)
色調 :にぶい黄橙色

151-28

(図版 129)

須恵器

甕
①(156)
②(194)

口縁部に 2条の沈線を
入れることにより、鋭
い稜を削り出している

口縁～頸 :回転ナデ/
胴 :格子目状のタタキ

後横方向のカキメ

回縁～頸 :回転ナデ/
胴 :同心円状の当て具
痕

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を少し含む)
色調 :暗青灰色

152-29
(図版128)

土師器

甕
①210
②(85)

頸部はゆるく厚い。胴
部径は日径より大

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴上半 :タ テハケメ後
ヨコハケメ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

左方向のケズリ後右方
向の強いナデで砂粒が

わずかに動いている

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :外面浅黄橙色/
内面にぶい橙色

152-30
(図版127)

土師器

甕
①153

②(98)
頸部はゆるく厚い。胴

部径は口径より大

口縁～頸 :ヨ コナデ/
】同:ハ ケメ

同 :強いナデか

胎土 :密 (2 mm程 度の

砂礫、 l mm以下の砂粒
をわずかに含む)
色調 :外面橙色/内面
掲灰色

152-31

(図版127)

土師器

甑

(下端)

②(46)
下端に内側から外に向っ

て穿孔
ナ デ ケズリ後ナデ

胎土 :2 mm程度の砂礫、
l mm以下の砂粒を含む

色調 :浅黄橙色

152-32
(図版130)

土製品

支脚
②(170)

胴部中央に奥行15～ 2

cnlの穿孔。穿孔内もき
れいなナデ

丁寧なナデ

医部の掘りこみ部 :粗

いナデ/底 :丁寧なナ

デ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :にぶい黄橙色

152-33

(図版127)
土製品

移動式鍵
②(155)

月同:タ テハケメ、ハケ
メ終了後粘土を貼り足
し、指で下方へ押圧し
て底部を厚く強化する。
最後に横方向のケズリ

縦方向のケズリ、底部

付近で一部横方向のケ
ズリ

胎土 :密 (2 nm大 の白
色砂粒を含む)
色調 :内外面a許欺橙
色/断面明褐灰色

底部の一部
に黒斑

152-34
(図版130) 珊訪硼

②(75)
③92

脚 :ハ ケメ後ナデ
堺 :ミ ガキ/脚 :ナ デ、
一部にナデによる面取
り

胎土 :粗 (l mm以 下の

砂粒を多く含む)
色調 :にぶい橙色～橙
色

赤彩 (脚部

内面は邪凋)

152-35

(図版130)
須恵器

郭

こ)136
952
Э83

高台あり
口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転糸切り

□縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :1 5mm程 度の砂
粒を含む

色調 :明 オリーブ色

152-36

(図版130)

須恵器

堺または

蓋

υ178

237
Э80

口縁～体 :回転ナデ/
肩～底 :回転ケズリ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :暗灰色



挿図番号

(写真図版)

種 別
器 種
(部位)

値

∽
帥
卿
訥

測
径
高
径
縁

計
伽
努
鋏
伽

形態・成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

152-37
(図版131)

須恵器

甕
②(56)

口縁 :回転ナデ/頸 :

(上から)波状文→ 2条
の沈線→波状文

回転ナデ

胎土 :密 (l mm程 度の

白色砂粒を含む)

色調 :外面暗灰色/内

面灰色

153-38
(図版131)

土師器

甕

①202
②(133)

下膨れするタイプの甕
か。内面頸部ゆるい

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ハケメ後ナデか

口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケズリ後ナデ

胎土 :密 (1 5mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :橙色～浅黄橙色
～黒色

153-39
(図版 130)

土師器

(底 )

②(101)
③102

下膨れで広い底部をも
つ。断面に粘土を貼り

足した痕あり

胴 :タ テハケメあるい

は文様のつもりか/底 :

不定方向のナデ部分的

にミガキ

胴 :ケズリ後ナデソ底 :

オサエ後ナデ

胎土 :2 5mm以下の石

英粒、白色粒を少し含
む

色調 :外面にぶい橙色

/内面浅黄橙色

153-40

(図版130)

土師器

高邪

①129

②93
③94

回縁 :ナ デ/体～底

横方向のケズリ/脚筒

縦方向のケズリ/脚裾
オサエ

ナ デ

胎土 :や や粗 (3 mm以

下の石英粒、砂粒を多

く含む)

色調 :橙～にぶい黄橙

色

赤彩 (脚 筒

部内面上半

分を除く)

153-42

(図版129)
土師器

甕

①(355)
②(362)

胴部径は口径とほぼ同
じ

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :オ サエ後不定方向
のハケメ後部分的にナ

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ケ ズリ

胎土 :密 (2～ 3 mmの
砂礫、 l mm以下の砂粒
を含む)

色調 :淡黄色

7Cく らヽ
か

154-43

(図版131)
土師器

甕

Эl1 9

988
胴部最大径と口径はほ

ぼ同じ
ケヽ メ後 ナデか

口縁 :ナ デ/胴 :ケ ズ

り

胎土 :2 mm以下の砂礫、

砂粒を含む

色調 :橙色

挿図番号

(写真図版)
出土地点 種  別 石  材 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 研磨 。使用状況 備  考

153-41

(図版131)
13層 砥石 流紋岩 29297

使用面は4面。上端と下端
は欠損。

154-44

(図版 131)
13層 砥石 アプライト 7 27 20069

使用面は 5面。擦痕は不明
瞭。

5区 13層  3号土器群出土石器観察表

甕 (4)は回縁を北西へ向けて横転する。甕 (5)は 口縁を西へ向けて横倒しになった状態である

が、上半分しか復元されない。土器群南端の低脚堺 (9)は ほぼ正位の状態である。低脚堺 (10)

は土器群の中心部から2m北東へ離れた位置で出土しており、他の上器とは別のグループになる可

能性が高い。

遺物 (第 158・ 159図 )

甕は、退化した複合口縁が 3点、単純国縁が 2点で併せて 5点であり、最多である。小形丸底壺

3点がこれに次ぐ。低脚堺 2点、高堺 1点と低脚界の方が多い。それ以外の特異な器種として、台

付甕、長頸壺各 1点がある。

158-1～ 3の 口縁部は退化した複合口縁で、中程がくびれる。 1・ 3は外傾度がきつく、横ヘ

大きく開く。 1の 中程に粘土の継ぎ目があり、内外面ともこの部分が太くなってくびれを生じてい

る。 2はほとんど単純口縁と区別がつかないが、国縁部中程がわずかに太くなる。 3の 日縁部中程

にも粘土の継ぎ目が見られる。 1・ 3と もに頸部の厚さが l cmあ り、頑丈な作りである。 4の肩部

には米粒状の列点が等間隔につけられるが、 7点のみで終わり、肩部を全周しない。単純口縁の 4・

5はわずかに内彎する。小形丸底壺は回縁部が短小化 している。 8の 口縁部は一定の高さより上の

部分が全く残らない。口縁部と胴部の接続部から割れて擬口縁になっているか、意図的に口縁部を
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156‐2

甲冒 幾 孝 ―
~1501 156-3

156‐ 1  156-3

m

第155図  5区 13層 4号土器群出土状況
(S=1/30)

破壊されたか、 2通りの可能性がある。低脚郭は邦部が

浅く脚部は器壁が厚くなる。口縁端部は反らせるなどの

癖をつけずに丸 くおさめるのみとなる。高雰 (158-11)

は全体的に器壁が分厚 くなる。159-12は 台付き甕の胴

部 。脚台部である。胴部はほとんど球形で、底部だけは

水平に整えられる。13は長顕壺である。底面が平底、丸

底のいずれであったか明らかでないが、内面調整は底部

までヘラケズリされており、型作り法は採られていない。

外面のハケメ調整は、他の多くの上器のように途中で方

向が変わったり、胴最大径の部分に多方向のハケメが集

中するなどの様子が見られない。目の粗い縦方向のハケ

嗚

Ｄ
　
つ
◇
ゃ
Ｄ

鞄《=

―

気 く

9     1     110cm

第156図  5区 13層 4号土器群出土遺物 (S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ロ圏薄いコゲ

―
―
ム

‐
１
／
＼一

切
州
脚

5区 13層  4号土器群出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

別
種
ω

種
器
郎

値

伽
伽
伽
諭

測
径
高
径
縁

計
帥
躇
鏃
伽

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

156-1
(図版131)郷幹∽

②(214) 粗いナデ 胴 :縦方向のケズリ
胎土 :密 (05ミ リ以下
の砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

一部焼成不

良

156-2
(図版131)

土製品

移動式竃

(庇 )

②(37)
庇上面 :多方向のハケ
メ

庇下面 :ナ デ
胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒をわずかに含む)
色調 :灰白～灰黄色

156-3
(図版131)

土師器

甕
②(58) 胴部径が口径より大 ヨ コナ デ

縁

ズ

ロ

ケ

ヨコナデ/胴 :

胎土 :密 (石英、金雲
母細片を多く含む)
色調 :にぶい黄橙色～

灰色
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挿図番号

(写真図版)

別
種
０

種
器
螂

値

ｃｍ
ｃｍ
卿
諭

測
径
高
径
縁

計
∽
鰯
∝
伽

形態・成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

158-1
(図版131)

土師器

甕

①162

②(74)
④14

口縁部中ほどで粘土を

継ぐ。端部はくびれる。

頸部は厚い。胴部径は

口径より大

口縁～頸 :ヨ コナデ
縁

ズ

国

ケ

ヨコナデ/月同 :

胎土 :や や粗 (l mm以

下の砂粒を含む)

色調 :灰黄色～灰色

158-2
(図版131)

土師器

甕
2(91)

口縁中ほどにくびれ。

頸部はくの字
不明 胴 :ケ ズリ

胎土 :密 (3 mm大 の砂

礫、 l mm程度の砂粒を

わずかに含む)

色調 :浅黄橙色

158-3
(図版131)

土師器

甕

②(69)
③10

国縁中ほどで粘土を継
いでいる。頸部厚い

口縁 :ヨ コナデ/打同 :

タテハケメ

回縁 :ヨ ヨナデ/月同 :

ケズリ

胎土 :1 5mm以下の砂

粒を含む

色調 :灰黄色～灰色

158-4
(図版132)

土師器

甕

①166

②(112)

□縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ハ ケメ

口縁 :ヨ コナデ/顕 :

ナデ/1同 :ケ ズリ

胎土 :密 (3～ 4 mmの
砂礫、05～ l mmの 砂
粒をわずかに含む)

色調 :灰白色

肩部には籾

粒状の圧痕
が7つ 残る

が、全周し

ない。文様
かz蚕かはラト

明。

158-5
(図版131)

土師器

甕

①146

②(91)
口縁端部に面あり

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ハケメ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ケズリ

胎± 1 1 5mm以 下の砂

粒を含む

色調 :浅黄橙色～灰色

158-6
(図版132)

土師器

小形壷

①98
②105

胴部径は口径よりわず
かに大。頸部がくの字。

肩部の上と下で調整が

異なるのは別に作って

接続したものか

口縁～頸直下 :タ テハ

ケメ/肩 :斜行ハケメ

後部分的にオサエ/胴

下半 :タ テハケメ

口縁 :ヨ コナデ/胴上

半 :横方向のケズリ後
ナデ/1同下半 :縦・斜

行ケズリ後押圧気味の

ナデ

胎土 :やや粗 (2 mmの

石英粒、赤褐色粒に金

雲母・黒雲母細片を含
む)
色調 :浅黄橙色

158-7
(図版 132)

器

壷

師

形

土

小

①

②
胴部径は口径と同じ

口縁～肩 :ヨ ヨナデ/

肩直下 :斜行ハケメ/
胴下半 :不定方向のハ

ケメ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ケズリ/底 :オサエ

胎土 :密 (05～ lmmの

砂粒を含む)

色調 :浅黄橙色

158-8
(図版 132)

土師器

小形壷

①66
②63

口縁部は意図的に破壊

か。肩部の上と下で調

整が異なるのは号中こ作っ

て接続したものか

胴上半 :ク テハケメ後

ナデ/斜行ハケメ
胴上半 :横方向のケズ

リ

胎土 :3 mm以下の石英

粒、金雲母・黒雲母細

片を多く含む)

色調 :浅黄橙色

158-9
(図版132)

土師器

低脚堺

盈

お

Ｂ

①

②

③
芥部浅ヽ

雰

脚

ハケメ後 ミガキ/
ヨコナデ

必 :ミ ガキ/脚 :ケ ズ

リ後ヨコナデ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :浅黄橙色

158-10

(図版132)

器

堺

師

脚

土

低
②(26)
③47

必部浅ヽ 脚 :ヨ コナデ

胎土 :2 5mm以 下の砂

粒を含む

色調 :浅黄橙色/断面

志のみ橙色

158-11

(図版132)

土師器

高郭

①172

②131

③■ 2

郭部と脚部を接続し円

板充填

脚筒 :ケ ズリ/脚裾 :

ハケメ後オサエ
口縁 :ヨ コナデ

胎上 :粗 (l mm以 下の

石英粒、赤褐色粒を多

く含む)
色調 :灰白色

159-12

(図版133)
土師器

台付甕

③(頸径)18
4

②(228)
③(脚台接続
部径)128

胴 :縦方向のミガキ/

脚台 :ヨ コナデ?/〕底 :

オサエとナデ

胴上半 :横方向のケズ

リ/胴最大径付近 :斜

行ケズリ/1同下半～底 :

ケズリ後ナデ/脚台 :

横方向の丁寧なナデ

胎土 :やや粗 (l mm以

下の石英粒、金雲母・

黒雲母細片を多く含む)
色調 :浅黄橙色

159-13

(図版133)
土師器

長頸重

Э172

の(315)

頸部の中位から外反し

はじめる。肩がやや張っ

て、底部は細長い

口縁 :ヨ コナデ/頸～

胴上半 :縦方向の目の

粗いハケメ後ナデ/胴

下半 :縦方向の粗いハ

ケメ

口縁～頸 :ヨ コナデ後
一部ミガキか刑同じ卜:

横方向のケズリ/胴下

半 :縦方向のケズリ

胎土 :密 (l mm大 の白
色砂粒を多く含む)

色調 :外面橙色/内面

灰白色

口縁の一部
に黒斑

5区 13層  6号土器群出土土器観察表

メが頸部から底部まで方向を変えることなく連続的に施されている。

スス・ コゲは甕では約半数の158-2・ 3・ 5の内外面で確認される。小形壺 6の外面では胴部

中央付近が最も濃く、底部にはススが見られない。中形 。大形の甕と同様、炉の灰の上などに置い

て使用され、沈んだ部分だけはススが付着しなかったのであろう。内面のコゲは底面よりも胴部最

大径付近によく残る。158-7は、外面の底部に近くなるほど濃いススが残る。低脚邦・高堺には

ススもコゲも見られない。
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″  イ

Ocm

第159図  5区 13層 6号土器群出土遺物 (2)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :■濃いスス ロ 汚れ

159-13の外面のススは明瞭である。火にかけて使用されたことは確実であるが、内面には明瞭

なコゲつきはなく、汚れる程度である。火にかけた目的が煮炊きであったか否か不明である。

複合口縁の甕は退化が進行しているが、低脚郭が含まれるなど小谷式の要素を残している。最終

末の小谷 4式から松山編年Ⅱ期に位置づけられよう。
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12層の遺構・土器群の位置関係 (第 160図 )

調査区の東端、西端を除く調査区中央を中心に検出されている。調査区北部中央に 1号建物、や

や西に離れて 2号建物が建つ。 2棟 とも南北棟だが、軸の方向は少しずれている。調査区南寄りの

小規模な 5号土器群は検出された建物との位置関係が明瞭でない。法面で調査できなかった調査区

南側に、関連する遺構が存在したのかもしれない。

2号溝状遺構は 1号建物の南辺に沿って、 3号溝状遺構は調査区南端にかかる位置で検出された。

オ

Y多 66800

Y多鯉
0

第160図  5区 12層の遺構

0               10m

(S=1/300)
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9     1     lPCm

第162図  5区 12層 1号建物出土遺物 (S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩
遺物図面 (1/3)の凡例 :□ 薄いスス

12層  1号建物 (第 161図 )

調査区やや東寄りの北端から検出した、 3間 ×2間、南北棟の建物である。北は調査区北端の側

溝に近い。柱穴の並びがさらに北へも続いていた可能性は否定できないが、該当位置にピットは確

認できなかった。

柱穴の埋土は12層 と同質の砂質土であり、粘質土の13層上面に達した時点で検出できた。12層上

面では、砂質上の生活面の中に砂質土の遺構が存在する状態であったため検出できなかったが、粘

質土の面に到達した時点で検出が可能になった。柱穴が異常に浅くなっているのは12層相当部分を

とばしたためである。本来は検出面よりも20cm上方の、土師器が出土した位置が当時の生活面に近

いと推定される。

東隣の 6区では5。 7～5.8hの標高で 1号～ 3号土器群が出上しており、この高さが当時の生活面

の高さと推定される。 1号建物の遺物は5.5m前後から出土 しており、 6区よりもわずかに低い。

5号土器群の遺物出上位置はさらに低 く5,Omである。このあたりが奈良時代の遺構の西端である

う。

柱穴の底面の標高はおおむね5.Omと 一様であるが、建物隅に当たるP10・ 13の底面が5,Omに 対

して、中間の Pl1 0 12の 底面は5。 lmと いう程度の小さな違いがあり、隅の柱が深 く掘られる傾向

がある。また、柱の痕跡が二段掘り状になって残っているPl・ 4・ 10はいずれも建物隅に当たり、

柱の径は約20cmと推定される。一方で、建物隅以外の柱では、 P8か ら推定される柱の径が10cmで

あり、 P5の底に残されていた根石の径も約10cmで ある。このように、 1号建物では 4隅の柱には

他の柱よりも太い柱を使用し、柱穴の掘り方を深くするといった工夫がなされていたと考えられる。

ただし、柱穴そのものの径には差は認められなかった。

土器は 1号建物のP6の傍らに置かれた状態で出土した。162-4・ 5は出上位置を点で特定で

きていないが、同じ土器のグループから出土している。上向きか下向きか等、出土状況の詳細は不

明であるが、建物の床下に廃棄された可能性が考えられる。

ヽヽく
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5区 12層  1号建物出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

別

種

め

種

器

鰯

計 測 値
①口径伽
②器高伽
③底径cm
④口縁高cm

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

162-1
(図版 134)

土師器

邪

①130

②37
③92

底面は水平
体 :回転ナデ/底 :押

圧痕多数。圧痕内に指
紋の痕がよく残る。

回転ナデ/底 :ナ件
い
デ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

赤彩(全面)

162-2
(図版 134)

土師器

堺

①121
②

③
底面は水平

口縁 :回転ナデ/底 :

押圧痕

口縁 :回転ナデ/底 :

ナデ

胎土 :密 (2 mm以 下の

砂粒を少し含む)
色調 :灰白色

赤彩 (底部

外面の一部
のみ)。 口

縁の一部に

黒斑。

162-3
(図版134)

土師器

郭

①121

②(35)
③84

底面は水平
回縁～体 :回転ナデ/
底 :押圧痕

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (0 5mln以下の

砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

赤彩 (底 部

外面の一部
を含む)

162-4
(図版134)

土師器

雰

①■ 7
②(33)
③76

底面は水平で厚ヽ
口縁～体 :回転ナデ/
底 :押圧痕

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

赤彩 (底部

外面を除く)

162-5
(図版 134)

土師器

郭
②(24)
⑥88

底部は複数本のヘラを

挿入して切り離し後底
面を押圧して平らにす
る

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ヘ ラ切り痕 ?、 押
圧痕

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナデ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

赤彩 (底部

外面を除く)

162-6
(図版134)

土師器

皿

①(101)
②21
③140

底面中央がややもり上
がる

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ハケメ状の痕を切っ
て押圧痕及び指紋痕多
数

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

162-7
(図版 134)

土師器

餐
②70 阿部径は口径より大

回縁～頸 :ヨ コナデ/
肩 :ナ デ

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ケ ズリ

胎土 :粗 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :にぶい褐色

外面全面ス
ス付着

遺物 (第 162図 )

赤彩土師器を主体に、甕の破片が 1点含まれる。162-1は 底面に指頭圧痕がつき、ほぼ水平に

整えられる。器壁 3 mmと 薄い。赤彩は底部外面も含め全面に及んでいる。体部から口縁部は直線的

に立ち上がる。 2の底部は厚さ 4 mmで、水平に整えられる。底面には指頭圧痕が見られるが顕者で

なく、体部～口縁部のロクロ水引き痕も不明瞭である。体部から口縁部まで直線的にのびる。底部

外面にも赤色顔料が付着するが部分的で、誤って付着した可能性もある。 3の底面は外周部分 しか

残らないが、外面には部分的に圧痕が観察される。体部の下端がわずかにふくれる形状である。底

部外面まで赤彩が及ぶ。内面の端部に狭い面が作られる。 4の器壁は口縁部から底部まで 5 mmを保

ち、やや厚手である。底部外面には赤彩が及ばない。圧痕が明瞭に残る。 1点だけ出上している皿

(6)の底部外面には、ハケメ類似の木目状の工具痕が残る。この木目跡を切って多数の指頭圧痕
や指紋がついている。型に押しつけ、底面を水平に整えた痕跡であろう。単純口縁の甕 (7)の 口
縁部は緩く外反して長くのびる。外面に薄いススが付着 している。

赤彩土師器の供膳具を主体に甕の破片が 1点だけ混じる構成は、 6区 12層 1号土器群など、12層

の土器群で共通して見られる。

12層  2号建物 (第 163図 )

調査区中央南寄りで検出された掘立柱建物である。13層の掘り下げ途中で遺構の存在に気づいた

ので (写真図版41下段)、 西側にまだ柱列が存在 した可能性は否定できない。検出できた範囲では

1間 ×2間の南北棟の建物である。東西方向の軸はわずかに歪んでいる。
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柱穴の埋土|ま 12膚と同質の砂質土

であり、粘質!上の13層上面に達した

時点で検出
―
でき.た。12層上面では、

砂質上の生活面の中に砂質土の遺構

が存在する状態であった.ため検出で

きなかったが、粘質土の面に到達!し

た時点で検出が可能になったのであ

る。柱穴が演く―なっているのは捕り

下げ時に12StB当部分をと
―ぼした.た

めである。底面の標高は5.0.～4つm
でほぼ‐様である。

時代を確定できる遺物は出土,して

ヤヽ上ユtl。

―
,J                 とld
E                  E

第1鶴図 S区 12層 2号建物 (IS=1/SO)

Ｉ

　

　

Ｔ

　

　

２

２

12層 2号溝状遺構 (第164m)

1号建物0南辺に沿うように検出

された極浅い溝状遺構である。1号

建物南東隅のP5付近から検出き|れ

始め―る。東端から20clllど細い幅で約

70血続いた後、倍近くに幅を広哄―

その先はほぼ真西にのびる。底面標

高はaanで、1号建物の検1出高に近いる本来の深.さ は現存部分に12層相当分 (12蝋糧め
―の1庫さ

枷 |えた燦さであろうがヽ それでもかなり浅い薄であったと推定される。溝状遺構の検出状況が悪

いため完全に検出できず、本来は東西ヽ延ぴていた可能性もあ
―る。

遺物は出土していないこ
・

S区12唐 2号建物計測表

1聞 Q巖航)

嗜脚 質土(韓)上面
灰オ

'―

デ色砂質土Q2層)

真北
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12層  3号溝状遺構 (第 164図 )

調査区東寄り、南端付近で検出

された溝状遺構であり、北西から

南東へのびる。南端は調査区の側

溝にかかっており、この先に遺構

が伸びていた可能性もあるが、反

対側の壁面の状況が悪く確認でき

なかった。幅は南端で60cm、 北端

で80o41、 全長は1.6mを測るが、

検出しているのは溝状遺構の底部

であるから、上の部分が残存 して

いれば幅側はより広くなるであろ

う。北端も現存部分以上に伸びて

いた可能性はある。本来の深さは

12層の厚さが加わるが、それでも

浅い溝である。

12層  5号土器群 (第 165図 )

12層 1号建物の真南 7mで検出

された土器群である。土器群の一

部を断ち割った断面観察から、当

初は溝状遺構と認識していた。 し

かし、平面では最終的に遺構の輪

郭を確認できないまま掘り下げて

しまった。図示はできないが、溝

のようなものを掘った中に土器を

２
号
溝
状
遺
構
　
一

1

1 灰オリープ色砂質土

0               1m

＋

ヽ

／
一

第164図  5区 12層 2号・ 3号溝状遺構 (S=1/30)

60m

奪

‐６６
．
４

/     166‐
4罐

0            0.5m

第165図  5区 12層 5号土器群出土状況 (S=1/20)

廃棄 していたと推測される。他の遺構から離れて孤立した出上位置のため、他の遺構との関連性は

全く不明である。

東半分には赤彩土師器 3個体分が塊状になって出土 した。土師器の破片は不規則に散乱、移動し

ており、個体ごとのまとまりは全く見られなかった。破砕された状態で埋められている可能性が高

い。約60cm西へ離れて出土 した小形壺は遺存状態が良好であったが、一部の破片が欠けていて、復

元しても形にはならなかった。横に倒れて北を向いた状態である。

遺物 (第 166図 )

赤彩土師器 3点、須恵器の短頸壺 1点からなる。郭 (166-1～ 3)の底部外面には指頭圧痕が

残っているので、型に押 しつけて成形されたと推定される。底面の器壁は 4 mmと 薄手で、水平に整

えられている。口縁部はくびれることなく直線的に立ち上がる。 4は肩が張る須恵器の短頸壺で、

底面は回転糸切り痕が残る。

|
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第166図  5区 12層 5号土器群出土遺物 (S=1/3)
※赤のアミロは赤彩

彩土師器が最多で焼塩壺がこれに次ぎ、少量の須恵器の郭・皿が伴う。 5号土器群の場合は赤彩土

師器が他と共通し、須恵器の小形壺が伴っている点が他と異なる。

5区 12層  5号土器群出土土器観察表

12層の上坑 。土器群出土土器の器

種構成

5号土器群と器種構成や規模が

共通する遺構・土器群として 6区

12層 1号・ 3号土器群があげられ

る。これらのグループにおける遺

物の構成は、赤彩土師器の雰や皿

を基本に、甕の破片 (6区 12層 1

号土器群)、 焼塩壺 (6区 12層 1

号土器群)、 須恵器の長頸壷 (6

区12層 3号土器群)が少量伴う。

9区 12層 1号土坑出土土器は、赤

挿図番号

(写真図版)

別

種

め

種

器
鰯

計 測 値
①口径cm
②器高cm
③底径cm
④口縁高cm

形態。成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

166-1
(図版134)

土師器

郭

Ｉ

お

担

①

②

③

底面は薄く、ほぼ水平。
底面縁辺には板状のも
のの痕跡

口縁～体 :回転ナデ/
底 :押圧痕多数

回転 ナデ

胎土 :密 (l nm以 下の

砂粒を少含む)
色調 :浅黄橙色

赤彩 (底部

外面は除く)

166-2
(図版134)

土師器
堺

①(119)
②(40)
③

底面は薄く、ほぼ水平
口縁～ :回転ナう/底 :

押圧痕多数
回転ナデ

胎土 :密

色調 :内外面灰白色/
断面浅黄橙色

赤彩 (底部

外面は除く)

166-3
(図版134)

土師器

雰

①(119)
②36
③64

底面縁辺に板状の痕眺
底面は薄く、ほぼ水平

日縁～ :回転ナデソ底 :

ケズリ後ナデ

口縁～ :回転ナう/底 :

ナデ

土

調

胎

色
密

灰白色

赤彩 (底部

外 面 は除

く)。 日縁
立調 に乗り比

166-4
(図版134)

器

壷

恵

頸

須

短

①

②

③

口縁～胴 :回転ナデ/
底 :回転糸切り

回転 ナデ
胎土 :2■mの砂礫、 1

nln程度の砂粒を含む
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9層の遺構・土器群の位置関係 (第 167図 )

調査区東寄りでは唯一集石遺構が検出されている。層位は 9層であるが、出土する赤彩土師器は

むしろ12層から出土する土器に似る。12層の遺構との関係では、 1号建物東辺から東1.6mの 位置

にあり、 1号建物との関係も考慮される。調査区西半分では大規模な 1号溝状遺構がある。西隣の

第 4調査区でもこの遺構の延長上に二本の溝状遺構が確認されており、浅くなりながらもこの遺構

が西へ続いている。北に接するⅢ区 (平成14年度調査区)で は、遺構は確認されていないが、出土

遺物中に含まれる必蓋の宝珠つまみや平安時代の界は、本報告書中の 9層と時代が合致する。

メ
＝
‐‐瞼
に
喝

オ

Y=66300

第167図  5区 9層の遺構

Y三⊇

'300

0           10m

(S=1/300)
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４
号
薄
状
遺
構

下 子

A'

1膝
線需鍛洋ヽ舛の

移動式電
破片出上位置

第168図  5区 9層
(1号溝状遺構 :

１
号
溝
状
遺
構

黒褐色粘質土
(少量の本片を含む)

0                 1m

嬰 紹 魏 (距触
鷺暦雹尾密至|を
含⇔

砂二の本片を含め

1号・ 4号溝状違構、17号土境及ぴ遺物出上位置

S=1/6∝ 4号溝状遺構・17号土坑 iS=1/30)
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⌒

〆診聰鬱5餞 Sの
~
1

55m

灰オリープ色砂質土 (12層 )

第169図  5区 9層 集石遺構及び 9号土坑 (S=1/30)

9層  1号溝状遺構 (第 168図 )

調査区西部で検出された大規模な溝状遺構である。断面形は

中央が浅く左右がわずかに深い「W」 字形を呈する (第 168図

Cラ イン)。 残りがよくない部分では中央の浅い部分が検出さ

れず、二本の溝が平行するような外観となる。

調査区西端にかかる部分で南北幅3.3mを測り、西端から東

へ7.2m伸びた後分岐して三本となり、最大5.6m続いてそれ以

東は輪郭が不明となる。西から東に向かって残存部分の深さは

次第に浅くなっているので (残 りがよい西端でも14cm程度)、

浅くなりながらも溝は東へ続いていたと思われる。遺物は、溝

が三本に分岐する地点付近から、移動式霊の破片が数点出土したのみである。

9層 集石遺構、 9号土坑 (第 169図 )、 及び出土遺物 (第 170図 )
集石遺構は、長径 lm、 短径0.6mの 範囲に、径15cn以下の川原石を敷き詰めて形成されていた。

石は山盛りにはされず、平面的に敷き詰められた状態である。集石の下層に土坑等は確認されなかっ

た。赤彩土師器 (第 170図 )の 出土位置は明確にポイントを特定できないが、石に混ざって出土した。

9号土坑は、 9層に含めたが埋土と周囲の上の識別が困難で、層位に不明確さを残している。径

80cmの円形の上坑である。遺物は出土 しなかった。

i

第170図  5区 9層 集石遺構
出土遺物 (S=1/3)
※赤のアミロは赤彩

9号土坑

∩
集石遺構

5区 9層 集石遺構出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

０

種

器
鰯

値
ｃｍ
ｍ
伽一駒

測
径
高
径
縁

計
伽鉢∝帥

形態・成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土 。色調 備 考

170-1
(図版135)

土冑下器
郭

①109

②35
③92

底面は薄くほぼ水平
口縁 :回転ナデ/底 :

押圧痕
□縁 :回転ナデ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :浅黄橙色

赤彩 (底部

外面を除く)

170-2
(図版135)

土師器

郭

①137

②28
⑥94

底面は薄くほぼ水平
口縁 :回転ナデ/底 :

押圧痕
回転 ナデ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :灰黄色～明赤掲
色

赤彩(全面)
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o                  8m

5区水田面の遺構

調査区の西半分及

び東端部は粘土採掘

坑が水田面を攪乱・

破壊していたので、

遺構が確認できたの

は調査区中央から東

半分にかけてのみで

あった。調査区中央

に大規模な 1・ 2号

土坑がある。井戸は

この大きな土坑付近

に 1箇所、東へ離れ

た位置に 1箇所の計

2箇所確認された。

調査区東端には井戸

枠に似た木組み遺構

が確認されているが、

浅いので井戸ではな

かろう。

以上は水田面を破

壊した近世～近代の

遺構である。これに

対して、室町時代の

水田面に伴うと思わ

れる遣構も存在する。

調査区東寄りで、上

場 。下場は確認でき

ないが水田の畦畔が

確認された。幅は60

～70cmで 、 4.8mイこ

わたって確認される。

畦畔の平面形は途中

で確認できなくなる

が、畔畔の西端を延

長すると2.5m先 で

細長い「 くばみ」に

ゴ
餌G

ヾデ
g010

W~―竪

塑
8゛

憶
Ｈ
３
魯

第171図  5区水田面の遺構 (S=1/240)
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争
9         1         lm

1号 ,2号土坑|(S=1/30)
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突き当たる。この細長い「 くばみ」は畦畔と方向が同じであることから、畦畔に付随して作られた

遺構であろう。 6区の水田面でも大規模な「 くばみ」が確認されている (第 79図 )。 これらの「 く

ばみ」は、畔の分岐点付近に設けられる傾向があり、畦畔に伴って何らかの機能を果たしていた可

能性が考えられる。

考 2号井戸

木組み遺構 う

川

帯

十

似

◎

淡茶褐色砂質土

淡黒褐色砂質土

黄灰色砂

灰褐色砂質土

灰色砂 (洪水砂)
灰褐色粘質土 (水田面)65m

第173図  5区水田面  1号・ 2号井戸、本組み遺構 (S=1/30)
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第174図  5区水田面上層 2号井戸出土遺物 (S=1/1)

水田面 1号・ 2号土坑 (第 172図 )

1号土坑は径2.3m、 深さ90omの大規模な土坑である。埋土は、攪乱 してブロックを多く含む土

が何層にもわたって堆積 していた。深さ30～ 40cmの 位置で径が1.4mに 縮小する断面二段掘りの形

状である。

遺物は出土しなかった。

2号土坑は、平面形から大小の土坑が切り合っていると推定される。調査時、最初に東の小さい

部分を検出したのでこれを先に掘り下げた。西に接する深く大きい部分の存在に気づいたのは完掘

後だったため、両者の切り合い関係から前後関係を推定することができなかった。

東の部分は長径1.6m、 短径0。 9mで南北に細長い。西の部分は径2.3mで 1号土坑の規模に近い。

深さは90cmで、 1号土坑と同規模である。

平面規模、深さとも両者共通であり、さらに埋土も中間に砂層を挟みこむことと、上下の層にブ

ロックを含むなど共通性が多い。異なるのは、 1号土坑が段掘り、 2号土坑が段掘りではないこと

である。

水田面 1号 。2号井戸 。木組み遺構 (第 173図)出土遺物 (第 174図 )

1号井戸の掘り方は上面径1.lm、 下面径75cm、 深さ80cmの素掘 りで、この底面に土器製の井筒

を据えた井戸である。井筒は「大津焼」製品で、径65cm、 高さ60cmの 円筒形である。

2号井戸の掘り方は上面径1.lm、 下面径90cm、 深さ35cmで、この底面に四角形の板を敷き、土

器製の井筒を据えた井戸である。井筒は 1号井戸と同様表面にススを吸着させた「大津焼」製品で

あるが、底面付近に径 3 cmの孔を穿つ。径55cm、 高さ40cmの 円筒形である。

遺物は、銅銭 3枚 (第 174図)ん 井ゞ筒の外壁に沿う位置で、底板に乗った状態で出上した。井戸

の掘方からは昭和 3年製の十銭硬貨が出土しているので、井戸が掘られたのもこの頃であろう。他

に銅銭 2枚が、ひどい銹化のため固着した状態で出土している。

木組み遺構は、長さ 2mの板を平面方形に組んだ遺構である。側板をやや内傾させ、内側と外側

に杭を建てて固定する構造である。杭間の間隔は不規則である。木組み遺構の材の底面は水田面よ

りわずかに深いので、木組遺構を構築するために水田面を少し掘り下げていると推定される。
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刃咀 アK

9

第175図  5区包含層 出土遺物 (1)(S=1/3)※ 6・ 8は漆付着
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス 踵雲薄いコゲ

６
Ж
λ

0                10cm
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Ocm

o                 200m

0

第176図  5区包含層 出土遺物 (2)(16～ 18:S=1/3、 19:S=1/6、
遺物図面 (1/3)の凡例 :■濃いスス ■ 濃いコゲ

0                 5cm

20～22:S=1/2)

5区包含層出土遺物 (第 175。 176図 )

175-1は 蓋のつまみである。蓋上面から下面にかけて径 6 mmの穿孔がある。中央が細 くなって

いるので、上面下面の両方から穿孔されているとみられる。その両側には一回り小さい径4.5mmの

孔が 2箇所、上面からつまみの外側へかけて斜め方向に穿たれる。中央の穿孔は、蓋とセットにな

る煮炊き具の蒸気を抜くための孔であろう。左右の小さい 2ヶ 所の穿孔は紐を通す為の孔であろう。

一

凰
厠
迅
饉

２

耐

Ⅲ

酬

Ｍ

脚

】

ｍ
柳

腑

閑

潮

脚

ｖ

一

一-210-



2は甕の凸帯部分である。北部九州で甕棺として用いられている器種である。博多遺跡5630号遺構

出土品
④などの類例があるが、文様は格子目状であるなど相違点も見られる。175-3は 壺か甕の

5区包含層 出上土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別
種
ω

種
器
鰯

計 測 値
①口径cm
②器高cm
③底径cm
④国縁高cm

形態・成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土 。色調 備 考

175-1
(図版135)

(図版136)

弥生土器

蓋
②(26) ナデ又はミガキ ミガキ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)

色調 :灰白色

ツマミ上端

部に黒斑か

175-2
(図版136)

弥生土器

か

甕

②(158)

ラグビーボール形の甕
の突帯部分か。凸帯は

低平な台形状の断面形

凸帯以外 :ハ ケメ/凸

帯 :平行斜線 (櫛状工

具)後 ヨコハケメ

ケヽメ

胎土 :や や粗 (2 mm以 ト
の金雲母、石英粒、にぶ
い赤褐色の砂粒を含む)
色調外面浅黄橙色/内面
里缶

175-3
(図版136)

弥生土器

又は土師器

器種不明

(底)

②(32)
③76

底部は大きくくびれる
底上半 :ケ ズリ又はナ

デか/底下半 :ケ ズリ

後ナデ又はミガキ

細かいハケメ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)

色調灰白色

底部外面に

黒斑

175-4
(図版136)

土師器

小形丸底

壷

①■ 7

②(58)
④35

胴部より回径が大。日

縁部と胴部の高さはほ

ぼ同じか

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ハケメ後ナデ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ケズリ

胎土 :密 (1 5mm以 下の

砂礫、砂粒を含む)

色調 :浅黄橙色

175-5
(図版135)

土師器

器台
②(57) 脚台部に 2ヶ 所の穿孔 縦方向のミガキ

器受 :ミ ガキ/脚台上

半 :ケ ズリ/脚台下半 :

ナデか

胎土 :密 (l mm以 下の

微細な砂粒を含む)

色調 :灰白色

175-6
(図版 135)

土師器

漆重

①(46)
②(93)
③30

ハケメ以外の調整がな

されていないためハケ

メ単位の幅の面ができ

ている

口縁～頸 :ナ デか/1同 :

タテハケメ/底 :ナ デ
不明(漆付着のため)

胎土 :密 (lm以下の
微細な白色砂粒を含む)

色調 :外面黄灰色

内面に漆付

着

175-7
(図版 135)

土師器

漆壷

Э

②

Э

縦方向のナデ 横方向のナデ
胎土 :0 5mm以下の砂

粒を含む

色調 :灰黄色

175-8
(図版135)

土師器

漆壷

②(43)
③24

ナ デ 不明 (漆付着のため)

胎土 :l mm以 下の砂粒

を含む

色調 :にぶい黄橙色

底部に漆が

残存

175-9
(図版136)

土師器
郭

①(146)
②(28)
③(110)

□縁～体 :ハ ケメ後回

転ナデ
回転ナデ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :浅黄橙色

175-10
(図版136)

土師器

甕

①210
②(107)
④23

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :不定方向の粗いハ

ケメ

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ケ ズリ

胎土 :3■mの砂礫、 1

mm以下の砂粒を含む

色調 :浅黄橙色～橙色

外面に黒斑

175-11

(図版136)
土製品

支脚

①34
②80
③55

突起は 2本
全面ナデ/底 :ヘ ラ状

工具の痕跡が多く残る

胎土 :密 (3 mm以 下の

石英粒を少し含む)

色調 :灰黄色

175-12
(図版136) 釧瑚

①39
②85
③65

ナデ/底 :指オサエ

無調整

胎土 :密 (3 mm以 下の

石英粒を少し含む)

色調 :灰黄色

175-13
(図版 136)

土製品

移動式竃
②(103)

庇の取り付けを容易に

するため、取り付け予

定箇所にヘラ状工具で

深い沈線を入れる

ケヽメ ナ デ ケヽメ

胎土 :や や粗 (2 mm程

度の砂粒を含む)

色調 :灰白色

175-14

(図版138)

土師器

椀か

①

②

③
手担ね土器 胴 :オサエ/底 :ナ デ ナ デ

胎土 :密 (2 nlnの砂礫、

l mm以下の砂粒を含む)

色調 :浅黄橙色

外面はひび

割れが多い

175-15

(図版138)
須恵器
邦

①(156)
②63
⑥100

口縁～高台 :回転ナデ

/底 :回転糸切り
回転ナデ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :灰色

底部外面に

墨書

176-16
(図版 137)

弥生土器

又は土師器

器種不明

(底 )

2(23)
Э52

底部が下に突出する ナデカ ミガキか

胎土 :粗 (2 mm以 下の

砂粒を多く含む)

色調 :暗灰色

176-17

(図版137)

弥生土器

又は土師器

壷か
②(43)

破面には下部と接着しや
すいようヘラで凹凸をつ

ける。凸帯直下に外面か

ら穿孔。但し貫通しない

ハケメ 。オサエ後ヨコ

ナデ

凸帯より上 :ナ デか/

凸帯より下 :ケ ズリ/

胎土 :2 mm以 下の砂礫、
砂粒を含む
色調 :内外面淡黄色/断
面褐灰色/突帯外面赤褐
色

176-18
(図版 138)

土師器

皿

①90
②27

手担ね土器
成形時の指頭圧痕が全

面に残る

成形時の指頭圧痕が全

面に残る

胎土 :l mm程度の砂粒

を含む

色調 :灰黄色

外面は小さな

ひび割れ多い。

底部外面に黒

斑か。

176-19

(図版 138)

須恵器

甕

①(610)
②(427)

口縁～頸 :回転ナデ後

文様/胴 :タ タキ

口縁～頸 :回転ナデ/

胴 :タ タキ
胎土 :密

色調 :

胴部の一部
に付着物
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5区包含層 出土石器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種 月」 石 材 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 研磨 。使用状況 備 考

176-20

(図版 137)
12層 L35 紡錘草 凝灰岩

上面。下面。側面とも、大小
の鋸歯文を組み合わせた文
様を施す。小さな鋸歯文が
先、大きいものが後に描か
れている。

176-21

(図版137)
北壁Tr

砥石又は玉

材
凝灰岩 45 俣J面に施溝の痕跡か。

176-22

(図版 137)
14層 剣形石製品 凝灰岩

表面 :よ く研磨され研磨痕が
あまり残らない/裏面 :主 と
して斜め方向に研磨痕が残る
/側面 :先端から基部へ向っ
て加工/左側面 :一部は研磨
されて面ができる/右側面 :

打撃を加えたときのまま未調
整

剣状のものを

作ろうとした

が中止した未
製品であろう

底部であろう。突出する底部が大きくくびれており、くびれてはみ出した部分をヘラケズリして面

取りすることではみ出し部分を小さくしている。 4は複合口縁の小形丸底壺である。国縁部が扁平

な胴部を上回る高さである器形は畿内系の小形丸底壺 (121-20な ど)に通じるが、胎土は在地の

土器と同様灰白色～浅責橙色である。 5は脚台部の側面と上面に穿孔がある。外面と上面にススが

付着 し、火にかけて使用されている。 6～ 8は漆容器で、 6の外面には漆が垂れて付着 している。

ただし、頸部のみ付着がみられないのは、頸部に紐を付けて使用されていた為であろう。 8は底部

付近に漆が残存する。漆の表面には6.5～ 4 mmの気泡が見られる。 9は必または皿である。底部内
面が盛り上がっているが、後から外面側に粘土を貼り足して補っているため、その分厚底である。

貼り足しの痕跡は調整されずに残る。■・ 12は小形の土製支脚である。 ミニチュア土製品であるが、

内面側にススが付着 しており、実際に火にかけられたことは確実である。13は移動式竃である。庇

の取り付けを円滑に行うため、割付線がヘラ状工具で深く入れられている。14は手捏ね土器で、器

種は鉢または椀であろう。墨書土器15の字は「東」か。176-17は 壺の頸部から回縁部にかけての

部分であろう。下の部分との接続を容易にするため、多数の刻み目がヘラ状工具によって入れられ

ている。タガ直下の接続部分には径 5～ 6 mmの穿孔 (貫通しない)ん なゞされる。現存部分で 2箇所

が確認されるが、本来は 4方向に付いていたであろう。18は極浅い手捏ね土器である。口縁端部が

生きているとすれば器種は皿であろう。20は石製の紡錘車で、当遺跡の平成14年度調査及び中野美

保遺跡でも同様の遺物が出土している。21は砥石であるが、色調から玉材の可能性も考えられる。

左側縁は施溝技法の痕跡か。22は剣を模 した石製品である。表面はよく研磨され、研磨痕があまり

残らない。裏面は斜め方向に研磨痕跡が残る。側縁は先端から基部へ向かって順次加工される。

註

(1)『大津町北・中野清水遺跡』(島根県教育委員会、2004年)第93図600

(2)田中義昭氏の御教示による。

(3)こ れら古墳時代の上器の形式および年代に関しては、当埋蔵文化財調査センター職員松山智弘から多くの教示を得

た。

(4)『博多48』 (福岡市教育委員会、1995年 )、 23P。
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第 3節  10区の調査

10区の遺構、土器群の位置関係 (第 177図 )

10区は特に状態が悪く、14

層上面まで到達しないうちに、

砂を含んだ水が多量に噴出し

た。 しばらくは200Vポ ンプ

で調査区外の公共排水路へ排

出していたが、水と一緒に排

出される砂が排水路を埋め、

水路の砂浚えにおわれる状態

となった。

一方、調査区の北東隅では、

下層の砂を吸い取られた部分

が陥没・ひび割れし始めた。

陥没は用地外へも及びそうな

勢いとなったので、直ちに調

査を中断して調査区全体を埋

めてようやく水 。砂の噴出を

止めた。調査区の中央から西

部にかけても、水田下を掘り

下げた時点で遺構面が水を含

んで軟弱化 し、遺構検出が不

可有ヒになった。

調査区全体の土層は、 9層

(粘質土)は奈良時代後半か

ら平安時代の遺物包含層、13

層 (粘質土)は古墳後期の遺

物包含層で、この間に砂質の

12層が挟まる。しかし、10区

では12層が確認されておらず、

9層 と13層が同じ暗灰褐色粘

質土層で連続しており、区別

ができない状態であった。こ

のためほぼ同じ標高から奈良

時代後半の 2号土坑と古墳後

期の 1号土器群がともに出土

する。

×
―‐
＝
隆
曝
曙

Y響

第177図  10区水田面下遺構配置
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13層  1号土坑 (第 178図 )

北辺が粘土採掘坑により攪乱され、また

東辺の輪郭が不明瞭であるが、一辺1.4m

の不整な方形の上坑である。検出した時点

では深さ10cmを残すのみとなっており、残

存状況は悪い。遺物が出土する標高は底面

から10cm浮いた位置にそろっていた。単純

口縁の餐 2点 (179-1・ 2)の破片が、

土坑の南寄りの位置で集中的に出土した。

甕 (2)の破片は、破片集中部分の各所に

散在しており、破片となった状態で移動し 聖

ている。また、手捏ね土器の底部の破片 179-10

口99デ」 と4フ 9硝
(5)が混入 していた。

小形の壺 (3)や鉢 (4)の 出土状況は  り量の炭化物を含む)              m

異なる。 3は横転して潰れているが、破片  第178図  10区 13層 1号土坑及び遺物出上状況
が他所へ移動することなくその場でまとまっ           (S=1/30)

ており、完形に復元できた。 4は完形で、

しかも正位で置かれた状態を保って出土した。この 2点の出土状況は、置かれた当時のままの状態

を保っている可能性が高い。須恵器の雰 (6)は破片のみが出土した。高堺 (7)は横転 して回縁

部が北を向いた状態である。残存状態が良好だが口縁部の一部が欠けていて完形にはならない。ま

た、破片の一部が移動して郭身 (6)の破片と同位置で出土している。ただし、土師器の甕の破片

に須恵器片が混ざることはなかった。

以上の出土状況から、 3・ 4のみ置かれた当時の状況を保っているが、土師器の甕は割れた状態

であり、須恵器の雰 (6)や高堺 (7)も 部分的に動いているようである。

このほか、 1号土坑から60cm西へ離れた地点でも土器がまとまって出土している。手捏ね土器・

須恵器の雰蓋・邦身が各 1個体で、 9と 10は セットで使われたと推定される。

遺物 (第 179図 )

179-1・ 2は単純口縁の甕である。但し頸部の形状は、 1は胴部から口縁部にかけて急角度で

屈曲して、内面が「 く」の字状を呈する。 1は 口縁部が外傾して直線的にのびる。胴部から口縁部

の外側までは一息に作り、その上に口縁内面側から粘上を貼り足して厚く頑丈に仕上げている。胴

部径は口径より大きくなる。調整は胴の上半部と下半部でハケメ (外面)と ケズリ (内面)の方向

が違っており、上半分と下半分を別途製作して接合したと推定される。一方 2は頸部のカーブが緩

く、国縁部は大きく外反する。 1の ような粘上の追加の痕跡は見られない。胴部からすでに厚 く作

られ、 との器壁 5 mmに対し7～ 8 mmあ る。調整は、風化して調整がよく見えないという限界がある

が、胴の上部から下部まで変化がない。胴部全体が一連で作られていると推定される。 3は細長い

胴部を持つ無頸壼である。胴部径が口径よりわずかに広いが大差はない。頸部のくびれがほとんど

意識されない作りで、直線的な断面形となる。器壁が1.2～ 1.5cmと極端に厚く、中形の甕 (1)の

倍に達する厚さを持つ点は手捏ね土器 (4)に共通する特徴である。内面調整は中形の甕に共通す

← 179-9

179-10-●     ・

。    `-1798

1号土坑

／

７９．５
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第179図  10区 13層 1号土坑出土遺物 (S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :囲 薄いスス ■ 濃いスス 国 薄いコゲ

るケズリ、内面はナデで平滑に整えられる。 4は手捏ね土器である。器種は椀または郭と推定され

る。内外面全体に指頭圧痕がのこり、調整されない。底面は一応自立可能な平底であるが、整形さ

れていない。底部外面には、断面管状の工具痕が残る。径は 4～ 5 mmと 推定され、ほぼ直交する方

向から複数挿入されている。作り終わった土器を作業台から切り離すとき、管状の道具を挿入して

切り離 したと推定される。同様な手担ね土器の底部と見られる179-5で は、ヘラ状工具の挿入に

よってついたと見られる細いキズが、底面外周部に主として確認できる。 6は須恵器の邪身である。
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10区 13層 1号土坑出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器
鰯

値

倣
伽
伽
諭

測
径
高
径
縁

計
伽
槃
鉱
∞

形態。成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

179-1
(図版139)

土師器

甕

①174

②(202)
胴部径は□径より大

口縁 :ヨ コナデ/胴上

半 :タ テハケメ/胴下

半 :不定方向のハケメ

後ナデ

□縁 :ヨ コナデ/胴上

半 :右方向のケズリ/
胴下半 :左方向のケズ

リ

胎土 :密 (3～4mmの 砂

礫、黒雲母細片を含む)
色調 :にぶい黄橙色

焼成やや不
良

179-2
(図版139)

土師器

甕
Э170

9(192)

胴部径は口径より大。
日縁部は外反して先細
る

口縁～頸 :ヨ ヨナデ/

胴 :細かいハケメ後ナ

デ

口縁 :ヨ コナデ/1同 :

ケズリ後部分的にナデ

胎土 :密 (05～ 3 mm程

度の砂礫、砂粒を含む)
色調 :灰黄色～浅責橙
色、表面の一部は橙色

179-3
(図版139)

土師器

無頸壷
Э93
9126

頸部は目立たない。胴
部は細長い。胴部径は

回径より少し大

ナ デ

口縁～頸 :ナ デ/胴上

半 :ケ ズリ/胴下半 :

ナデ

胎土 :や や粗 (3 mmの
砂礫、 1～ 2 mmの 砂粒
を含む)
色調 :浅黄橙色

179-4
(図版139)

土師器

鉢

Э

Ｄ

Э

胴 :オ サエ/底 :ヘ ラ

状工具痕が残る
オサエ

胎土 :密 (3 mmの 砂礫、
1～ 2 mmの白色砂粒を

多く含む)
色調 :浅黄色

179-5
(図版139)

土師器

鉢か
②(57)

手捏ね土器。器壁は厚
く不均一

胴 :ナ デか/底 :ヘ ラ
による切り離し痕

指オサエ

胎土 :粗 (2 mm大 の砂
粒を含む)
色調 :外面灰白色/内
面淡黄色

外面に黒貼
内面に鉄分

付着か。

179-6
(図版139)

須恵器

郭

∈

お

ゼ

①

②

③
立ち上がりが低い

口縁～体 :回転ナデ/
肩 :回転ケズリか/底 :

切り離し後無調整か

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :や や密(2 mm以
下の黒褐色・赤褐色粒
を含む)
色調 :灰黄褐色～灰黄
橙色

179-7
(図版140)

須恵器

高郭

①(144)
②98
③99

口縁と郭底部の境に 2

条の沈線。脚部に三角

形の透かしが 2箇所。
堺底部にヘラ記号

回転 ナデ
回転ナデ/必底 :指 オ
サエ

胎土 :密 (l mm大 の砂

粒を含む)
色調 :灰色

179-8
(図版140) 酬妙

①61
②56
③38

胴 :オ サエ/底 :ナ デ、

一部に切り離 しの工具

痕が残る

胴 :ナ デ/底 :オ サエ

胎土 :密 (3 mmの砂礫、
1～ 2 malの 白色砂粒を

含む)
色調 :にぶい黄橙色

179-9
(図版 140)

須恵器

雰蓋
①(128)
②(35)

口縁端部内面に沈線あ

り

天丼 :切 り離し後ナデ

/体 :回転ナデ
回転ナデ

胎土 :密 (l mm以 下の

微細粒を含む)
色調 :灰白色

179-10
(図版 140)

須恵器
堺
①102

②34

ヘラ又は板状工具によ

る切り離し。立ち上が

り1まイ氏ヽ ヽ

口縁～肩 :回転ナデ/
底 :ヘ ラ又は板状工具
による切り離し後無調
整

回転ナデ

胎土 :密 (1～ 2mmの 砂
粒を含む)
色調 :灰白色

立ち上がりは低い。底部は切り離し後部分的にヘラケズリされる。還元焔焼成が徹底せず、立ち上

がり～口縁部は橙色を帯びる。 7は須恵器の高界である。郭部と底部の境に 2本の沈線が残る。二

方向の透かしは切れ目にならず、三角形を保っている。脚端部はしっかりした面を持つ。以上の特

徴を持つ須恵器 2点は、大谷編年の 4期に位置づけられる。

8は手担ね土器である。国縁部が内彎するので器種は小形の椀と見られる。底部の外周部にはヘ

ラ状工具の痕跡が残るので、ヘラ状工具を用いて作業台から切り離 したと推定される。179-9は

須恵器の雰蓋である。肩部の沈線が退化消失するタイプである。堺身10も立ち上がりが低く、角度

も内傾するようになる。以上 2点は大谷編年の 5期に属し、須恵器の 6・ 7よ りもやや時期が新し

いので、 1～ 7と 同一のセットではないと思われる。

スス・ コゲは甕にのみ内外面とも確認され、それ以外の器種には全く見られない。実際に火にか

けられ、煮炊きに使われたのは甕だけだったのであろう。コゲは内面の頸部近くまで達 している。

13層  1号土器群 (第 180図 )

遺物出上位置の標高はおおむね5.6～ 5.8m内におさまる。土器群の中央は、須恵器の雰蓋や堺身
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10区 13層  1号土器群出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

０

種

器
鰯

計 測 値
①口径cn
②器高∝
③底径cn
④回縁高cm

形態。成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

181-1
(図版 140)

須恵器
lTN蓋

①131

②45

肩部外面に沈線。切り

離し後回転ヘラケズリ

を天丼全面に施す

天丼 :回転ケズリ/口
縁～体 :回転ナデ

天丼 :ナ ら/口縁～体 :

回転ナデ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :灰色

天丼部内面
の一部に鉄

分付着か

181-2
(図版140)

須恵器

郭

D(110)
244

底部外面外周部にはハ

ケメに似た木目痕跡が

見られる

回転ナデ/底部 :調整
せず

回転ナデ

胎土 :密 (l mm大 の白
色砂粒を含む)
色調 :青灰色

181-3
(図版140)

須恵器

郭蓋
の(28)

回縁～体 :回転ナデ/
天丼 :回転ケズリ後ヘ

ラ記号

口縁～体 :回転ナデ/
天丼 :ナ デ

胎土 :密 (1～ 2 mmの
砂粒を含む)
色調 :灰色

天丼部にヘ

ラ記号

181-4
(図版140)

須恵器

郭

Э105

937

立ち上がりはやや高い。

切り離し後回転ヘラケ
ズリ。高さが不均―で

全体的にゆがんでいる

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転ケズリ

□縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (2 mm以 下の

黒色粒を多く含む)
色調 :青灰色

181-5
(図版141) 鰯鳩

9128
940

口縁端部内面と肩部に

形骸化 した沈線。切り

離 し後回転ヘラケズリ

口縁～体 :回転ナデ/
天丼 :回転ケズリ

口縁～体 :回転ナデ/
天丼 :ナ デ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :暗青灰色

181-6
(図版 141)

須恵器

郭
①99
②39

立ち上がりはやや高い。
切り離し後回転ナデ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転ケズリか

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (5 mm以 下の

赤褐色粒などを少し含
む)

色調 :白灰色、外面底

部は酸化して橙色

181-7
(図版141)

須恵器
lTh蓋

①124

②49
肩部外面に沈線

口縁～体 :回転ナデ/
天丼 :回転ケズリ

口縁～体 :回転ナデ/
天丼 :ナ デ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)
色調 :外面明青灰色/
内面青灰色

181-8
(図版141)

須恵器
郭蓋
①124

②41

口縁端部内面と肩部に

沈線。高さが不均―で

全体的にゆがんでいる

口縁～体 :回転ナデ/
天丼 :回転ケズリ

回転ナデ/体～

ナデ

縁

井
回
天

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :灰色

181-9
(図版141)

須恵器

郭

■

Ｏ

ａ

①

②

③

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転ケズリ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :灰色

181-10
(図版141)

須恵器
罫

①102

②42
③(32)

立ち上がりはやや高ヽ
□縁～体 :回転ナデ/
底 :回転ケズリ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (2 mm程 度の

砂粒、 4 mm大の砂礫を

含む)
色調 :青白色～灰白色

181-11
(図版 141)

須恵器
j・

/TN

①108

②43
口縁～体 :回転ナデ/
肩 :回転ケズリ

□縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :灰色

181-12

(図版141)
須恵器

郭

①l1 2

②39
□縁～体 :回転ナデ/
底 :回転ケズリ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナデ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :灰色

181-13

(図版 141)

須恵器
邦

α

Ｅ

Ю

①

②

③

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転ケズリ

口縁～体 :回転ナデノ
底 :ナデ

密

暗灰色

土

調

胎

色

底部内面の

一部に付着

物

181-14
(図版 141)

須恵器

郭

①■ 8

②41

口縁～体 :回転ナデ/
肩 :回転ケズリ/底 :

ヘラによる切り離し後

調整せず

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (1 5mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :灰色～青灰色

181-15

(図版142)
須恵器

高郭
②97 脚部に透かしが 2箇所

雰体 :回転ナデ/雰底 :

回転ケズリ後回転ナデ

/脚筒 :回転ナデ

郭体 :回転ナデ/雰底 :

ナデ/脚筒 :回転ナデ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :灰色

181-16
(図版 142)

土師器

甕

①206
②(231)

胴部径は口径より大
口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ハケメ

口縁 :ヨ コナデ/胴上

半 :横方向のケズリ/
胴下半 :縦方向のケズ

リ

胎土 :1～ 2 5mm程度
の砂粒、砂礫を含む)
色調 :明黄掲色

182-17

(図版142)
土師器

甕

①273

②(145)
胴部径は口径より大

口縁 :ヨ ヨナデ/月同
タテハケメ

口縁ヨコナデ/胴 :ケ

ズリ

胎土 :やや密(05～ 4 mm

程度の砂粒、砂際を含む)
色調 :淡黄色～浅黄橙色

182-18
(図版 142)

土師器

甑
②l1 6 口縁は短く外反しなt

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

クテハケメ/底 :ナデ

口縁 :ナ デ/胴 :斜 め

方向のケズ リ/底 :横

方向のナデ

胎土 :(2 mm以 下の砂

粒、4mm大の砂礫を含む)
色調 1にぶい黄橙色

183-19
(図版 142)

須恵器
②(177)

口縁 :回転ナデ/頸 :

2条の粗い波状文を 2

段/頸下半 :ハ ケメ後
ヨヨナデ/胴 :タ タキ

口縁 :回転ナデ/頸上

半 :ヨ コナデか/頸下

半 :粘上をつけてオサ
エ後ナデ/胴 :同心円

状の当て具痕

胎土 :密 (l mm大 の白
色砂粒を多く含む)
色調 :外面青灰色/内
面暗灰色

183-20

(図版142)
須恵器

甕
②(83)

口縁 :回転ナデ/頸 :

タタキ後ナデ/胴 :タ

タキ

口縁～頸 :回転ナデ/
胴 :同心円状の当て具
痕

胎土 :密 (l mm以 下の

微砂粒を少し含む)
色調 :青灰色
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が東西方向に細長 く帯状に分布 し、北寄りには単純口縁の甕 (182-17)と 甑 (18)が出土する。

甕 (16)は須恵器の集中する部分からやや南東へ離れて出上しており、日縁部が外反する程度も17

に比較 して小さいので、他の 1号土器群遺物に比べて時代が下がると思われる。

181-2の破片はやや離れた位置に散らばる。破片の 1つが邦蓋 (1)と 同じ位置から出土した。

1は天丼部を真上に向けた正位の状態である。蓋 (4)は 40cnIの範囲に破片が散っており、破片の

1つ は邦身 (3)と 同じ位置から出土 している。また、必蓋 (5)と堺身 (6)も 50cm以内に破片

が散在し、破片の一部がほぼ同じ位置から出土している。上記の出上位置の関係から、 1と 2、 3

と 4、 5と 6と いう蓋―身のセット関係が一応想定されるが、調整手法や焼成の異なる物同士がセ ッヽ

トになってしまうという問題がある (後述)。

これら6点は、一部破砕状態になりながらも一応原形を保ち、それぞれの個体が離れた位置から

出土しているが、 7～ 12は大部分が破片となり、完形の雰身 (13)の北に接する位置から塊状になっ

て出上した。堺身 (13)は原形を保って口縁を下に向けた状態である。郭身 (181-14)・ 高堺 (15)・

単純口縁の甕 (16・ 17)はそれぞれ離れた位置から出土している。この 4点は破片が散らばったり、

他と混ざることはなく、破片はその場でまとまっていた。15は横倒しで東を向き、16は横倒 しで北

西を向いていた。18は破片となって付近に散らばり、完形に復元されることはなかった。大形の須

恵器の壺 (183-19)・ 甕 (20)は 1号土器群中心部からは離れており、他遺物とは共伴関係にない

可能性が高い。 2点とも破片になった状態でかたまっているので、これらの甕・壺は割れた状態で

ここに廃棄されたと思われる。

遺物 (第 181～ 183図 )

須恵器の雰蓋の多くは、ロクロから切り

離し後天丼部全体にヘラケズリ調整されて

いる (181-1・ 3・ 5。 8)。 7ではケズ

リは部分的であり、肩部と天丼の間で一旦

途切れている。肩部は 2本の沈線をめぐら

すものが多い。セットになる必身の調整は、

2と 14の み底部外面が切り離した状態のま

ま調整されない。それ以外はすべて底部外

面全体がヘラケズリ調整される。 2の底面

中央部にはロクロから切り離した際の工具

の痕跡が残る。 4は底面がゆがんでいるの

で、場所により器高・器形にばらつきが見

られる。底部は丸底になるものが多いが、

9・ 10・ 13の底面は水平に整形され、平底

状となる。

身と蓋のセット関係は、純粋に出土位置

の近さだけを考慮するならば、 1と 2、 3

と 4、 5と 6が予想される。試験的に蓋を

身に乗せてみると、 1と 2、 5と 6の径の

18考
/坐~~すす―――――Jm

寸
181‐ 2

餞 1パ
D

側魚埼

1割‐13mも
∂

181‐ 13

181‐ 5

181群

第180図  10区 13層 1号土器群出土状況 (S=1/30)



第181図  10区 13層 1号土器群出土遺物 (1)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :■ 濃いスス 躙 薄いコゲ

大きさは合致していることがわかる。ただし、 1と 2では天丼部と底部の調整が異なる。 とは全面

ヘラケズリされるのに対し、 2はヘラケズリ痕跡が不明瞭である。外周部は回転ナデで調整され、

中心付近はロクロから切り離した工具痕が残っているので、調整がされなかったと見られる。また、

5と 6の セットでは、 5は天丼全面にヘラケズリされるが、 6は調整が明瞭でない。さらに、 5は

十分還元されて青黒く焼き上がるのに対し、 6は還元不十分の為底部中央が橙色を帯びる、という
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違いもある。製作技法

の異なるもの同士がセッ

トになってしまうとい

う問題点がある。

可能性としては、製

作技法も焼成も異なる

土器がセットになって

おり、 1号土器群でも

セット関係が保たれて

いたことが考えられる。

しかし、 1号土器群の

ように、均等な分布状

況を示す土器群では、

必ずしも近くから出土

した遺物同士がセ ッヽト

になるのではなく、使

用時のセット関係は廃

棄時に解体されている

可能性もある。また、

1号土器群全体に範囲

を広げて器種構成を考えると、蓋 5点に対 し身 9点となり、そもそも蓋と身の数は均衡していない

ことが、より大きな問題点であると考えられる。蓋と身が常時セットで使用されたとは限らず、蓋

も身も関係なく単なる堺として使われていたのではないか。当遺跡の古墳中期の土器群 (6区 13層

10号溝状遺構東部から出上の上器など)で も、土師器と共伴して須恵器の雰が出土 しても、蓋と身

の両方がそろわない。このような事例からも、邦身と堺蓋がセットで使用されたのかは慎重になら

ざるを得ないのである。

15は須恵器の低脚無蓋高堺である。脚部の 2方向に三角形の透かしがある。左辺が先、右辺が後

から切り込まれたため、右辺の上端は左よりも上まで達している。堺底部と体部の境には、形骸化

の進んだ沈線が入る。堺蓋・邦身の調整、立ち上がりの高さなどの特徴及び高ヌの沈線が残ってい

ることから、これらの須恵器は大谷編年の 4期に位置づけられる。単純口縁の土師器の甕は 2点出

土 している。器壁は厚 く、181-16で は頸部から胴部で l cmに達するが、底部は熱効率を高 くする

ためか薄手である。内外面のスス・ コゲともに明瞭に残る。182-17は 一回り口径が大きく、口縁

部が大きく外反する。16は 17ほ ど大きく外反しないので、古墳後期の17よ りも時代が下る可能性が

高い。また、出上位置も須恵器の集合する部分からやや離れており、16は 1号土器群とは別個の遺

物である可能性を否定できない。隣接する 2号土坑の遺物の可能性もある。18は甑で、底部から1.

5cmの 位置に穿孔がされる。全体の器形は短小、厚手で、国縁部から胴部 。底部までまっすぐに作

られ、ほとんど直線状の断面形となる。薄い汚れ程度のススが、穿孔箇所の下にのみ付着する。19

は須恵器の大形の長頸壺である。頸部上半に描かれる波状文は粗い。頸部付け根の内面には粘土を

＼と,ぶ
/~＼   /
＼ "ら

/、、、、′~  
―/

第182図  10区 13層 1号土器群出土遺物 (2)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 汚れ

可
~

-220-



イ ク

”
∩
‐
‐υ

第183図  10区 13層 1号土器群出土遺物 (3)(S=1/3)
遺物図面 (1/3)の凡例 :□ 薄いスス

10区 9層  2号土坑出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

Ｄ

種

器

鰯

値

蝋
帥
∽
諭

測
径
高
径
縁

計
伽
鰯
鉱
∞

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土 。色調 備 考

185-1
(図版 143)

須恵器

郭蓋

① (ツ マミ)
23
②(155)

宝珠形ツマミ 回転ナデ 回転ナデ

胎土 :密 (l mm以 下の

白色粒をわずかに含む)

色調 :内外面灰色/断

面志にぶい橙色

185-2
(図版 143)

土師器

甕

①(170)
②184

著しく口縁が短い。胴

部径は口径より大

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴上半 :タ テハケメ/

胴下半 :不定方向のハ

ケメ

口縁 :ヨ コナデ/底 |

ケズリ後ナデ

胎土 :や や粗 (l mm以

下の砂粒を含む)

色調 :浅黄色/断面芯

は赤橙色、灰掲色

185-3
(図版143)

土師器高

郭又は低

脚郭

Э(12)
高台をもった郭又は高

雰の脚部が剥離したも
のか

不明 ナデ、放射状の暗文か
胎土 :密 (0 5nlrl以下の

砂粒を含む)

色調 :浅責橙色

赤彩 (郭底

部内面のみ)

185-4
(図版143)

土師器

山陰系

翫形土器

Э(55)
把手は胴部の器壁を貫

通して装着
把手 :ナ デか

胎土 :密 (l mm以 下の

石英粒、金雲母細片を

含む)
色調 :灰白色
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貼り付けて押さえつけ、補強している。

9層  2号土坑 (第 184図 )

1号土器群のすぐ東側で検出された土坑である。調査時は遺構面

がぬかるんだ状態であり、北から東へかけての約 4分の 1の部分 し

か検出できなかった。土坑の上面には甕 (185-2)の 破片が60cm

にわたって敷き詰められるように分布し、須恵器の雰蓋の他の部分

から切り離されたような宝珠つまみ部が破片の上に乗った状態で出

土した。 6区 9層の集石遺構で、集石の上に宝珠つまみが正位で乗っ

ていた状態に似ているが、集石ではなく甕の破片が敷き詰められて

いる。土坑の掘り方は25cm以上と推定される。

3・ 4は埋土中から出土した。

遺物 (第 185図 )

第184図  10区 9層 2号土坑

及び遺物出土状況 (S=1/30)

185-1は須恵器の郭蓋の宝珠つ

まみである。つまみだけ残 し、それ

以外の部分は破砕されていたようで

ある。 2は単純口縁の甕である。ほ

とんど球形であるが、胴部最大径が

やや下降し、わずかに下ぶくれのプ

ロポーションである。回縁部は短小

化が著しいため、胴部径より小さく

なる。器壁は頸部から胴部下半にか

けて l cmと 厚いのに対し、底部は 6

mmで半分近い薄さとなる。熱効率を

上げるため、底部だけは薄く作られ

たと考えられる。ススは外面下半分

に帯状に付着し、その上下は被熱 し

て赤橙色となる。帯状のススの部分

は移動式竃の受け国と接触する部分

のため、直接火が当たらずにすすけ

たと考えられる。胴部内面も部分的

に赤橙色に変色 し、底面には内容物

のコゲついた痕がわずかに残る。185-3は 高台を持った堺、または高界の脚部が剥離 したものの

可能性が考えられる。 4は山陰系甑形土器の把手部である。本体胴部の器壁が一部付着しており、

器壁を貫通 して装着されていたことがわかる。 3・ 4はあるいは混入品か。

60m     ｀~    185‐ 2    ~
185封

売 蕨 疹

A＼
ヒ

0                1m

性 _十 一 ― ~卜 ~― ― ― JOCm

第185図  10区 9層 2号土坑出土遺物 (S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例:匠]薄いスス ロ田濃いスス 区∃薄いコゲ匠]汚れ

※アミロは被熱による変色 園 赤橙色
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10区水田面 (第 186図 )

5・ 6・ 8区と同時代の

水田面は10区でも確認され

ている。粘土採掘坑による

攪乱が少なく、人・牛の足

跡が良好な状態で残ってい

た。

調査区西端には良好な遺

存状態の畦畔が確認された

(第 187図 )。 西、北、南の

3方向からの畔が調査区西

部で三叉路状に交差してい

る。南西側の水田面は東側

の水田面に比べて 8 cm低い。

北東から南西へ向かって水

田面が次第に下がる傾向は

6区 と同様である。

水田面と畔の上端の高さ

の差は最大16cmを測るが、

三叉路のすぐ南では水田面

上 8 cmほどの高さで緩い段

がつく。畔から水田に昇降

するための踊り場、あるい

は苗の置き場等の使用目的

が考えられる。

三叉路状部分から西へ延

びる畦畔の方向はN-75° ―

Eである。一方、南隣の 5

区で断片的に検出されてい

る畦畔の角度もN-75° ―

Eで、この畦畔の方向と一

致しているので、 5区から

10区にかけての水田は共通

の規格に基づいている可能

性がある。 6区や 8区の畦

畔との間には、このような

共通性は確認できなかった。

屯
0                     4m

Ｘ
ヽ
‐１』
隠
』。

考

p3る 0

Y´66350

第186図  10区水田面 (S=1/120)
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0                  2m

第187図 10区水田面西部の畦畔 (S=1/40)
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第188図  10区包含層 出土遺物 (1)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の凡例 :□薄いスス ■1濃いスス ■ 濃いコゲ
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第189図  10区包含層 出土遺物 (2)(S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩
遺物図面 (1/3)の凡例 :■ 濃いスス

10区包含層出土遺物 (第 188～ 189図 )

188-1は 須恵器の外身である。立ち上がりは低 く、立ち上がりのすぐ下のくびれは急である。

2は輪状つまみの付く郭蓋である。つまみの丈は低い。天丼部はヘラケズリされる。 4の端部は椀

形で郭部はわずかにくびれる。赤彩されるが、外面は指頭圧痕が多く粗製である。脚筒部には、ヘ

ラを使用して径1.7cmの 中空部分が穿たれる。 5は椀形の邪であるが浅く、口縁端部が外へのびる。

少量ではあるが、複合口縁の甕 (6)の ような古墳前期の遺物が出土している。 7は単純口縁の甕

で、口縁部が外反 して大きくのびる。 8は半分壊れた土製支脚である。胴中央の穿孔の内面は、工

具を 3回程度挿入 したらしく、段が生 じている。濃いススが付着 している面が外側と推定され、内

側へいくにつれて被熱 して赤橙色に変わっている。 9も支脚であるが、内部は中空で、二本の突起

は取り付け位置が離れている。ススは、突起がのびる反対側に濃密に付着する。底部の裾付近の一

部が赤橙色に変色している。内面は全体にススが濃く付着 して黒一色となる。胴体製作の後別作り

の突起を上に載せ、外面から押しつけて接続する。接続の際、粘上の一部が中空部側へはみ出して

いる。189-12は 長頸壺の頸部付け根であろう。胴部と頸部の粘土を貼り継いでいる。胴部側の粘

土は外面、頸部側の粘土は内面にくる。内面側の粘土は余って頸部直下にはみ出している。13は器

種不明だが底部である。高台が無く、厚めの平底である。底部全体がヘラケズリされて水平になっ

ている。14は 188-5と 同様の器形である。外面全体が赤彩され、一部に濃いススも付着 している。

15は片側が折損 した土錘である。須恵器・土師器を通して、全体的に胎土は密であり、砂粒の混入

が少ない。
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10区包含層 出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器

鰯

値

ｍ
ｃｍ
ｃｍ
諭

測
径
高
径
縁

計
∞
燃
鉱
飩

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

188-1
(図版 143)

須恵器

郭

①l1 4

②40

体部の立ち上がりは低
い。立ち上がり部直下
のくびれが急

回縁～体 :回転ナデ/

底 :不定方向のナデ

口縁～体 :回転ナデ/

底 :ナ デ

胎土 :密 (3 mmの 砂礫、
l mm以下の砂粒を含む)

色調 :灰色

188-2
(図版 143)

須恵器
雰蓋
①(134)
②22

輪状ツマミ。口縁端部
が下へ折れる

口縁～体 :回転ナデ/

肩 :ケ ズリ後回転ナデ
回転ナデ

胎土 :密 (2 mm大 の白

色砂粒を含む)

色調 :灰色

188-3
(図版 144)

獲恵器

甕
②(113)

つまみより上 :格子目

状タタキ/つ まみ :強

いナデ
同心円状の当て具痕

胎土 :密 (l mm大 の白

色砂粒を含む)

色調 :青灰色

188-4
(図版 143)

土師器

高堺

①(137)
②134

③(96)

口縁端部付近は内弯
堺 :ナ デか/脚筒 :オ

サエ/脚裾 :ヨ ヨナデ

郭 :ヨ コナデ/脚筒
ケズリ又はナデ/脚裾
ヨコナデ

胎土 :密 (2 mm大 の石

英粒を含む)

色調 :灰白色

188-5
(図版144)

土師器

郭

Э109

Э33
椀形。日縁端部は内弯
せず

口縁 :ヨ コナデ/底 :

ケズリ

口縁 :ヨ コナデ/底 :

ナデ

胎土 :密 (3 mm以 下の

白色粒、石英粒を多く

含む)

色調 :灰黄色

赤彩

188-6
(図版143)

土師器

甕

①100

②(49)
④30

複合口縁の小形甕。

縁端部に面は無く、

ずかに外に折れる

□

わ 口縁 :ヨ コナデ
口縁 :ヨ コナデ/月同 :

ケズリ

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :浅黄橙色

188-7
(図版144)

土師器

甕
②(78)

口縁は外反して大きく
のびる

ヨヨナデ
回縁 :ヨ コナデ/胴 :

ケズリ

胎土 :や や粗 (l mm以

下の砂粒を含む)

色調 :外面・断面灰白

色/内面にぶい黄橙色

188-8
(図版144)

土製品
支脚

②(101)

⑥(内径)
80

3回以上にわたって穿
孔してヽヽる

粗いハケメ後ナデ
中空部上面 :オ サエ/

底付近 :非常に強いナ
胎土 :密 (3 mm以 下の

石英粒を多く含む)

188-9
(図版144)

土製品

支脚

②128

⑥(長軸)
166
(短軸)151

2本の突起が個別に本
体にとりつけられる

ハケメ後ナデ、一部 ミ

ガキか

底付近 :横方向のオサ
エ・ナデ/上半分 :上

方向のオサエ・ ナデ

胎土 :や や密 (l mm以

下の石英粒、砂粒を少
し含む)

色調 :外面被熱して黒

褐色一部橙色/内面灰

色がかった黒褐色

189-10

(図版 144)

須恵器

雰

①146

②46
③100

高台あり。体部と底部
の境より少し内側につ

く

体 :回転ナデ/立ち上

がり:回転ケズリ後回

転ナデ/高台 :回転ナ

デ/底 :回転糸切り後

回転ナデ

体 :回転ナデ/底 :ナ

デ/高台 :回転ナデ

胎土 :密 (1 5mn以 下の

砂粒を含む)

色調 :緑灰色

189-11

(図版 144)

須恵器

郭

②(15)
③86

高台あり。高台端部に

面をもつ
高台 :回転ナデ/底 :

糸切り
ナ デ

胎土 :密 (05～ 1 5mm
の砂粒を含む)

色調 :灰色

189-12

(図版 144)

須恵器

長頸壷
②(36)

頸部と胴部の粘土を貼

りついでいる
不 明 粗い回転ナデ

胎土 :密 (1～ 2 nmの
砂粒を含む)

色調 :灰色

外面に自然

釉付着か

189-13
(図版144)

須恵器

器種不明

(底 )

②(24)
③100

平底
体～底 :回転ケズリ後

ナデ
ナ デ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)

色調灰色

189-14
(図版144)

土師器
堺

Э

②

椀形。
る

口縁は外へのび 回縁 :

リ

ナデ/底 :ケ ズ
ナ デ

胎土 :や や密 (3 mm以

下の石英粒、白色粒を

多く含む)

色調 :灰白色

赤彩 (全面 )

189-15
(図版144)

土製品

錘
②42 ナデか

胎土 :密 (l mm以 下の

石英粒、雲母、赤褐色
の細片をわずかに含む)

色調 :にぶい黄橙色

片側折損
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第 4節  9区の調査

x=-69465

X=

キ色i電              m

第190図  9区水田面下遺構配置及び遺物出上位置 (S=1/60)

前者の出上位置の

9区の遺構・土器群の位置関係 (第 190図 )

調査区南東では13層 1号土器群が、西端では12層 1号土坑が検出されている。

標高は5,6～ 5。 8mで 13層、後者が

◇ 艶

検出できなかったが、12層から掘

り込まれたやや深めの遺構に伴う

土器群であったと考えられる。  理

5.8～ 6.Omで 12層 と、検出された 103‐ 5′ 7

高さや層位は異なるが、どちらも

ほぼ同じ奈良時代前半の遺物が出

土している。前者は遺構としては

193‐ 6′ 8′ 9

192-1.2

＋

ヽ

／

０３．５′フ込

¨

ｏ・
．

///て
~~｀ ヽヽ、＼

r・ /´―、、、、_´ノ｀`
_ィン/ 13層 1号土器群

第191図  9区 13層 1号土器群出上状況 (S=1/20)



凄 器 誉

>一くと

kl I普

こ
＼
く 、

第192図  9区 13層 1号土器群出土遺物
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■■濃いスス

0                   10cm

(1)(S=1/4)
園 簿いコゲ ロ 汚れ
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第193図  9区 13層 1号土器群出土遺物 (2)(S=1/3)
遺物図面(1/3)の 凡例 :□ 汚れ

0                          10cm

※赤のアミロは赤彩

13層  1号土器群 (第 191図、写真図版51上段)

土師器の甕 。須恵器の郭が破片の状態で、一ヶ所にまとまって廃棄されている。

出土遺物は完形に復元される物が無い。土師器甕は、横転して外面が上を向く状態で、同一個体

がほぼ同位置にまとまる傾向を見せる。従って、土師器の甕 (192-1～ 3・ 193-4)は廃棄時に

は完形に近かったのが、土圧で潰れたと見られる。土師器の堺 (193-6)と 須恵器の雰 (198-8・

9)が ほぼ同一の位置から土師器甕の破片と混ざり合って出上しており、出土場所が種別・器種ご

とにまとまる状態ではない。従って、完形の状態で現在位置に置かれたのではなく、部分的に壊れ

た状態でランダムな位置に廃棄されたと考えられる。

ただし、大形の土師器の郭 2点 (193-5。 7)だけは、土器片が集中している部分から20～40

cm東へ離れた位置から出上しており、同じ器種が同じ場所にまとまっている。

遺物 (第 192・ 193図 )

単純口縁の甕が 4点出上している。192-1。 2は単純口縁の甕である。器高が口径よりも小さ

い短胴形の甕である。胴部は半球形で、胴部上半から頸部にかけてほとんど垂直であり、この上に

外傾する国縁部が付く。口縁部の角度はかなり水平に近い。全体形はつば付き帽子を逆転させたよ

うである。日縁部から頸部の器壁は l cm近いが、胴部から底部は 7 mmと 薄くなる。厚さの違いは熱

効率を上げるためと考えられる。 3は口縁が大きく外反する単純口縁の賽である。口縁部以外は約

5 mmと 器壁が薄い。193-4は 回縁が外反 して長くのびる。胴部径は口径よりわずかに広い程度で

ある。頸部内面は稜が鋭く、断面「 く」の字形である。供膳具は、赤彩される土師器 (5～ 7)と、

須恵器 (8～ 10)が等量ずつ見られる。皿 (5)は底部外面も含め全面赤彩されている。底面はヘ

ラケズリされ、底部中心へ向かって下がる。底部を型に押しつけて水平に整える成形法は採られて

いない。堺 (6)の底面もヘラケズリである。
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9区 13層  1号土器群出土土器観察表

椀 (7)は口径が外よりも大形である。体部は内彎しつつ立ち上がり、日縁部では真上を向く。

底面はヘラケズリされ、厚手だが水平に仕上げられる。 8は低めの高台が付 く界である。底部と高

台部のつなぎ目が、外面では調整が行き届かないまま沈線状に残る。高台は体部と底部の境目に取

り付けられ、ここから直線的に立ち上がっている。 9の高台も底部の最も外側で、体部と底部の境

目に取り付 く。底部は回転糸切りされ、水平である。須恵器であるが十分還元されず、黄白色に焼

き上がる。193-10は 体部が内彎して立ち上がり、口縁部でわずかにくびれる。底面中央はわずか

に上がっている。

ススは甕 (192-1～ 3)の外面に付着する。残りのよい 1では、上半分に薄く、下半分に濃い

ススが付く。 1は 内面に全くヨゲが付かない。湯甕として使われたか、あるいは汁物を熱するのに

使われたと推定される。 2は内面のコゲがよく残る。ただし、底部の方が濃いコゲが残るという傾

向は認められない。薄い汚れ程度の痕跡が均―に付 く。外面のススは胴部中央～下半分に帯状に付

着するので、竃にかける使用状態であったと考えられる。土製支脚で支持するのは、重量的にも無

理であろう。 7の外面のススは部分的だがはっきり付着しており、火にかけられたと推定される。

12層  1号土坑 (第 194図、写真図版51中段)

9区の西端で検出した土坑である。土坑を掘り込んで、その中に赤彩の土師器を中心とする多量

挿図番号

(写真図版)

別
種
ω

種
器
榔

計 測 値
D回径cn
D器高cm
Э底径cm
の口縁高cr

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

192-1
(図版 145)

土師器

甕

①391

②259

器高が口径よりも小さ
い短胴の変。胴部径も

□径より小さい。丸底

口縁 :ヨ コナデ/月厨上

半 :タ テハケメ/打同下

半 :横方向のハケメ/
底 :不定方向のハケメ

□縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケ ズリ

胎土 1 2mm大 の砂粒を

含む

色調 :断面浅黄色一部

黄灰色

口縁内面に

黒斑

192-2
(図版145)

土師器

甕

①

②

器高が回径よりも小さ
い短胴の甕。胴部径も

口径より小さい。丸底

口縁 :ヨ コナデ/頸～

胴 :タ テハケメ/底 :

不定方向のハケメ

□縁 :ヨ コハケメ後先

端部をヨコナデソ頸～ :

ケズリ

胎土 :l mm大の砂粒を

多く含む

色調 :灰白色

192-3
(図版 146)

土師器

甕

①316
②(267)

胴 :ハ ケメ 胴 :ケ ズリ

胎土 :やや粗 (l mm程

度の砂粒を多く含む)
色調 :浅黄橙色

193-4
(図版146)

土師器

甕

①238
②(139)

口縁は外反して長くの

びる。胴部径は国径よ

りわずかに広い

口縁 :タ テハケメ後ヨ

コナデ又はナデ/胴 :

タテハケメ

国縁～頸 :ヨ コハケメ

後ヨコナデ/胴 :ケ ズ

リ

胎土 :や や粗 (l mm程

度の砂粒を多く含む)

色調 :灰白色

193-5
(図版 146)

土師器
雰

①152

②39
③(186)

体部は立ち上がり後外

反する。底部は厚く中

央へ向って下がる

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ケ ズリ

回縁～体 :回転ナデ/
底中央 :ナ デ

胎土 :密

色調 :にぶい黄橙色
赤彩 (全面)

193-6
(図版146)

上師器

堺

①(122)
②(35)
③(72)

□縁～体 :回転ナデ/
底 :ケ ズリ

口縁～体 :回転ナデ
胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)

色調 :灰白色

赤彩 (底部

外面はパ明)

193-7
(図版 146)

土師器

椀

①(163)
②56
③(160)

体部は内弯しつつ立ち

上がり、口縁部は直線

的で端部に面をもつ。

底面は厚く水平

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ケ ズリ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナデ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒をわずかに含む)
色調 :灰白色

赤彩 (底部

外面は不り∋

193-8
(図版146)

須恵器

不

①(129)
②45
③(88)

高台はほぼ底部最外周
につく。高台は低く端

部に面あり。体部は直

線的に立ち上がる

回転 ナデ 回転 ナデ

胎土 :密 :(l mm以 下
の砂粒を含む)

色調 :灰白色

193-9
(図版 146)

須恵器

郭

②(24)
③106

底面は厚く水平。高台
は底部の最外周につき、

端部に明瞭な面を持つ。

高さは低い

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転糸切り後調整
せず

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (1～ 2 mmの
砂粒を含む)
色調 :外面灰色/内面

赤灰色

193-10
(図版 146)

須恵器
雰

＆

８

４

Э

②

Э

体部は立ち上がって内

湾し、日縁部がくびれ

る。底面は中心部が上

げ底状になる

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転糸切り後調整
せず

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :密 (1～ 3 mmの
砂粒を含む)
色調 :オ リーブ灰色
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第194図  9区 12層 1号土坑及び遺物出土位置
(S=1/30)

の土器を廃棄している。土坑の埋土は、周囲

と同質の灰オリーブ色砂質土 (12層)を ベー

スに、若干炭化物が混入する程度であり、周

囲の上との識別が困難であった。土器を大部

分取り上げた後の土層断面裁ち割りと、底面

付近の精査の段階に至って、ようやく遺構の

輪郭を確定できた。

土坑の規模は、検出された部分で東西 1.0

m、 南北幅60om、 深さ20cmを測るが、北端・

西端は調査区際の側溝にかかっており、確認

できていない。調査区を拡張した場合、壁面

が崩壊 して市道に影響が及ぶ恐れがあったた

めである。土坑の本来の掘り込み面は検出さ

れた位置よりも上にあり、上方の掘り方はもっ

と広がっていたと思われる。遺物の分布範囲

が遺構の掘り方と推定される。

掲載 した出土遺物のうち、第195図は土坑

の中心部から出土し、出上位置を確定できた

遺物である。土器片は深さ20cmに わたって、

土器片の上に他の上器片が累積する状態で出

上 し、破片が移動 して散らばる遺物もある

(195-1・ 2。 17)。 遺物の出上位置は、種別・器種ごとにゆるやかなまとまりをもつ傾向がある。

焼塩壺は11と 15、 10と 13が同じ位置から出土 している。 14も 10・ 13の すぐ近くから出土している。

土師器甕16。 17も 同一位置から出上している。ただし、17は一部の破片が南にも移動していた。須

恵器の雰18。 19・ 20はいずれも遺物の分布範囲の外周部から出土する。須恵器のうち器高の低い皿

(21)だ けが、例外的に中心部から出土している。

以上のような出土状況から、 1号土坑は廃棄土坑であり、廃棄の際には器種ごとに同位置にまと

めて廃棄されたと推定される。

調査の過程で西側溝を掘り下げた際も、赤彩土師器を主体とする多量の上器が出土した。これら

の遺物も 1号土坑の続きと見られるが、側溝を掘り下げる中での検出だったため出土位置を確定で

きていない。よって、出土遺物のわかる遺物と区別 して第196図 に掲載 した。側溝から出上 したこ

れらの遺物の構成は、中心部に比べると須恵器の比率が高く、中心部には見られない須恵器の把手

付鉢が含まれる。他方で、中心部には多数見られた焼塩壼が全く確認されない。器種ごとにまとめ

て廃棄される傾向はここでも追認される。

位置が判明している遺物中の器種構成は、煮炊き具は195-16・ 17の甕 2点だけである。他は必

類が13点 と最多であり、焼塩壺 6個体がこれに次ぐ。

遺物 (第 195。 196図 )

位置が判明している物を第195図 に掲載 した。195-1～ 9は赤彩土師器である。底部が残るもの

uか 1567119も も

ざ五生撃‖・,
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第196図  9区 12層 1号土坑出土遺物 (埋土)(S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■□濃いスス

は、全て外面に押圧痕が残り、水平に整えられ、器壁 3～ 4 mmと 薄い。型で製作されたことが推定

される。堺 (195-1～ 7)は いずれも体部が直線的に立ち上がる。 6・ 7は高台が付く。取り付

け位置は立ち上がりからわずかに内側へ寄った位置である。底面を一通り成形後高台部分を貼り付

けている。皿の体部は、中程で外反する8と 直線的な 9がある。底部外面に赤い顔料が付着してい

る場合があるが (1・ 4・ 6な ど)、 いずれも部分的である。彩色の際に誤って付いたものであろ

う。焼塩壼は 6個体出土している。内外面ともオサエ。ナデの痕が多く付く。10は胴部が直線的、

口縁部のみ緩やかに外反する。口縁部が特に厚く作られ、他の部分の器壁の倍の厚さがある。粘土

―-234-―



9区 12層 1号土坑出土土器 (位置判明)観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

の

種

器
鰯

値
ｃｍ
伽
里
融

測
径
高
径
縁

計
伽鶴鉱帥

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

195-1
(図版147)

土師器

雰

①(124)
②34
③(83)

底面は薄く、押圧痕あ

り。水平。体部は直線

的に立ち上がる

口縁～体 :回転ナデ
口縁～体 :回転ナデ/
底 :オサエ後ナデ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)

色調 :浅黄橙色

赤彩 (底部

外面を除く)

195-2
(図版 147)

土師器

郭

①134

②(33)
③(32)

底面は薄く、押圧痕あ

り。水平。体部は直線

的に立ち上がる

口縁～体 :回転ナデ
口縁～体 :回転ナデ/

底 :ナ デ

土

調

胎

色
密

浅黄橙色
赤彩(全面)

195-3
(図版147)

土師器

郭

①134

②33
③70

底面は薄く、押圧痕あ

り。水平。体部は直線

的に立ち上がる

口縁～体 :回転ナデ 回縁～体 :回転ナデ
土

調

胎

色
密
灰白色

一部 に黒斑

195-4
(図版147)

土師器

琢

①(120)
②34
③69

底面は薄く、押圧痕多

数。水平。水引き痕は

内面に顕著。体部は直

線的に立ち上がる

回縁～体 :回転ナデ □縁～体 :回転ナデ
土

調

胎

色
密

浅黄橙色

赤彩 (底部
クト面は不明)

195-5
(図版147)

上自市器
堺

①(124)
②35
③94

底面は薄く、押圧痕あ

り。水平
口縁～体 :回転ナデ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナデ

胎土 :密 (3 mn程 度の

砂礫、 l mm以下の砂粒

を含む)

色調 :浅黄橙色

赤彩 (底部

外面を除く)

195-6
(図版147)

土師器

雰

①l1 5

②40
③66

高台は立ち上がり部か

ら少し内側につく。底

面は薄く押圧痕多数。

水平

回転ナデ
郭 :回転ナデ/底 :オ

サエ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)

色調 :淡橙色

赤彩 (底部

外面を除く)

195-7
(図版 148)

土師器
堺

0121
9(39)
Э(78)

高台は立ち上がり部直

下につく。体部は直線

的に立ち上がる

回転ナデ 回転ナデ
胎土 :密

色調 :浅黄橙色

赤彩 (底部

外面を除く)

195-8
(図版147)

土師器

皿

①(152
②22
③(110)

底面は薄く、押圧痕あ

り。底部は中′じ部へ向っ

て上がる。日縁～体部

は大きく外反

口縁～体 :回転ナデ/
立ち上がり :ケ ズリか

(面取り)

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デか

胎土 :密 。精良

色調 :浅黄色

赤彩 (底部

外面は邪明)

195-9
(図版 147)

土師器

皿

①186

②26
③95

底面は薄く、押圧痕あ

り。水平。体部は直線

的に立ち上がる

口縁～体 :回転ナデ/

底 :粗い木目が多数の

圧痕で消えている

口縁～底周縁 :回転ナ

デ/底中央 :外面と同
じ密度の木目

胎土 :密 (2 mmの 砂粒、
l mm以下の砂粒を含む)

色調 :浅黄橙色

赤彩 (底部

外面は部分

的)

195-10
(図版 148)

器
壷

師

塩

土

焼
①(121)
②(89)

オサエ ナ デ

胎土 :密 (l mm以 下の

白色砂粒を少し含む)

色調 :外面灰褐色/内

面浅黄橙色

厚い部分で

は焼成不良

195-■
(図版 147)

器

壷

師

塩

土

焼
①(117)
②(73)

粘土紐を左へ巻き上げ

た後同じ方向ヘナデ調

整した。粘土紐の継ぎ

目が外傾

ナ デ 左上がりのナデ

胎土 :密 (l mm以 下の

微砂粒を含む)

色調 :内外面浅黄橙色

/断面志褐灰色

外面の一部
に黒斑

195-12
(図版148)

土師器

焼塩壷
②(80) オサエ ナ デ

胎土 :密 (l mT以 下の

石英粒、砂粒を多く含
む)

色調 :灰白色

外面胴部下

半に粘上の

剥離痕

195-13
(図版 148)

土師器
焼塩壷
②(99)

一部で粘上を貼り足し

て補強している
ナ デ ナデ、指頭圧痕あり

胎土 :密 (2 mm大 の赤

色砂粒を含む)

色調 :外面にぶい橙色

/内面橙色

195--14

(図版148)

器

壷

師

塩

土

焼
②(52)

外面の一部で粘土を貼

り足して補強している
ナ デ ナ デ

胎土 :密 (5 mm以 下の

黒掲色、赤褐色、白色

粒を含む)

色調 :灰白色

195-15
(図版 148)

土師器
焼塩壺
②(63) オサエ、指頭圧痕あり ナ デ

胎土 :密 (砂粒はほと

んど見えない)

色調 :灰白色

195-16

(図版 148)

土師器

甕

①241

②(70)
胴部径は口径より小さ
い

縁

ズ

ロ

ケ

ヨコナデ/胴 :

胎土 :や や粗 (2 mm以

下の黒褐色 ,赤褐色の

砂粒を多く含む)

色調 :にぶい黄橙色～

橙色

195-17

(図版 147)

土師器

甕

D181
9(57)

胴部径は口径とほぼ同
じ

縁

ズ

ロ

ケ

ヨコナデ/1同 :

胎土 :やや粗 (1 5mm程

度の砂礫を含む)

色調 :浅責橙色～にぶ

い橙色

195-18
(図版148)

土師器

雰

射

５

う

υ

②

Э

椀形
口縁～体 :回転ナデ/

底 :回転糸切り

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナデ

胎土 :(0 5mlr以下の砂

粒を多く含む)

色調 :暗灰色
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挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器
鰯

計 測 値
①口径cm
②器高cm
③底径cm
④回縁高cm

形態。成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

195-19

(図版148)
土師器

郭

②(25)
③(90)

体 :回転ナデ/底 :回

転ケズリ
体 :回転ナデ/底 :ナ

胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :外面灰色、日縁
側はにぶい灰責色/内
面灰色

195-20

(図版148)
土師器
郭

①(178)
②72
③(128)

郭部と体部の境から直
線的に立ち上がる

口縁～高台 :回転ナデ

/底周縁 :回転ナデ/
底中央 :回転糸切り

体

デ

回転ナデ/底 :ナ
胎土 :密 (0 5mm以 下の

砂粒をわずかに含む)
色調 :灰色

195-21
(図版 148)

土師器

皿

①(146)
②25
③l1 8

底面は薄く水平。体部
は直線的に立ち上がる

体 :回転ナデ/底 :回

転糸切り
体 :回転ナデ/底 :ナ

デか、平滑になる

胎土 :密 (l mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :灰色

口縁部に黒
斑

9区 12層  1号土坑出土土器 (位置不明)観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器
鰯

値

帥
帥
蝋
諭

測
径
高
径
縁

計
∽
鉢
鉱
伽

形態。成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

196-1
(図版148)

土師器
添

①■ 8

②35
③88

体部は直線的に立ち上
がる。底面は圧痕あり。
薄く水平

口縁～体 :回転ナデ/
底 :オ サエ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :オサエ後ナデ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)
色調 :内外面黄橙色/
断面灰白色

赤彩 (底部

外面は不明)

196-2
(図版148)

土師器

郭

①(138)
②(31)
③(118)

体部は直線的に立ち上
がり、国縁部で外反。
嵐面は厚く、中央へ向っ

て下がる

口縁～体 :回転ナデ/
底 :木目の上からケズ

リ

口縁～体 :回転ナデ/
底中央 :粗い木目

胎土 :密 (1～ 2 nm程
度の砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

赤彩(全面)

196-3
(図版149)

土師器
堺

①(122)
②(31)
③(84)

体部は立ち上がって内

弯する。底面は薄く水

平

口縁～体 :回転ナデ/
底周縁 :ハ ケメ類似の

木目が残る/底 :ケ ズ

リ

コ転ナデ
胎土 :密 (砂粒はほと
んど見られない)
色調 :灰白色

赤彩 (底部

外面を除く)

196-4
(図版149)

土師器
皿

①(164)
②(28)
③(148)

体部は立ち上がって大
きく外反する。底部は

弯曲し、中央へ向って

下がる。厚い

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ケ ズリ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナデ

密

淡黄色

土

調

胎

色 赤彩 (全面)

196-5
(図版 149)

土師器
皿

①(170)
②(23)
③(146)

体部は立ち上がって内
弯する。底部は中央ヘ

向って下がる

□縁～体 :ヨ コナデ/
底 :ケ ズリ

回転ナデ
胎土 :密 (砂粒はほと
んど見られない)
色調 :灰白色

赤彩(全面)

196-6
(図版149)

土師器

甕
①(218)
②(34)

口縁は外反して長くの

びる
口縁 :ヨ コナデ/頸 :

タテハケメ

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ケズリ

胎土 :密 (2 mm大 の砂
粒を含む)
色調 :外面にぶい黄褐
色/内面浅黄橙色

□縁内面の

一部に黒斑

196-7
(図版149)

須恵器
堺

Э(孔 79)

969
③(124)

高台は低く、立ち上が

り部の少し内側につく。
体部は立ち上がり後直

線的に伸び、日縁部で

わずかに外反する

回転ナデ
回縁～体 :回転ナデ/
底 :ナデ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)
色調 :灰色

196-8
(図版149)

須恵器

郭
D(18)
Э(110)

底部内面に粘土を継ぎ

足して補強。底部外面
に木目が一部残る

口縁～体 :回転ナデ/
底 :板状の道具による

切り離し後ナう/高台 :

回転ナデ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :指頭圧痕あり/高
台 :回転ナデ

胎土 :密 (l mln程度の

白色砂粒を含む〉
色調 :内外面青灰色/
粘土継ぎ足し部灰色

体部外面に

自然釉

196-9
(図版149)

須恵器

邦

①186

②36
③(138)

高台は高く、立ち上が

り部の少し内側につく。

体部の高さは不均―。
口縁端部に面あり

口縁～高台 :回転ナデ

/底 :回転糸切り痕

口縁～体・高台 :回転
ナデ/底 :ナ デ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)
色調 :灰色

196-10

(図版148)
須恵器
邦

①■ 7
②43
③88

体部は立ち上がって内
弯し、口縁端部はくび
れる。底部は中央へ向っ

て上がる

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転糸切り

□縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

土

調

胎

色
密

暗灰色

196-11

(図版149)
須恵器

把手付鉢
②165

把手の付け根に 2条の
沈線

口縁 :回転ナデ/胴 :

平行タタキ後カキメ/

把手 :ナ デ

胴 :同心円状の当て具
痕を部分的にナデて消
す

胎土 :5 mm以 下の白色
砂粒をわずかに含む

色調 :外面把手より上
暗灰色/把手以下赤灰
色
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を貼り足して補強している可能性がある。11は胴部上半がラッパ状に開く。断面の割れ国から、上

面が外傾する方向で粘土紐を積み上げている様子がわかる。口縁部は水平にはならず、粘土紐の積

み上げが終わった部分が突出して高くなっている。195-12～ 15の胴部はいずれも直線的である。

12も 日縁部が厚く作られる。外面の押さえ成形痕は口縁から約 4 cmの範囲にのみ見られ、それより

下の部分は調整が残らない。被熱のせいで外面の粘土が剥離している可能性もある。13は胴部上半

の外面が直線的に成形される。14は口縁部分約 4 ctlの器壁が特に厚い。粘土が足りずに薄くなった

部分は外面から粘上を継ぎ足して厚みを確保している。16・ 17は単純口縁の甕である。16は 口縁部

が外傾して長く直線的にのびる。残存部分の形状から推定して、回径よりも胴部径が小さくなる可

能性がある。17の 口縁部は大きく外反する。胴部径と口径はほとんど同じになると推定される。16・

17と もに頸部内面は鋭い稜がつき、断面「 く」の字になる。

須恵器は高台のない界 2点、高台のある雰 1点、皿 1点である。18は体部～口縁部が内彎して椀

形となり、まっすぐ上へのびる。18の底部は回転糸切りされるのに対し、19は
ヘラ切り後ヘラケズ

リ調整されるという違いがある。20は高台が付く界である。高台の取り付け部から体部が直線的に

高くのびている。21は皿である。回転糸切りされ、体部は直線的である。

出上位置が不確かなグループを196図 に掲載した。底部に押圧痕があり、薄 く水平に仕上げられ

るのは196-1の みで、他の赤彩土師器の底面にはこのような圧痕が見られない。 2の底部外面に

は木目様の痕跡があり、その上からヘラケズリされる。底面は中央へ向かってわずかに下降する。

3は立ち上がった後中程から内彎する。外周近くにハケメ類似の木目様の痕跡がある。切り離 しの

痕跡であり、工具はヘラ、あるいは木目が明瞭であることから板状のものが想定される。 4は皿で

ある。底部は彎曲し厚く作られ、ヘラケズリ調整される。体部は底部付近でくびれた後外反する。

5も皿である。ケズリ調整され、中央へ向かって下がる傾向は 4と 同様である。 6は単純口縁の甕

である。口縁部は大きく外反する。 7は須恵器の雰または椀である。堺部と底部の境に高台があり、

高台の取り付け部から体部が直線的に立ち上がる。口縁端部でわずかに外反する。 8は須恵器の雰

の底部であり、高台が付 く。最初に作られた底部は薄かったため、内面側に粘土を貼り足して補強

されている。底部外面には
'｀

ケメ状の工具痕が残るので、切り離 しの際板状工具を挿入したことが

推定される。 9は高台の付く皿である。底部は回転糸切りされた後高台を取り付ける。取り付け位

置は底部・体部境のやや内側寄りである。10はヌである。底面は回転糸切りされ、中央が少し上が

り気味である。□縁端部がくびれる。■は須恵器の把手付鉢であろう。外面に平行の叩き目、内面

に同心円状の当て具痕が残る調整は須恵器大甕などと変わらない。

スス・ コゲは甕だけでなく、土師器 (195-3・ 4・ 9)の 内面や外面 (196-3)、 須恵器の郭

(195-18・ 20、 196-9・ 10)に も付着する。
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Ⅷ

Ocm

第197図  9区包含層 出上遺物 (1)(S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩、10は墨付着
遺物図面(1/3)の凡例 :匝コ薄いスス 躙 薄いコゲ ■ 濃いコゲ 匠コ汚れ
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0                   10cm

塾 到

城
倒
日
甲
①

第198図  9区包含層 出土遺物 (2)(18i S=1/4、 19・ 21・ 231S=1/3、
遣物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■ 濃いスス

9         1         PCm

廻9勧

m

20・ 22・ 24i S=1/2)
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9区包含層 出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

０

種

器
建

計 測 値
D口径cm
D器高cm
Э底径cm
a向縁高rm

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎上 。色調 備  考

197-1
(図版150)

須恵器

郭蓋

D(136)
2(44)

肩部の沈線は痕跡のみ 回転 ナデ 回転 ナデ

胎土 :密 (l mm以 下の

白色砂粒を含む)
色調 :青灰色

197-2
(図版150)

須恵器

罫蓋
D(36)

口縁～体 :回転ナデ/
天丼 :回転ケズリ

回転ナデ

胎土 :密 (l mm以 下の

白色砂粒を含む)
色調 :外面黄灰色/内
面灰白色

197-3
(図版 152)

須恵器

郭

Dl1 6

942
984

体部は底面付近でくび

れて立ち上がり、内湾
しながら口縁部までの

びる

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転糸切り

回転ナデ
土

調

胎

色
密

赤灰色

197-4
(図版152)

須恵器

堺

D126
941
985

体部は内湾しながら立
ち上がり、回縁部でく
びれる。底面はほぼ水

平

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転糸切り

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転ナデ又はナデ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)

色調 :灰色

197-5
(図版 152)

須恵器

雰

D124
942
Э84

体部は直線的に立ち上
がる。底面は中央部へ

向って下がる

口縁～体 :回転ナデ/
底周縁 :へ ら切り痕が

残る/底 :回転糸切り

回転ナデ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)

色調 :灰色

197-6
(図版152)

須恵器
堺

①124

②45
③97

体部は高台から立ち上
がって直線的にのびる

口縁～体 :回転ナデ/
底 :回転糸切り

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナ デ

胎土 :(0 5mm以 下の砂

粒を含む)
色調 :暗灰色

197-7
(図版 152)

須恵器

郭
②(43)
⑥90

体部は高台の付け根か

ら内弯して立ち上がる

郭 :回転ナデ/体部下

端 :回転ケズリ/高台
～底 :回転ナデ

回転ナデ
土

調

胎
色
密

青灰色

197-8 須恵器
邪

①127

②42
③99

体部の立ち上がり直下
に高台がつく

回転 ナ デ 回転ナデ
土

調

胎

色
密

青灰色

197-9
(図版 150)

須恵器

甕

①(170)
②(149)

頸部外面に粘土塊が 1
つ付着

口縁 :回転ナデ/頸～

胴 :格子状のタタキ

口縁 :回転ナデ/頸 :

横方向のナデ/胴 !同

心円状の当て具痕

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒をわずかに含む)
色調 :外面青灰色/内
面暗灰色

灰オリーブ

色の降火灰

が付着

197-10
(図版150)

須恵器

(底 )

②(14)
③88

胴 :回転ナデ/底 :静

止糸切り後回転ナデ

胴

デ

回転ナデ/底 :ナ

胎土 :密 (1～ 2 mm程
度の砂粒をわずかに含
む)
色調 :外面暗灰色/内
面灰色

底部外面に

は波形をし

た墨跡

197-■
(図版 152)

土師器
堺

Ｚ

Ю

望

①

②

③

底～体部内側と体部底

側～口縁部とを貼り合
わせて作る

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ケ ズリ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :ナデ

胎土 :(0 5mm以 下の砂

粒を含む)
色調 :浅黄橙色

外面に黒斑

197-12

(図版 152)

ィ土師器

郭

①168

②47
③146

体部は内湾して立ち上
がり、国縁部でくびれ

る。ほ面は中央部へ向っ

て上がる

口縁～体 :回転ナデ/
底外縁 :ケ ズリ:底中

央 :オ サエ

口縁～体 :回転ナデ/
底 :オ サエ

土

調

胎

色
密

灰白色
赤彩(全面)

197-13

(図版152)
土師器
堺
②(19)
③(122)

高い高台 高台～底 :回転ナデ
底 :

ナデ

ナデ/高台 :回転
胎土 :密 (l mm以 下の

微細粒を含む)
色調 :灰白色

赤彩(全面)

197-14

(図版152)
土師器

奮

①188

②191

日縁部は外反して長く
のびる。胴部径は口径
よりわずかに大

口縁～頸 :ヨ コナデ/
頸～胴上半 :タ テハケ
メ/胴下半 :不定方向
のハケメ

口縁 :横方向のハケメ

/頸～胴 :ケズリ

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を多く含む)
色調 :外面あさぎ橙色

/内面灰白色

底部外面の

一部に黒斑

197-15

(図版152)
土師器

餐

①(207)
②104

口縁部は外反して長く
のびる。胴部径は口径
より大

口縁～顕 :ヨ コナデ/
肩～胴 :不定方向のハ

ケメ後ナデ

口縁～顕 :ヨ コナデ/
肩～胴 :ケ ズリ後一部
ナデか

胎土 :密 (2 mm以 下の

砂粒を含む)
色調 :灰白色

197-16

(図版151) 珊甑∽
②(37)

口縁は大きく外反する。

胴部は直線的に下への

びる

ヨコナデ

口縁 :ヨ コハケメ後ヨ
コナデ/頸 :ヨ コハケ
メ後ケズリ

胎土 :密 (l mm程 度の

石英粒、雲母片を多く

含む)

色調 :外面灰白色/内
面淡黄色

口縁内面に

黒斑

197-17

(図版151)

土師器

甑

(把手)

②(50) 把手 :ナ デか 胴 :ケ ズリか

胎土 :粗 (l mm程 度の

砂粒を多く含む)
色調 :にぶい黄橙色

198-18
(図版 150)

(図版 151)

土製品

移動式竃

①284
②329
③(293)

庇は上向き
器受 :ヨ ヨナデ/胴 :

オサエ後タテハケメ

器受 :ヨ コハケメ後ヨ
コナデ/胴上半 :縦方
向のケズリ/胴下半 :

横方向のケズリ

胎土 :密 (2 mm大 の砂

粒を含む)
色調 :外面黄橙色/内
面橙色/断面浅黄橙色
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挿図番号

(写真図版)

別

種

０

種

器
鰯

値

ｃｍ
ｃｍ
卿
高ｃｍ

測
径
高
径
縁

言
①
鉢
∝
∞

形態・成形技法の特徴 外面の調整 。文様 内面の調整 胎土・色調 備  考

198-19
(図版151)

土製品

移動式竃
②(34) 庇は水平向き

庇 :ハ ケメ後ナデ/胴
～焚き口枠 :ナ デ

胴 :ケ ズリ

胎土 :密 (3 mm以 下の

石英粒を含む)

色調 :にぶい黄橙色

198-20
(図版151)

土製品
錘

①(径)135
(内径)035
②(長)Q7)

端部は切り落として面
を作る。もう一方は折

損

丁寧なナデ 色橙

良

責

精

浅

土

調

胎

色

198-21

(図版151)
土師器

台付鉢か
②(56)
⑥120

粘上紐を積み上げて作っ

ている。高台がついて
いたか。底部は中央が

下がる

胴 :ケ ズリ/底 :不定

方向のナデか

胴 :ナ デ又はヨコナデ

/底 :不定方向のなで

胎土 :密 (l mm程 度の

砂粒を含む)

色調 :灰白色

赤彩

9区包含層 出土石器観察表

水田面 (写真図版50下段)、 9区包含層出上遺物 (第 197～ 198図 )

水田面は畦畔は検出されず、足跡のみが検出された。

包含層遺物の197-9は頸部が短い須恵器の大形甕である。不明瞭であるが外面の下部にはスス

が見られ、内面の頸部以下にも薄い汚れが付 く。内外面から叩き締められたためか、断面はマーブ

ル状となる。10は器種不明の器の底部である。体部が垂直に立ち上がる器形と推定される。底部外

面には波状の形をした文字、または絵が描かれる。11は一息に作られたのではなく、底部～体部内

面と体部外側～口縁部を張り合わせて成形される。貼り継いだ箇所の内面に沈線状の痕跡が残る。

途中で高さが足りなくなって粘土を継ぎ足したものか。外面にススが残り、火にかけられている。

12は高台のない大形の堺である。底部外面には、型に押しつけた際の圧痕が残る。底面はやや厚く、

外面にも赤彩が及んでいる。14・ 15は単純口縁の甕である。口径と胴部径がほぼ同じ14や、胴部径

の方が大きい15がある。 2点 とも外面のススは明瞭だが、内面はヨゲの痕跡が全く見られない。甑

と組み合わせ、湯甕として使用されたと推定される。甑の口縁部 (16)や把手 (17)も 出上してい

る。198-18・ 19は移動式竃である。18の庇部はナデ調整されて上向きであるが、19はハケメ・圧

痕を残したままで水平向きであり、この 2つ は別個体である。ススは庇部内面と胴体内面で見られ、

上半分を中心とする。庇の端部、及び器の受け田部の回縁端部一帯は熱を受けて赤橙色又は灰色に

変色している。土錘 (20)は一方の端部に黒斑がある。21は台付鉢で、残存する部分全体が赤彩さ

れている。脚台部は全て欠落しているが、残存部分では高台が取り付けられていた跡が明瞭に残り、

厚さ 7～ 8 mmの 高台であったことがわかる。底部外面には、郭や皿に見られる押圧痕が見られない。

底部が水平に整えられないまま、中央部は垂れ下がっている。石製品は砥石 。磨製石斧・勾玉が出

上 している。23は 12層から出土しているが、攪乱によるか。24はめのう製勾玉で、穿孔が到達した

部分はわずかに剥離する。

挿図番号

(写真図版)
出土地点 種 房1 石 材 長さ(cm) 幅(cm) 1享さ(cm) 重量(g) 研磨 。使用状況 備 考

198-22
(図版151)

12履雪」-44 砥 石 流紋岩 5825
4面使用。うち表面には使
用による摩滅で形成された

面が 2つ以上ある。

198-23
(図版151)

12)吾J44 磨製石斧 塩基性片岩 34600
両端欠損。断面は楕円形。

表面に斜め方向の擦痕。側

面に明瞭な面をもつ。

198-24

(図版151)
9層 勾玉 馬増

「CJ字形を呈さず、「コ」
字形に近い。一部に磨き痕
を残す。片面穿孔。

茶色の発色の

石を使用
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第 5節  8区の調査

8区の遺構の位置関係 (第 199図 )

遺構は調査区の西半分で検出された。 9層の遺構として 1～ 4号土坑及び 1号溝状遺構がある。

調査区南端を東西方向に走る 1号溝状遺構の北側に、 4基の上坑が近接して掘られる。下層の14層

では、 2号土坑の直下から1号集石遺構が検出されている。これより東でも石が集まった部分を確

認しているが (写真図版54上段)、 遺構か否かの判別はつかなかった。

14層 集石遺構 (第 200図 )

不整形の土坑を掘り、その掘り方いっぱいに多量の丸石を詰めた遺構である。調査区の】ヒ西隅で

検出された。土坑の掘り方は東西方向80cm、 南北方向60cmの 不整形で、北辺は直線的、南半分は多

角形に近 く、北辺を底辺とした五角形に近い。底面は標高4.9mで平坦である。この土坑内に、径

5 cm以下の小さな丸石多数が密に詰め込まれていた。検出面から10cn上方まで石が盛り上がってい

る。これは、石を山盛りにしたためではなく、本来の土坑の掘り込み面の高さは、検出面より10cm

上方の集積された石の上面 (5。2m)と 推定される。

集石上面の中央部は、径25cmの範囲で石の密度が希薄になっている。この部分に何かが埋め込ま

れていたのか否か、出土遺物からは明らかでない。

遺物は、集石上面から土器の把手 (201-1)及 び黒曜石片 (2)、 底面から鉄器 (3)が出土し

た。時期は弥生後期後葉と見られる。

-69476

亀
第199図  8区水田面下遺構配置 (S=1/120)
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第200図  8区 14層 集石遺構及ぴ遺物出土状況 (S=1/10)
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第201図  8区 14層 集石遺構出土遺物 (1:S=1/3、 2・ 3:S=1/2)
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス

遺物 (第201図 )

201-1は 注目土器の把手部である。付け根部には沈線と斜線による文

様がつく。本体胴部が一部張り付いて残っているので、把手部が胴部の器

壁を貫通 して装着されたことがわかる。 2は黒曜石片である。両側縁から

剥離が加えられており、石器の未製品であろう。 3は柳葉形の鉄鏃の鋒部

である。側縁はよく残るが、先端・基部は欠損する。中央に明瞭な鏑が通っ

ている。基部側から先端へ向かって徐々に薄くなり、先端付近からやや急

に薄くなっている。

9目  1号溝状遺構 (第202図 )

調査区南端を東西に走る溝状遺構である。最大幅は40cmで、東西3.8mにわたり検出される。残

存部分の深さは10cm程度と浅いが、本来 9層上面から掘り込まれたもので、実際の掘り込み面は検

出面から20cm上であったと推定される。

溝状遺構の東半分では、南辺の輪郭が不明瞭となり、東へ行くにつれ消滅するが、これも残存状

況によるもので、遺構がさらに東へ伸びていた可能性は高い。

ヤ
1皓灰褐色粘質土
(青色を皇す植物片を含む)

0        1m

第202図  8区 9層 1号
溝状遺構 (S=1/60)

8区 14層 集石遺構出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

種 号1

器 種
(部位)

値

∽
帥
伽
一駒

測
径
高
径
縁

計
帥
努
鉱
釦

形態。成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

201-1
(図版153)
朧
錦
却
胸

①(径 )26
②87

把手は胴部の器壁を貫
通して装着される こ皇鼎己崖義Pとキ驀

の
片
　
‥‥密ぐ‐ｍｍ以下拶め］

腿銅拾鯛
聴

8区 14層 集石遺構出土石器観察表
挿図番号
(写真図版)

出土地点 種 別 石 材 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(伽 ) 重量 (g) 研磨 。使用状況 備 考

201-2
(図版153)

遺構上面 未製品か 黒曜石 2 私酵こ嘉之と看憲g唇学F
8区 14層 集石遺構出土金属器観察表

挿図番号

(写真図版)

調査区

層位

出土地点

別

種

種

器
計測値(mm)
長×幅×厚

重量 (g) 遺存度 形態的特徴 備 考

201-3
(図版153)

遺構底面 瑠
鏃
400× 165×
35 1/2以上 柳葉形鉄鏃の鋒部
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聖

21~

1 暗褐灰色粘質土
(炭・焼土塊を含む)
21頃
罠ぞ多些:音む)

1 暗灰褐色粘質土
(炭化物を多く含む)

ヽ

1 暗灰褐色粘質土
(土器片、炭化物を含む)

1号土坑

11  11 1

②
0             5cm

第204図  8区 9層 3号
土坑出土遺物 (S=1/2)

2号土坑は平面円形で、径80cmを測る。底面南半分には炭を多量に含む層が広がっていた。

3号土坑は平面長楕円形で、長径1.4m、 短径1.Omを測る。出土遺物は釘 1点のみである(第 204図)。

4号土坑は平面円形で、径80cmを測る。北側の輪郭は、側溝にかかっていて不明である。

~  1覇
簸喜聯 含め22妄
握畳岳捜挽の略色焼土を含O           m

第203図  8区 9層 1号～4号土坑 (S=1/40)

8区 9層 1～ 4号土坑 (第203図 )

調査区西寄りで検出された 4基の土坑である。平面形は大小あるが、

2～ 4号土坑は検出面からの深さ14～ 10cm、 底面の標高が5.5mで ほぼ

共通する。埋土はいずれも暗灰褐色粘質土であるが、 8区西壁の上層

(5図)に よれば、 1・ 2号土坑、 1号溝状遺構の埋土が 9層の続きで

あるから、これらの土坑は 9層から掘り込まれており、実際の掘り込み

面は20cm程度上方であったと推定される。

1号土坑は平面長楕円形で、長径1.lmを 測る。短径は側溝によって

西端を切られているため不明である。底面南半分には、炭を多量に含む

層が広がっていた。

8区 9層  3号土坑出土金属器観察表

挿図番号

(写真図版)

調査区

層位

出土地点

別

種

種

器
計測値(mm)

長×幅×厚
重量(g) 遺存度 形態的特徴 備 考

204-1
(図版X53)

埋土中 鐵
釘
38× 60× 60 1/2以上

側面形は厚さが一様ではなく、中央

部に薄い溝がある。先端部欠損
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8区水田面 (第 205図)

調査区東端で、南東から北西方向へ向かう畦畔が、4.8mに わたって検出されている。北端は調

査区北端にかかって不明となり、南端も不明瞭となる。方向はN-20° 一Wで ある。 6区の畦畔の

方向は 8区よりも西に振れているので、この畦畔と合わない。畦畔は不規則な向きに作られていた

ようである。

人及び牛の足跡の遺存状況は、畔を挟む東西の水田面ではほとんど確認されないが、畔より南側

の部分に多数残っていた。後世の攪乱の度合いの違いによるか、あるいは水田の各部分で、行われ

ていた農作業の工程が異なっている可能性が考えられよう。

第205図  8区水田面 (S=1/120)

ゴ
9470

＝
８
ぅ
。

＜

州
瞼

怪

唱

ヽ
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部で バ砕
1

弄
嚢 嚢 嚢 嚢

臣
三 工
預 評

4
ミ`
篇轟署=零

o                        10cm

第206図  8区包含層 出土遺物 (1)(S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス ■ 濃いスス 園 薄いコゲ ■ 濃いコゲ
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~彎 I 刈
      ~30

※アミロは被熱による変色 □ 明灰色

ず 割

  Q毯  9 蜘

第207図  8区包含層 出土遺物 (2)(S=1/3)※ 赤のアミロは赤彩
遺物図面(1/3)の凡例 :□ 薄いスス

8区包含層出土遺物 (第206・ 207図 )

本報告書の対象である 5・ 6・ 809・ 10区のうち、 8区では弥生土器が比較的まとまって出土
した。

206-1は大きく開く広口壺の国縁部である。上面には櫛描波状文が描かれる。工具の櫛の歯の

本数は 4本であるσ波の上端や下端は工具の先端が届かず、描かれていない部分が多い。輪郭のはっ

きりしない 2条の沈線が波状文に切られている。波状文の頂点はいずれも沈線の前後に来ているの
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8区包含層 出土土器観察表

挿図番号

(写真図版)

別

種

０

種

器
螂

計 測 値
①口径cn
②器高cm
③底径cm
の口縁高cm

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土・色調 備 考

206-1
(図版155)

弥生土器

広口壷

(口縁)

②(23)
拡張された回縁の内面
の沈線は(波状文を描

くための)割付線か

拡張された口縁端 :斜

格子文/口縁 :ハ ケメ

後ヨコナデ

沈線を引いた後に波状

文 (櫛状工具)

胎土 :やや粗(l mm以

下の石英粒、赤褐色粒
を多く含む)
色調 :内外面灰白色/
断面の一部暗灰色

206-2
(図版155)

弥生土器

広口壼

(口縁)

①(224)
②(23)

口縁端 :凹線文、一部
に棒状浮文を貼り付け

る
斜格子文(櫛状工具)

胎土 :l mm以下の石英

粒砂粒を少し含む

色調 :内外面浅黄橙色

/断面灰色

206-3
(図版 155)

弥生土器
②(56)

口縁 :凹線文後ヨコナ

デ/頸 :ヨ コナデ
口縁 :ヨ コナデ

胎土 :やや粗(1～ 2
mm程度の砂粒を多く含
む)

色調 :内外面にぶい黄

橙色/断面褐灰色

206-4
(図版155)

弥生土器

甕

①134

②(27)
④17

口縁拡張部は凹線文後
ヨコナデのため凸部が

潰れて平面ができる

口縁 :4条の凹線文後
ヨコナデ

口縁 :ヨ コナデ/胴 :

ケズリ後ナデ

胎土 :l mm以下の砂粒
を含む

色調 :にぶい責橙色

206-5
(図版155)

弥生土器

甕

①183

②(35)
④22

□縁 :ヨ コナデ、 4条
の凹線文

口縁 :ヨ ヨナデ/胴 !

ケズリ

胎土 :やや粗(石英粒、
金雲母・黒雲母を少し

ずつ含む)

色調 :灰白色

206-6
(図版155)

弥生土器

甕

②(37)
④25

回縁～頸 :ヨ コナデ
口縁～頸 :ヨ コナデ/
胴 :ケ ズリ

胎土 :や や粗 (3 mmの

砂礫、 2 mm以下の砂粒
を含む)

色調 :浅黄色

206-7
(図版 153)

弥生土器
(底 )

②(44)
③66

胎上に砂を多く含まな

せヽ

胴下半 :ミ ガキか/底 :

丁寧なナデで平滑にす

る
丁寧なナデ

胎土 :l mm程度の砂粒
を少し含む

色調 :浅黄色

焼成やや不

良

206-8
(図版155)

弥生土器

(底 )
②(66)

胴下半 :縦方向のミガ

キ/底 :丁寧なナデ
丁寧なナデ

胎土 :2 mm程度の砂粒
を多く含む

色調 :灰 白色/黒斑部

分は断面まで暗褐色

一部に黒斑

206-9
(図版155)

弥生土器

(底)
②(48)

縦方向のハケメ、部分

的にナデ
縦方向のケズリ

胎土 :2 mn程度の砂粒
を含む

色調 :外面褐灰色/内
面にぶい黄橙色

206-10
(図版155)

弥生土器

器台
②(50)

器受部の擬凹線文の単

位は4つ
器受 :擬凹線文/頸 :

ナデ
横方向のナデ

胎土 :2 mm程度の白色

砂粒を多く含む

色調 :浅黄橙色/黒斑

部分褐灰色～黒褐色

一部に黒斑

206-11

(図版153)
土師器

甕

D159
9106
の32

口縁端部に水平な面あ

り

口縁～顕直下 :ヨ コナ

デ/月同:ハ ケメ

縁

ズ

ロ

ケ

ヨヨナデ/胴 :

胎土 :1 5mm以 下の砂

粒、雲母片を含む

色調 :灰白色

206-12

(図版153)
土師器

甕

Э176

②79
④31

口縁端部に外傾する面

あり
口縁～頸 :ヨ コナデ

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ハケメ後ナデ/胴 :ケ

ズリか

胎土 :黒雲母・金雲母、

赤褐色粒の細片を含む

色調 :内外面橙色/断
面浅黄橙色

206-13
(図版 153)

土師器

甕

Э(151)
2(89)

胴部径は回径より大

口縁～頸 :ヨ コナデ/

頸―胴 :タ テハケメ/
胴～ :ヨ コハケメか

口縁 :横・斜行ハケメ

後ヨコナデ/頸上半 :

目の粗いヨコハケメ/
頸下半 :ナ デ/胴 :ケ

ズリ

胎土 :2 mm大の砂粒を

含む

色調 :外面灰黄色/内
面灰白色

206-14
(図版154)

土師器

高郭

①156

②120

③100

郭部と脚部を続けて製

作か。その後粘土塊を

充填

口縁 :ヨ コナデ/郭底
～脚筒 :ハ ケメ後縦方

向のナデ/脚据 :ヨ コ

ナデ

口縁 :ヨ ヨナデ/雰底 :

ミガキか/脚筒～脚裾 :

ナデ後粘土を張り足し

て厚みを増 した痕跡/
脚裾端 :ヨ コナデ

胎土 :密 (黒雲母・金

雲母細片を含む)
色調 :外面明黄掲色/
断面浅責橙色

外面に黒斑

206-15
(図版 154)

土師器

高郭

①130

②l1 2

③93

郭 :ヨ コハケメ後ミガ

キか(指頭圧痕残る)/

脚筒 :縦方向のミガキ

又はナデ/脚裾 :ヨ コ

ナデ

郭 :ヨ コハケメ後横方

向のミガキ、一部指頭
圧痕/脚 筒 :ケ ズリ/
脚裾 :ヨ コナデ

胎土 :密 (l mm以 下の

石英粒を含む)

色調 :断面灰白色

赤彩 (脚筒部

内面を除 く。

顔 料 の一 部

は橙 色、 に

ぶ い橙 色 に

変色 )

206-16
(図版 155)

土師器

低脚郭
①138

②(41)

郭底中央は脚部との接

着を容易にするため刻
み目を入れる

不 明
ヨコハケメ後縦方向の

ミガキ

胎土 :密 (1■m程度の

石英粒、赤褐色粒、雲

母片を多く含む)
色調 :浅黄橙色

206-17
(図版154)

土師器

小形丸底

壷

①88
②(58)

口縁～頸 :ヨ コナデ/

胴 :ナ デ

口縁 :ヨ コナデ/頸 :

ナデ/胴 :ケ ズリ

胎土 :3 mm以下の石英

粒を含む

色調 :灰白色
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挿図番号

(写真図版)

別

種

ω

種

器
鰯

値
帥
伽
伽一駒

測
径
高
径
縁

計
∞鋸鉱∞

形態・成形技法の特徴 外面の調整・文様 内面の調整 胎土 。色調 備 考

206-18
(図版155)

土師器

漆壷か
②(53) ナ デ 指頭圧痕あり

胎土 :l mm以下の微砂
粒を多く含む

色調灰白色」

207-19
(図版154)

土師器

雰

①■ 3

②36
③80

体 :回転ナデ/底 :ヘ

ラ切り痕、オサエ痕が

残る

体 :回転ナデ/底 : ナ
胎土 :密 (6 mm大 の赤

褐色粒を含む)
色調 :淡黄色

赤彩 (底部

外面を除く)

207-20
(図版154)

土師器
琢
②(42)
③56

底 :回転糸切り痕
胎土 :密で精良 (0 5mm
以下の砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

207-21

(図版154)
土師器

雰

②(37)
③91

高めの高台が付き、

「ハJの字に開く
ヨヨナデ ヨヨナデ

胎土 :密 (雲母片を少
し含む)
色調 :にぶい黄橙色

207-22
(図版 155)

須恵器
蓋
①134

②21

天丼 :糸切り痕/肩 :

ケズッ/回縁 :回転ナ
天丼 :ナ デ/回縁 :回

転ナデ

胎土 :密 (2 mm程 度の

砂礫、lmm以下の微砂

粒を含む)
色調 :灰黄色一部は赤
橙色

207-23
(図版 156)

土師器

焼塩壷
①80
②(70)

口縁部を厚くするため

に端部を内側へ折り返
したり粘土を張り足し
たりしている

粗いナデ 粗いナデ

胎土 :密 で精良 (3 mm
以下の白色粒、赤褐色

粒を含む)
色調 :にぶい橙色

207-24
(図版156)

器

重

師

塩

土

焼
②(52)

口縁部を厚くするため

に粘土を張り足して補
強している

ナ デ 横方向のナデ
胎土 :密 (2 mm以 下赤
褐色粒を多く含む)
色調 :橙色

207-25
(図版 156)

土師器
甑
②(58) タテハケメ

□縁 :

リ

ナデ/胴 :ケ ズ
胎土 :や や粗 (l mm以
下の砂粒を含む)
色調 :にぶい黄橙色

207-26
(図版156)

土師器

甑
②(115) タテハケメ後一部ナデ

胴 :縦方向の強いナデ

/底 :斜 め方向の強い

ナデ

胎土 :やや粗 (2 mmの

砂粒を多く含む)
色調 :にぶい黄橙色

207-27
(図版 156)

土製品

移動式竃
②(61)

庇 :粗 ヽヽナ//焚 き口 :

ケズリ
体 :ケ ズリ後ナデ

胎土 :や や粗(l mm以

下の砂粒を含む)
色調 :浅黄橙色

207-28
(図版154)

土師器

(底 )

②(22)
③92

ナデか ナデか

胎土 :密 (2 mm程 度の

砂礫、 l mm以下の微砂

粒を含む)

色調 :外面橙色/内面

浅黄橙色

8区包含層 出土石器観察表

挿図番号

(写真図版)
出土地点 種 別 石 材 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重量(g) 研磨・使用状況 備 考

207-29
(図版156)

砥石 31

3面使用。内 1面はまだ全
面を使いきっておらず、自
然面の部分が残る。未使用
面も含め、所々鉄銹が付着
している

207-30
(図版156)

J-46,47 砥 石 細粒花筒岩 14

使用面は 4面、裏に 5面確
認。いづれも縦方向に磨い

て摩滅したと思われる。下

面は左側面が被熱して明灰
色となる

207-31
(図版 156)

砥石 流紋岩 4
3面使用。表裏面には筋状
の使用痕

207-32

(図版156)
南壁 トレン

チ
敲き石

先端に4つ以上の敲き痕あ

り。上面と両側面がある
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で、これらの沈線は波を描くための割付線の役割を果たしていたと見られる。天神遺跡から類似の

遺物が出上 しており、Ⅲ-1様式に位置づけられる(1)。 206-2は広口壺の口縁部である。拡張さ

れた口縁部外面には凹線がめぐらされ、その上から棒状の浮文が貼り付けられる。残存状況が悪い

ため棒状浮文が確認できるのは一箇所だけである。浮文の表面には、貼り付け時の指頭圧痕が残る。

上面には 2本で 1単位の線により斜格子文が描かれる。 3は壺の頸部から口縁部である。拡張され

た口縁端部には凹線がめぐらされ、その上からヨヨナデされ、凹線の凸部分は潰れている。 4は、

3よ りも回縁部が拡張し、角度は直立に近くなる。 5も 4と 同様に口縁が拡張するが、外傾してい

る。 6は複合口縁の甕である。大きく外反し、凹線や擬凹線は消えている。 7は しっかりした厚い

平底である。内面はヘラケズリではなくナデ調整される。 8の 内面調整もナデ、 9はヘラケズリと

なっており、器壁が薄い。10は器台の器受部である。外面は擬凹線施文時に工具を 2～ 3周 してい

るため、外面中央付近で角度の変換点がある。頸部の外側に口縁部を貼付け、さらに継ぎ目の下面

にも粘土を貼り足している様子が断面で観察される。11は古墳前期の複合口縁の甕で、口縁端部の

面がしっかりしている。ヘラケズリの開始位置は頸部より下降している。12では複合口縁が退化し

つつある。13は単純口縁の甕で、内鸞する。厚さまたは高さが不足していたためか、国縁部の内面

側に粘上を貼り足している。頸部内面に横方向に一周するハケメは、粘土を継ぎ足した際の継ぎ目

を消したものであろう。14は堺部と脚部が割れた状態で出土したので、接続部分がよくわかる。必

部と脚部をひと続きで製作した後、中空部に断面逆台形の粘土塊を充填している。粘土塊の上端に

は脚部内面との接着を容易にするため刻み目が付けられるが、密着していないため、中空部分がで

きている。この部分は焼成状況が悪く、黒～灰色になっている。15は赤彩された土師器の高郭であ

る。口縁部はまっすぐ外へのびる。脚筒部には多量の粘土を詰めて中空部分をなくしている。16は

郭部のみであるが、低脚堺であろう。底部中央には脚部との接着を容易にするため多数の刻み目を

つける。207-19の 底部外面は、ヘラケズリでも圧痕でもなく、目の粗い木目様の痕が平行につく。

ロクロからの切り離 し時に用いた板状工具の跡が残存したものか。20は土師器の界の底部である。

底部径が小さく、斜め外方に直線的に立ち上がる。平安時代以後のものであろう。21は高さ 2 cmと

高い高台を持つ堺である。底面は水平に整えられる。22は須恵器の外蓋である。つまみの付く部分

は径が小さく、宝珠形のつまみが欠落したものと考えられる。口縁端部はわずかに下へ折れる。23・

24は焼塩壺で、ともに口縁部を補強されている。25は甑の口縁部、26は底部である。26の内面は砂

粒が動いているのが観察されるが、ケズリではなく非常に強いナデがなされているようである。28

は器種不明だが、台の部分に当たるものか。29～31は砥石である。29は表面、上側面は全体的に使

用されるが、左側面は一部自然面が残っており、使いかけの状態である。廃棄の直前まで使用され

ていたのはこの面であろう。30は、研ぎ面に使えそうな広い面は全て使いきられている。31は、本

品を利用して研がれた工具によるキズ跡が表面を中心に残る。32は先端に敲打痕が見られるので叩

き石であろう。

註

(1)『天神遺跡』Ⅲ (出雲市教育委員会、1977年 )
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第 6節 石製品

本報告書の対象である 5。 6・ 8・ 9。 10区から出土した石製品 (一部は自然石)の うち、掲載

できなかった遺物について、その計測値を下の表に記す。

包含層出土石製品計測表

計測番号 地区 出上場所 層位 器種 長さ 幅 厚 さ 重量 石材 使用、加工状況
1 5 L-34 14 斧 11774 デイサイ トor安山岩
2 5 L-36 砥石? 流紋岩 2面使用
3 5 南壁Tr 砥石 19213 頁岩 2面使用
4 5 南壁Tr L-36 砥石? 1130 1021 66824 安山岩 3面あり、使用痕跡不明
5 5 L-37 12 砥石 ? 3967 砂岩 ?

6 5 K-36 12 金床石 924 124329 アプライト 全面淡く赤変
鉄分付着(破面も含めて)

7 5
6号溝状遺構
P No265

金床石 1770 250000 花南岩
縁辺部が赤変
鉄分付着

8 5 南壁Tr
金床石又はハン

5242 火山礫凝灰岩
全体に淡く赤変
3面に鉄分付着

9 5 L-36 127 碧玉

5 L-37 14 剥片 ? 227 147 525 碧玉
5 P Nα l176 14 景1片 ? 215 碧玉

5 K-34 9 不 明 ンル ト岩

5 K-36 不 明 2933 流紋岩 楕円形
5 K-33 9 不 明 3905 不明 情円形

5 1号建物―P■5埋土 柱の根石 155359 デイサイトOr安山岩
5 L-37 9 自然石 888 16729 凝灰岩
5 6号溝状遺構 P No266 12 自然石 33074 モルタル

5 L-35 自然石 226 2197 石英
5 P Nol198 自然石 5293 流紋岩質の軽石

5 L-35 自然石 411 6587
三瓶の軽石 (デイサイ
ト質軽石)

5 L-46 13 斧 6377 流紋岩 表面をきれいに研磨

5 南壁Tr L-35 砥石 850 94887
アプライト(流紋岩～
花南岩)

5面使用

南壁Tr と3 砥石又は磨石 566 73009 塩基性片岩
N-42 9 砥 石 368 337 13326 流紋岩 4面使用
M-42 13 砥石 33683 流紋岩 3面使用

6 N-40 砥石 121 77 アプライト 5面使用
L-44 9 砥 石 597 450 255 流紋岩 5面使用

6 L-42 砥石 1998〔 アプライト 3面使用

N-44 13 砥石 562 350 1822[
アプライト酸性貫入岩
(流紋～花南岩質)

2面使用

6 N-41 9 砥 石 390 流紋岩 2面使用
L-39 9 砥石 624 330 141 0C 凝灰岩 5面使用
上面M-40 14 砥 石 608 39084 流紋岩 5面使用
N-40 6 砥 石 10544 流紋岩 4面使用
N-41 砥石 72957 流紋岩 4面使用

6 南壁Tr 砥石 流紋岩 3面使用
L-40西 砥石 440 262 流紋岩 3面使用

6 L-43 砥石 23075 流紋岩 4面使用
6 N-41 9 砥石? 4114 流紋岩 側縁が表面より高ヽ

6 11号土坑覆土 砥石 ? 1 72 流紋岩
6 L-42 砥石 ? 38705 流紋岩
6 上面N-44 玉材 368 碧玉

6 Pit58埋土 不明 264 碧 玉 円盤状
6 M-42 不明 278 209 996 流紋岩 楕円 きれいに研磨
6 9号溝状遺構 不 明 167 流紋岩 きれいに研磨

6 3号土坑埋土 不 明 1193 399 20241 流紋岩～デイサイト 者
しく被熱
黒色～赤色に変化

6 1号溝状遺構 579 玉ズイ
6 東壁Tr 磨石 95179 安山岩or玄武岩
6 北壁Tr 9 砥 石 3338 凝灰岩

49-① 8 J-47 不明 368 285 4794 流紋岩 被熱して赤くなる
49-C 8 J-47 2568 ノジュール ? 被熱して赤くなる

8 J-46 9 自然石 珪質岩

9 J-44 砥 石 455 流紋岩 4面使用

9 南壁Tr 砥 石 35461 砂岩 被熱して赤～暗灰色となる
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第208図 中野清水遺跡出土木製品 (1)(S=1/3)
※ 図中のアミロは焼損箇所
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第209図 中野清水遺跡出土木製品 (2)(S=1/6)
※ 図中のアミロは黒変
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第 7節 木製 品

平成15年度調査区 (2～ 10区)か ら出土した木製品を第208・ 209図に掲載した。

208-1は 断面方形の柄である。先端側は焼損 し、頭部側が生きる。径1.5cmの孔が頭部側から穿

たれ、奥行きは2.2c14に 達する。頭部から下 l c14の 位置に目釘孔が穿孔され、木釘が挿入されてい

る。木釘の径は頭部側 5 mm、 先端側 2 mmで、日釘孔もほぼ同じ大きさに揃えられている。頭部の 4

隅の辺は面取りされている。 2は 1.5clllの 厚みを持つ板材である。頭部側のわずかな部分を残 して

すべて焼損 している。上面に幅1.5cmの 工具痕が残る。 3は 6区 11号土坑から出土した下駄である。

鼻緒孔は左・右・先端の 3箇所ある。先端の孔は破損しているが、わずかに左へ寄っているので、

右足用の下駄である。これと対になる左足用の下駄は出土しなかった。鼻緒孔は表 。裏両方から穿

孔され、孔の中央が狭くなる断面形を呈する。下駄の歯は、厚さは変わらないが、歯の下端は完全

に水平でなく、右側より左側の方が丈が高い。裏面・側面は工具痕がよく残るが、表面は工具痕が

残らないほど平滑に仕上げられている。 4・ 5は作業台を他の用途に転用したものである。この作

業台の上で刃物を繰り返し使用してついた多数のキズが残る。刃物によるキズは左・下 。右側縁で

途切れているものが多数見られる。だが、この遺物自体は 4側縁とも生きているので、本来はもっ

と大きかった作業台を板材として転用したものであろう。 5に は径 3 mm程度の穿孔が 3箇所確認さ

れる。表面 。裏面の両方から穿孔されたため、中間で段差がつく断面形となる。同様の穿孔は 4で

も1箇所確認されるが、二次加工で右側縁を切断する際に切られている。従って、この穿孔は二次

加工される前の作業台の段階で穿たれたものである。ただし、二次加工が成功したのは 5のみで、

4の下端は二次加工に失敗して不揃いになっている。 6は木簡である。文字は両側縁の切り込みよ

りも上の上端から書き始められる。字数は四文字と見られるが、解読できなかった。表面の加工は

入念で加工痕が残らない。下端は、表面から裏面へ向かって斜めに切り落とそうとしたが、失敗し

て完全に折れていない。裏面はカットグラス状の加工痕が残る
①
。 7～ 9は箸である。いずれも先

端側が生きており、基部が欠損する。断面は四角形ではなく六角形になる。 8の折損部分近くには

利器によって付けられたキズが残る。10は曲げ物の底部で、側縁は一方向のみ残る。底面の縁辺部

近くに鉄さびが付着する。側面の止め金具などの成分か。底面がやや黒くなっているのも、曲げ物

の内容物が付着している可能性がある。11は曲げ物の側板で、側板を曲げるための加工痕が 6 mm～

l cm間隔でつけられる。12は柄が縦方向に半分割れた状態で出土したものである。中央寄りに 4 mm

× 2 mmの長方形の目釘孔があるが貫通 していない。天地は不明で、下端側が頭部に当たる可能性も

ある。下端部から中央へ向けて推定径 l cmの孔が穿孔され、奥行きは7.8cmに 達する。最も奥の部

分はやや細 くなっており、この部分は穿孔に使われた工具先端の形状に近いと思われる。はつって

穴を深くしていった微小な加工痕が 5箇所残る。13は、BFA状 の突起が作り出されているので、柄ま

たは栓であろう。脳部分は断面円形をめざしたようであるが、工具の削り痕が残って多角形になっ

ている。14は建物 1の柱根である。底面はほぼ水平に整えられ、底面に近い側面も比較的丁寧に加

工され、稜線が明瞭に残る。この加工により、柱根の断面形は多角形となる。部分的に火を受けて

黒変しているが、この黒変部分も底面近 くに集中する。加工を容易にするため火にあぶられたと推

定される
②
。 15は柱根である。底面はよく原形をとどめ、推定幅3.4cmの加工痕が底面全体に見ら

れる。加工痕が明瞭なのは底面のみで、側面は木の割れによって面ができているようにも見え、はっ

きりしない。
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中野清水遺跡 出土木製品観察表

註

(1)木簡の製作技法、文字については渡邊晃宏、馬場基氏 (奈良文化財研究所)の御教示を得た。また、文字の観察に際

して平石充 (島根県立博物館)の教示を得た。

(2)『三田谷 I遺跡VOL 2』 (島根県教育委員会、2000年 )

図版番号

(写真図版)
調査区 層位

遺構・

グリッド
器種

法量 (Inlll)
調整・技法の特徴 樹 種

長 幅 厚

208-1
(図版157)

5区 12層 K-33 柄 ヤマザクラ

208-2
(図版157)

5区 12層 K-33 板材 ヒノキ亜科

208-3
(図版 157)

6区 9層 11号土坑 下駄
身 65

前歯 63

後歯 70

身

歯

歯

一副
後

歯の間際に歯を削りだした加工痕が未調整のまま残
される。鼻緒孔は裏面の歯の間際から表面へ向って

穿孔の後表面からも穿孔して貫通させる。

モ ミ

208--4

(図版157)
6区 9層 11号土坑

作業台
(二次
利用)

表面の擦痕は上で刃物を使用した時の傷か。 ス ギ

208-5
(図版157)

6区 9層 11号土坑
作業台

(二次
不」用)

5
6面とも切断後調整して面を作る。表面の擦痕は上で

刃物を使用した時の傷か。穿孔は3箇所。
ス ギ

208-6
(図版157)

5区 9層 P No44 木簡 5

表 :丁寧に削られ加工痕が残らない/裏 :丁寧に削
られるが加工痕が残る/上端・両側縁 :切断後面を

加工/下端 :斜め方向に切断の後折ったか

ス ギ

208--7

(図版158)
5区 9層 L-35 箸 7 6 ス ギ

208-8
(図版158)

5区 9層 L-35 箸 6 ヒノキ

208-9
(図版158)

6区 9層 L-41 箸
最大 7

最小 4

大

小
最

最
ス ギ

208-10
(図版158)

6区 9層 N-42 曲物 555 6 ス ギ

208-11
(図版 158)

6区 9層 M-41 曲物 4 ス ギ

208--12

(図版158)
10区 9層 J-40 柄 ス ギ

208-13
(図版158)

5区 9層 L-37 柄

弧状に挟りを入れる。同じ箇所の反対側側面は膨ら
んでおり、初めからゆがんだ形を意図して製作され
ている。

ス ギ

209-14
(図版158)

6区 9層
1号建物
Pit5

柱根 確実な加工痕は底面のみ
底面付近は一

部火を受けて

焦げ付く

209-15
(図版158)

6区 9層 Pit89 柱根
底面及び底面に近い側面を比較的丁寧に調整する。
断面形は多角形。
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第210図 中野清水遺跡出上金属製品 (1)(S=1/2)
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第211図 中野清水遺跡出土金属製品 (2)(S=1/2)

第 8節 金属製 品

平成15年度調査で遺構外から出土した金属製品のうち、本報告書に関わる 5・ 6・ 8・ 9・ 10区

から出上した遺物を第210・ 211図に掲載した。

210-1は袋状鉄斧である。柄の差 し込み口に当たる袋状部分の端部は、 4 mmの鉄板を折り曲げ

て凸帯を作り、強化 している。基部側の折り返された端部は生きているが、先端部側は折損してい

る。左右の袋部分は側縁に近いので、袋部の終わり近くであろう。袋部の内面には、装着されてい

た柄の木質が残る。裏面のサビぶくれの上には、布目らしきものが交差 しているのが観察される。

鉄斧の包装材料が付着、残存したものであろう。 2は遺存状況が悪いが、平面形がさじ形であり、

ヤリガンナの可能性が高い。但し先端側、基部側ともに欠損 している。また、側面形にはヤリガン

ナの特徴である彎曲や、裏すきなどの細工も確認されない。 3は鏃である。先端、基部とも欠損す

る。全体的に長細く、先端は曲線的である形状から、柳葉形の鏃と推定される。表裏両面に鏑があ

る。先端から1.5cmの 位置で幅、厚さとも最大になり、基部側にかけて幅は徐々に狭く、厚さは薄
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くなっていく。210-途 は板状の鉄器片である。左側縁～下側縁にかけて整った曲線状を示し、生

きている可能性がある。右側縁は欠損が確実であり、上側縁も欠けている可能性を否定できない。

5の上端は欠損している。それ以外は整った曲線状で、生きている。 6は袋状鉄斧である。基部側

は生きており、先端部の左下隅は一部欠損 しているらしい。先端から5.2cmま では断面長方形を呈

する。この位置が袋部と先端側の境になっており、断面形は基部側にかけて扁平な楕円形に変わっ

ていく。また、同じ位置でわずかに肩がついており、右側縁で 3 mm、 左側縁で l mmの 段差がつく。

袋部は先端から7～ 8 cmの位置で最も狭くなり、基部側へかけてゆるやかに広がる。基端部の断面

形はかなり円に近 くなっている。 7は紡錘車である。径5.5cmの紡錘車中央部の孔に軸が通った状

態で出上した。軸は上端・下端とも欠損し、紡錘車の位置で折れ曲がっている。孔の径は 5 mmであ

る。軸棒は完全な円形ではなく、縦方向の稜が見られる。 8は鏃で、両面に鏑が見られる。先端部

は生きており、曲線的である。 6の 出土した標高は5.3m、 7の 出土 した標高は5.5mで、 6区 12層

の上器群や 3号建物が検出された高さとほぼ同じであるから、奈良時代あるいは古墳時代後期の遺

物である可能性が高い。 9は当初鉄塊と予想 していたが、分析により炉壁または羽国の破片である

ことが判明した。10は釘で、頭部が敲かれて曲がっている。表面の一部に暗い赤色の部分がある。

11も釘である。頭部が折れているが、短すぎるので折損の可能性がある。表面は一部黄褐色、一部

赤褐色である。このうち、赤色の部分については成分分析の結果酸化鉄であることが判明したが、

釘の鉄分が酸化しただけなのか、ベンガラに由来する酸化鉄であるかは確定できない
①
。同様な赤

色の部分は他に211-14・ 15な ど、いずれも釘について確認される。210-12は鏃である。茎部は断

面方形で、基部側が細くなる。茎と身の境は明瞭で、ほぼ直角の段が付 く。基部から1.5cmの 間は

断面円形で急激に細くなり、そこから先端側は断面長方形で徐々に厚さを減じ、平たい長方形となっ

ていく。先端付近でわずかに幅が広がり、再び細くなる。最大幅付近から鏑が明瞭になるとともに、

両側縁が尖って断面形菱形となる。211-13は耳環で、わずかに稜が観察される。14は頭部が広い。

17は 210-12と 同じ形状の鏃である。茎の断面は方形で、基部から鏃身側へかけて徐々に広がる。

茎部と鏃身部の境は明瞭な段が付き、段から3.3cmの間は断面円形である。それより先端は断面長

方形となり、徐々に薄く細くなる。18も鏃である。鏃身部は断面円形を意識したと思われるが、完

全な円形ではなく面があり、五角形に近い。19は中程に穿孔がある。垂直ではなく、やや斜めに穿

孔される。この付近で最も幅が広く、上端、下端にかけて次第に細くなる。両側縁とも面を持って

おり、刃物にはならないと思われる。上下端とも欠損している。

註

(1)京都科学株式会社の御教示による。
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中野清水遺跡 出上金属製品観察表

挿図番号

(写真図版)

調査区

層位

出土地点

別

種

種

器
計測値 (Inm)

長×幅×厚
重量(g) 遺存度 形態的特徴 備 考

210-1
(図版159)

6区
14層

鉄器

袋状鉄斧
(55)× 35× 19 5824 1/2以上

袋端部に折り返し凸帯を作って補強。
断面は長方形だが裏面が少し下に膨
らむ

袋部の内面には

柄の木質が付着

210-2
(図版160)

区

層

５

１４

鉄器
鈍か

(33)× (19)× 4 1/2未満

210-3
(図版159)

区

層

６

１４
瑠
鏃
280× 140× 40 1/2未満 両面に鏑あり

210-4
(図版160)

区

層

５

１４

鉄器

不明
490× 190× 70 1/2未満

210-5
(図版159)

区

層

６

１４

鉄器

不明
270× 180× 20 小片

210-6
(図版160)

区

層

６

１３

鉄器

袋状鉄斧

1300× 500×

最大470最小14
0

4399 1/2以上

210-7
(図版159)

区

層

６

１３

鉄器

紡錘車

はずみ車550
軸部径  60
残存高 128

1/2以上 軸は紡錘車の位置で曲がる

210-8
(図版160)

区

層

５

１３ 端
鏃

150× 105× 25 1/2未満 両面に鏑あり

210-9
(図版159)

区

層

６

１３ 炉壁 150× 100× 50 355 小片

210-10
(図版159)

区

層

６

１２ 端
釘
520× 600× 50

0
1/2以上

210-■

(図版159)

区

層

６

１２ 鰯
釘
580× 90× 60 1/2以上

210-12
(図版159)

6区
12層上面
鰯
鏃

鏃ど孝罰
`:8υ
 O× 1

20～ 80× ■ 0～
30
茎部 :420× 65
～20× 45～ 20

2215 1/2以上

茎部 :断面は長方形。基部側が細くなっ

ている。茎部と鏃身部の境 :明瞭でほ

ぼ直角の段。鏃身部 :基部から1 5clnの

間は断面が円形で急に細くなる

211-13
(図版160)

区

層

５

１２

銀製品
耳環

2715 完形

211-14
(図版159)

6区
9層
L-43

鍔
釘
730× 180～ 45
×60～30

211-15
(図版159)

区

層

４４

６

９

」
．

鍔
釘
230× 65× 40 1/2未満

211-16
(図版160)

5区
9層
K-34

器

か

鉄

釘
570× 65× 60 1/2以上

211-17
(図版159)

区

層
鐵
鏃

2905 完形
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廻版159J
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9
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-3187
V塑■

申経I警孔あり。垂直ではなく,少し

鞠冒鰐 a離魏

211-19
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― a80Xlα0 422 薪

諄盗ロド逐I点で増いた丸蝶 様が
いでつがある

―-261-―



―Z9Z―

(T―とる。とτ。と。9・g。フ:9/1=s ｀8T:フ/1=S ｀9τ・gτ.6・8:τ/1=sq評平(8/T=s)

(ι)¥翠鞘聡事事関当琴T印蠅喜半事篤中 国乙[乙等

正

（Ｏ
）

辮
　
鰹
　
部

欝
韻
離
部
稲
盆
し

一ヽ
　
嗣

（∽
＝
工＼
０）
　
　
枷

ヨ
　
　
コ

　

（齢
　
郎
）

（∽
＝
お＼
⑤）
　
　
〇

（∽
＝
お＼
⑤）
　
　
Ｎ

（∽
＝
一＼
時
）

↓
蔀
ョ
∞
　

一
ω

剖
コ
溺
鞘
彗

ヽ

齢
許

（レ
）

欝
ミ
簿
郎
稲

盆
ｒ
け
辞
）一ω
　
嗣

（∽
＝
‘＼
Φ
）

（∽
＝
一＼
ヽ
）

劇
コ
（驚
郎
）

②

蔚
ミ
難
番
稿
全
し

聯
章
吾
枷

エ

（○
）

講
ミ
韓
工
稲

（
器
。ゆ
辞
）

お囀
　
嗣

鬱、　　やヽ
募
鍬
吾
Φ

〓

（Ｏ
）

欝
ミ
鋒
番
落

全
ｆ
ゆ
辮
）

鸞
　
郎
　
稲

（∽
＝
お＼
Ю
）

欝
ミ
齢
郎
稲

（筒
与

。け
韓
）

陶
、、

商
∞

学
章
吾
剖

Ｆ

（●
）

勘
　
講

博
Ｎ
Ｉ
一

（∽
＝
一＼
〇） 囀

Ｎ
Ｉ
�

目
コ
（驚
郎
）



(gン・フレ・8レ:τ/T=S
(乙)

―-89Z―一

｀
8909フ・98:9/1=S(8レ・68・88・88・6τ:レ/T=Sq評平ヽ8/T=S)
¥甲摯蛤ヨヨ田当季T甲咄事▼事篤中 国8,τ等

§ヨ
笥
熙
溺
消
さ

Φ
　

嗣

欝
報
鰺
那
稲
全
し

講
ミ
難
齢
稲

（前
■
）

（∽
ｎ
↓＼
ヽ
）

欝
ぎ
鍛
郎
稲
盆
ｆ
Ｉ‐
輝
）

帥
書

（レ
）

講
報
鋒
訴
稲
ｅ
ｒ
ゆ
難
）

聯
尊
吾
Φ

（∽
＝
↓＼
Φ
）

工

（Ｏ
）

講
ミ
韓
手
稿
（番
。け
韓
）

蔀
Ｆ

（堆
）

（∽
＝
ユ＼
ヽ
）

齢
書

（レ
）

欝
ぎ
錦
餅
稲
全
ｒ
け
難
）

（∽
＝
‘＼
�
）ヽ

工

（Ｏ
）

齢
書

（レ
）

欝
憩
鋒
餅
稲
（献
一
・ゆ
畔
）

（∽
＝
」＼
日）

ヽ

州
温
稿〈（〔

〕〕）・ヽヽ

（∽
ｍ
う＼
〕
）

Ｆ

（０
）

ゆ
辮
辮
稿

，
尊
吾
三

（∽
＝
二＼
〇）

ヽ
ヽ

ヨ
コ
（韓
郎
）

学
蔀
吾
記

（∽
側
ぉ＼
、
）

ヽ

軒
Ｆ

（淋
）

豊
騨

蔀

Ｆ

（汁
）

導
勘

与
鍬
吾
お

当
離

当
燿
印

Ｆ

（●
）

講
慧
驚
齢
稲
全
ｒ
ゆ
難
）

欝
報
鱒
軒
稲
全
し
嗣
膏
引
潟 （∽

＝
一＼
〇
）

膵
ゆ

笥
隠
（韓
手
笥
ヨ
コ
葺
苗
）



第 9節 金属 関連遺物

214-1～ 13は 14層から出土した鉄淳及び羽口である。当遺跡の14層から出土する遺物は古墳前

期が中心であるが、穴澤義功氏の指導を受けつつ肉眼観察を行った結果 (268～ 287P)、 外形的な

特徴は畿内の 5世紀代の鍛冶滓や羽口と共通していた (第 5章「金属関連遺物の考古学的観察」資

料番号 と表)。 土器などの出土遺物も、13層の年代に近い土器群が14層で検出される (6区 14層 8

号土器群)な ど、上層から掘り込まれた遺構、遺物が14層で出土 しており、14層出土遺物=古墳前

期と短絡できない。資料の肉眼観察の結果を重視すれば、14層から出土 した鉄滓や羽口でも、一部

は年代が古墳中期に下る可能性が高い (第 5章、資料番号 304表 )。

古墳時代 (14～ 13層出土品)の羽回は、外面でケズリ、ナデなど土器製作に通ずる調整法が採ら

れる (4。 6・ 7・ 8・ 10)。 通風孔部内面も袂るように穿孔した後ケズリ調整する (7・ 215-17・

18)のを通例とする。ケズリ。ナデ以外では、 5の外面は平らな面に押しつけて成形後、叩きで整

形されている点が他と異なっている。また、胎土は砂粒を含まない精良なもの (4・ 10な ど)、 砂

粒を含むもの (214-8・ 9。 18な ど)、 籾殻を混入するもの (7・ 12・ 17・ 19)に分かれ、画一化

してはいない。奈良時代以後の12層、 9層から出土した羽口では砂粒の混入するものが主体である

(27-2・ 216-46・ 47、 及び第 5章、資料番号11表 )。

羽国のうち 4は、古志本郷遺跡から出土した古墳前期の羽口と形態的に共通 しており、確実に古

墳前期まで遡る。羽国の出土により、当遺跡では古墳前期の時点で原始鍛冶の段階 (熱 して軟らか

くして藝で切断する)を脱して、本格的な鍛錬鍛冶の段階に入っていたことが推定される。古墳時

代の鉄滓は214-1～ 3(14層 )、 14・ 15(13層 )がある。このうち14層出土遺物は実際には古墳中

期まで下る可能性が高い (第 5章、資料番号■・ 4表 )。 これらのうち 2点を金属学的分析に供 し

た結果、高温状態での沸かし鍛接に伴う鍛冶滓と判明し、羽口からの推定と符合した。同時に分析

を行った鉄製品 (3)は、焼き鈍し (炭素を抜く)操作により粘りを持たせ、工具としての性能を

局めている。

215-27以下は奈良時代～平安時代の遺物である。鍛冶滓に加えて、精錬鍛冶で派生 した滓や、

銅製品を鋳造する過程で派生する遺物 (28(12層 )。 216-48・ 49(9層))が現れ、銅製品の生産

が始まっている。鍛冶滓に付着した木炭から、燃料はマツ材やアカガシ材であると判明した (第 6

章293・ 296P)。 鍛冶滓は炉内部に溜まった椀形鍛冶滓が多く、炉床上の剥離痕が残る215-32や 、

一部が炉床のひび割れに貫入 (4 cm× 7 mm)し た216-33な どは当時の炉床の形状をとどめている。

37で は樋状の工具を挿入した痕も見られる。大半の資料が鍛冶作業を裏付ける遺物であるのに対し、

分析資料 8(215-29)は木炭痕が鍛冶炉にしては大きすぎること等から鍛冶炉の炉壁とは考えが

たい、他から孤立 した資料である。出土位置は 9層であり、混入品の可能性が高い。

銅関連遺物では、215-28・ 216-48・ 49がある。28は鋳造過程で生 じた湯こばれ、又は失敗品で

あろう。48は、鋳造過程で生じた失敗品で、鋳型に注入されたが途中で固まってしまったものであ

る (第 5章、資料番号12表 )。 49は 小形銅鏡で、裏面には鉛が作 られる。 12層 出上の分析資料 7

(28)が青銅に対し、 9層出土の分析資料12(48)、 13(49)は純銅である。48は 3点の中で最も純

度が高いのに対し、49はやや純度の低い素材を使用している (第 6章第 1節300P)。

古墳時代～奈良時代通 して、鍛冶原料は外部から搬入される (分析資料 1(1)・ 4(15)・ 10
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中野清水遺跡 金属関連遺物一般観察表

構成No 遺物名 地区名 層位
計測値 (cm) 量

＞

重

ぐ
磁着度 メタル度 備   考

析

号

分

番長 さ 幅 厚 さ

1 椀形鍛冶津(小 ) 3 な し 分析資料Nα l 詳細観察表参照 1

2 椀形鍛冶滓 (/卜) 電 1117 3 な し

平面、不整五角形をした小型の椀形鍛冶滓。
上面は浅い皿状で、上手側は窪み、下手側に
はガラス質の津が乗る。側面から下面は木炭
痕がやや多く、側部の一部に鍛冶炉の炉床土
がくい込む。磁者は全体に均等。

椀形鍛冶津(4ヽ、
含鉄)

4 232 7 H(○ ) 分析資料No 2 詳細観察表参照 2

4
羽日(鍛冶、体
部～先端部)

6 ”

３

０

＆
1 な し

僅かに使用痕を残す残りの良い羽回の体部か
ら先端部破片。太い棒状土錘のような形状を
もつ。丸みをもった先端部は溶損が全く無く、
灰色の帯状に被熱した程度の甘い使用状態を
示す。羽□先の一部が平坦となり、通風孔部
は先端が僅かに外拡がりとなる。胎土はキメ
の細かい粘土質で、 l mm大前後の砂粒が僅か
に混在している。粘土質のためか、被熱した
先端部寄りは細かいひび割れがやや激しい。
外面はきれいなナデによる整形。全体に製作
時の羽日の形状をよく残している。

5
羽口(鍛冶、体
部～先端部寄り)

6 14
31～
45
6331 1 な し

成・整形が特異な太身の羽□である。外面に

叩き度が連続して残されている。通風孔部の

径は2 2cm。 通風孔部、外形とも基部に向か
い直線状に拡がる。外面は小さな平坦面がと
りまく形で、断面形は七角形に近い形状を持
つ。胎土には多量の籾殻を混じえており、僅
かに砂粒も確認される。土質は粘土質で地の

部分の被熱は茶褐色に近い色をしている。先
端部寄りの外面は灰黒色の被熱。製作時に土
器用の胎土を転用している可能性が強い。外
面を平らな面に押し付けるようにして成形さ
れ、整形にも叩き技法を用いるという特色を
持つ点も注目される。先端の一部が、使用当
時に欠落したまま用いられている。

6
羽口(鍛冶、体
部～先端部)

6 1 な し

内径の大きな羽回の体部から先端部破片。通
風孔部の径は 3 cm前後を測る。肉厚は10か
ら1 5cmと 薄い。外形が基部側に向かい拡が
り気味の羽口で、断面形は上下でややひしゃ
げている。通風孔部は挟るような動きの後に

軸方向に向かう粗い削りで作り出されている。
外面も軸方向(縦方向)の削りにより、丁寧に
整形されている。先端部の一部が津化 。発泡
しており、通風孔部の壁面にも津化が及んで
いる。先端部の片側が欠落する。全体に土器
の成 。整形技法の影響を窺わせる羽口である。
胎土は有色鉱物をかなり含んだ粘土質。

7
羽口(鍛冶、体
部～先端部)

6 ”
８

２

２
3996 l な し

先端部の 8割程が欠落した羽口の体部から先
端部破片。外形は基部方向に向い直線状に拡
がるもので、丁寧な作りである。通風孔部の

先端の径は 2 cmを測る。通風孔部の穿孔は挟
りの後に軸方向となる。外面は僅かに平坦面
が連続するが、削り痕ではなく何らかの面に
圧着したものと考えられる。表面はきれいな
ナデによる整形が成されている。羽口先の顎
部には黒色の津が薄く貼り付いている。胎土
は多量の籾殻や繊維痕を残す粘土質で、籾殻
の圧痕の中には長粒のものが混在する。

8
羽口(鍛冶、体
部～先端部)

6 1 な し

羽日の体部から先端部にかけての側部破片。
やや細身で身厚が薄く、基部側に向かい直線
状に拡がる形態をもつ。先端部は灰色に被熱
し、僅かに滓が固着する。通風孔部は袂るよ
うな穿子しがなされているが、複数回の削り痕
が重層し、きれいな筒状とはならない。外面
の整形は横方向の削り痕が先で、軸方向のナ
デが後となる。小石の散在する面に仮置きさ
れたためか、4ヽさな圧痕が側面の一部に集中
する。胎土には l mm大以下の砂粒を多めに混
じえる。側面の破面には粘土板の接合痕の可
能性の強いひび割れが走る。

9
羽回(鍛冶、先
端部)

6 15 1 な し

羽口先端部の小破片。表面は 4 mm程の厚さに
滓化しており、通風孔部の壁面にも薄く津が
貼りつく。先端部そのものは小さく欠落して
いる。通風孔部、外面とも成 。整形は不明。
胎土は砂粒をやや混じえる粘土質。
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構成 Nα 遺物名 地区名 層位
計測値(cm) 量

＞

重

ぐ
磁着度 メタル度 備  考

析

号

分

番
長 さ 幅 厚 さ

羽□(鍛冶、先

端部寄り)
6 14 1 な し

羽口の先端部寄りの側部破片。通風孔部は欠

落し外面のみで羽口と判断される。先端部寄

りは薄く滓化して黒褐色となる。外面には軸

方向に向かうナデが薄く残る。胎上のキメは

細かく、砂粒をほとんど含まない。斑点状の

微細な隙間が認められるが、繊維痕かどうか

は不明。胎上の被熱は淡赤褐色。

11
羽口(鍛冶、体

部)
14 1 な し

羽口体部の小破片。通風孔部と外面が小範囲
で残されている。通風孔部はきれいな樋状。

外面の整形は軸方向に向かう削り又はナデに

よる。胎土は僅かに砂粒を混じえる粘土質。

被熱は明褐色主体。

羽口(鍛冶、体

部)
6 1 な し

既使用の羽口体部から先端部寄りの外面破片。

先端部や通風孔部は欠落して破面となってい

る。外面にはナデや浅い指頭度が残り、全体

的に平滑に整形されている。地色は灰褐色で、

外面下手寄りから右側部にかけてが羽口先方

向からの被熱により灰白色となっている。胎

土は稲藁の穂先芯や籾殻を混じえる粘土質。

外面にも籾殻の残る穂先痕が確認できる。外

面破片ではあるが、先端部から基部に向かい

直線状に開く形の羽口破片と推定される。

13
羽口(鍛冶、体

部)
6 14 1 な し 分析資料血 3 詳細観察表参照 3

椀形鍛冶津 (月

含鉄)
13 4 銹化 (△ )

左右の側部が欠落した小型の椀形鍛冶津。上

面は酸化土砂に覆われており、下面には粉炭

痕が全面に残り、やや乱れた椀形となる。左

右の側部の破面には粉炭を噛み込む中間層が

認められる。滓自体の密度はやや低め。磁着
は上面寄りが主体。

椀形鍛冶滓 3 13 4 な し 分析資料Nα 4 詳細観察表参照 4

羽回溶解物 6 221 1 な し

左側部に僅かに羽口先を残す羽口溶解物。右

方向に向かう扁平な椀形に粘土質の滓がのび

ている。主体は黒色ガラス質で、上面表皮寄

りは灰掲色の発泡した津層となる。羽口胎土

は灰白色の角張った微細な鉱物を含み、僅か

に繊維痕の残る粘土質。それ以外の羽口情報
は不明。羽国の使用角度は水平に近い可能性
を持つ。

羽口(鍛冶、体

部～先端部)
6

30-
33

2 な し

羽日の体部から先端部にかけての破片。先端

部がきれいに残されており、先端部から基部

側にかけて直線状に大きく拡がった形状をも
つ。先端部は黒色ガラス化しており、顎部に

は発泡した滓がまとまって残っている。また、

黒色ガラス質の津の一部が風化して灰白色と

なっている。基部側に向かい外面の熱変化は

きれいな帯状で、被熱幅も広い。表面には細
かいひび割れが無数に生じており、ひび割れ

の内部にも黒色ガラス質滓が拡がっている。

通風孔部の断面形は先端側で上下にひしゃげ

ており、基部側では多角形になっている。ま

た、これに応ずるかのように、先端側の通風

孔部の壁面はきれいな筒状の面をなし、 4 cm

程基部に寄ったあたりから基部側は軸方向に

向かう粗いヘラ削りの跡が全面に残されてい

る。これは、基部側の通風孔部をラッパ状に

拡げようとしたためか。外面は軸方向へ向か

う帯状の削りの後、丁寧なナデにより整えら

れている。胎土は籾殻と細かい繊維痕をもつ

粘土質。中野清水遺跡出土の羽国の中では最

もしっかりした個体である。

羽口(鍛冶、体

部～先端部)
5 17 1 な し

きれいな筒状で身厚の薄い羽日の体部から先

端部破片。先端部はやや平坦な面をなし、一

部に黒褐色の津が固着している。外形は基部
に向かい僅かに拡がる程度で、先端部のみか

もしれないがやや細身の羽□となる。通風孔

部の先端部径は2 5cmを 測る。通風孔部は回

転方向の削りの後、基部側のみ軸方向に向か

う削り痕が残る。先端部から肩部にかけての

被熱は灰白色から灰色で、被熱範囲は狭い。

外面は軸方向に向かう削りにより整形された

後にナデ整形が行われ、一面のみ平坦面とな

る。胎土はやや粗い砂粒を含む粘土質。
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構成No 遺物名 地区名 層位
計測値(cm) 重 量

(g)
磁着度 メタル度 備  考 分析

番号長 さ 幅 厚 さ

羽口(鍛冶、先

端部寄り～体吉D 390 1 な し

羽日の先端部寄りの側部破片。外面には薄く
黒掲色の滓が貼り付き、内面には荒れた通風
孔部の壁面が残されている①胎土は籾殻と2
cm大を超える石英質の石粒が目立つもので、
内面は灰白色となっている。先端部側の地色
は淡赤褐色となる。

椀形鍛冶津(中、
含鉄)

9 1925 5 H(O) 分析資料血 5 詳細観察表参照

椀形鍛冶津(小 ) 7 12 15 2 な し

小型の椀形鍛冶淳の半欠品。上下面は生きて
おり、右側面が主破面となる。左側面にも小
破面が連続する。上面は浅い皿状で、かすか
に木炭痕が確認される。下面はやや波状で、
中央部に木炭痕が食い込んでいる。滓は級密
で風化も進んでいる。下面には肥大した気孔
が散在する。極小の椀形津となるかもしれな
ヽヽ。

椀形鍛冶津 K/1ヽ、
含鉄)

6 877 4 H(O)

上手側の突出部が含鉄部となった、厚板状の

椀形鍛冶津の肩部破片。上下面は平坦気味で、
右側部に元の椀形鍛冶津の側部の形状を残し
ている。津部は緻密で気孔はほとんど残され
ていない。含鉄部は 2 cm程の塊状で黒錆や放
射割れが生じている。右手側部から下面の一

部は灰白色で、鍛冶炉の炉床土と津の反応物
か。本来は中型の椀形鍛冶滓であった可能性
をもつ。

椀形鍛冶津 C/1
含鉄)

562 4 M(◎)

表面に薄皮状の酸化土砂の残る含鉄の椀形鍛
冶津片。厚みは前者と似ているが、津質はや
や密度が低い。右側部と上下面が生きている
可能性があり、それ以外の側部は破面となっ
ている。上面には僅かに浅い木炭痕が残り、
肩部に羽口先由来の淳が確認される以外は、
付着物のために不明点が多い。右側部から下
面沿いは磁着が強めとなる。椀形鍛冶滓の中
核部から側部破片か。中型の椀形鍛冶津の可
能性をもつ。

椀形鍛冶津C/1ヽ、
含鉄)

3 L(● ) 分析資料No 6 詳細観察表参照 6

椀形鍛冶津 (極

小、含鉄)
4 H(O)

極小で扁平な含鉄の椀形鍛冶津片。上下面の
みが生きており、側部は全面が破面となって
いる。右上手側部の一部が椀形で、この部分
のみは生きている可能性を残す。表面は薄い

茶褐色の酸化土砂に覆われており、地は各所
で黒色の酸化物として露出する。上手左側の

突出部を中心に磁着が強く、破面の一部はや
や光沢をもつ。含鉄部の影響によるものであ
ろう。

鍛冶滓(含鉄) 6 12 17 2 銹化 (△ )

上下面と下手側の側部が生きている鍛冶津片。
左右の側部と上手側の側部が破面となる。上
面は浅い波状で、滓自体の密度はやや低い。
短軸方向の断面形は扁平な椀形で、極小の椀
形鍛冶津の中核部破片の可能性をもつ。

27-1 羽口(鍛冶、体
部～先端部)

6
ヽ

０

ｂ

歩
3875 1 な し

内外面の荒れが目立つ、羽国の体部から先端
部にかけての破片。先端部の外面は薄く津化
して黒褐色や灰白色の発泡した津層となって
いる。先端の一部が幅 1伽程溝状に窪んでお
り、工具痕の可能性を残す。通風孔部の径は
2 8cm前後を測る。外形は基部側に向かい僅
かに拡がり気味。端部寄りの通風孔部の壁面
には軸方向に向かう工具痕が残るが、それ以
外は荒れてしま ＼ヽ 整形痕は残されていない。
外面には軸方向に向かう細い帯状の削りが確
認されるものの、荒れのため不明点が多い。
胎土は 3 mm大以下のやや角張った鉱物粒子を
多量に含む粘土質。胎土中に鉱物粒子が目立
つことを除けば、13・ 14層 出上の羽口先端部
の被熱痕や作りとよく似ており、12層 出土品
ではあるが、本来は13層 に伴う可能性が強い。
構成Nα 18と やや似る。

―-270-



構成No 遺物名 地区名 層位
計測値 (cm) 重 量

(g)
磁着度 メタフレ)支 備  考

析

号

分

番
長 さ 厚 さ

27-2 羽
日(鍛冶、先

端部)
1 な し

羽回の先端部破片。先端部そのものは平坦な

面を持ち、外面は既使用のため黒褐色の洋化
部分と灰白色の発泡した部分に覆われている。
羽日の身厚は先端部で1 8cn前 後を測る。通

風孔部はやや粗いヘラ削りにより整形されて

おり、先端部よりの壁面にはひだ状に滓が垂
れ落ちている。胎土は籾殻や 3 mm大以下の石
英質の石粒を含む粘土質。構成No 27-1の羽
口よりやや身厚は厚いものの、内外面の洋化
の程度や滓質はよく似ている。風化は本資料
のほうが少ない。形態的には先端部から基部

側に直線状に伸びるやや細身の羽□と推定さ
れる。

銅塊 12 1 L(● ) 分析資料Nα 7 詳細観察表参照 7

炉壁溶解物 7 9 715 3 な し 分析資料No 8 詳細観察表参照 8

椀形鍛冶津 (/卜 ) 5 9 4 な し

小型の椀形鍛冶津の半欠品。上下面や右寄り
の側部は全面が生きており、左側部がシャー

プな破面となっている。上面は浅い皿状で、
下面はやや不規則な椀形となる。肩部はきれ
いな弧状に発達せず、不規則な形状となって
いる。津は緻密で、下半1/3に は微細な気孔
がやや多い。全体的に津量の少ない条件下で

生成か。

椀形鍛冶滓 (4ヽ ) 6 9 3 な し

やや厚みをもち、ガサガサした椀形鍛冶津の

肩部破片。上下面と右側部が生きており、左

側部は 2面の大きな破面となっている。上面
や破面上部に木炭痕や木炭の噛み込みが目立
つ。噛み込まれた木炭は 8 mm大以下と細かい。
厚みの割に密度が低いのは、木炭の噛み込み
が多いためか。右側部は比較的きれいな弧状
で、中型の椀形鍛冶淳の肩部破片の可能性も

残る。上下逆の可能性も持もつ。

椀形鍛冶滓 K/1ヽ ) 6 1165 3 な し

しっかりした椀形鍛冶津の中核部から側部破
片。上下面と右側部の一部が生きており、左

側部と短軸の両側面が破面となっている。最
大厚みは3 1cm前後を測る。上面は浅い木炭
痕が残る平坦面で、面全体は小さな波状とな
る。右側部には小破面と小さな突出部がある
が、平面的には弧状となる。側面から下面は

浅い皿状で、鍛冶炉の炉床土の剥離痕が残る。
上面の中央部は幅1 8cm程 、帯状に窪んでお

り、工具痕の可能性が強い。滓は級密で気孔
は疎ら。

椀形鍛冶津 (月
二段)

5 3 な し

小型で密度の高い椀形鍛冶滓の中核部から側
部破片。上下面と側部の一部が生きており、
肩部を中心に小破面が取り巻いている。左側
部が層状に分かれており、一種の二段椀形津
である。上面は平坦気味で、ごく浅い木炭痕
と気孔の露出した破面が共存する。側面から

下面はかなり乱れており、底面中央部にはひ
だ状の突出部が生じている。形態的には鍛冶
炉の炉床に生じたひび割れに貫入した津部と

判断される。津は緻密で、気孔は残るがやや
比重が高い。

椀形鍛冶津 (極
′卜)

6 2 な し

極小で扁平な椀形鍛冶滓の肩部破片。上下面
が生きており、右側部も元の形状を残してい

る。それ以外の側部には小破面が連続する。
小型で扁平な滓の割には上下面に木炭痕が目
立ち、特に下面では l cn大の木炭痕に全面が

覆われている。そのためか、椀形鍛冶津といっ

てもしっかりした形状とはならず、単なる滓
片のようにも見える。滓中の木炭痕や木炭組
織を残しており、表皮直下には気孔が連続す
る。

椀形鍛冶滓(中、

含鉄)
7 3990 7 H(○ ) 分析資料No 9 詳細観察表参照 9
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構成No 遺物名 地区名 層位
計測値(cm) 量

＞

重

く
磁着度 メタアレ度 備  考

析

号

分

番
長 さ 厚 さ

椀形鍛冶滓 K/1

含鉄)
6 9 4 銹化 (△)

半円形の平面形をもつ完形に近い含鉄の椀形
鍛冶淳。肩部には小破面をもつ。上面は緩や
かな丘状に盛り上がり、上手側が緩やかに窪
んでいる。表面には浅い木炭痕が連続する。
左手の側面は乱れており、小さな破面と自然

面が混在する。右側部は椀形で、破面が含ま
れるものの、最も椀形鍛冶滓的な面となって
いる。下面の中央部は全体的に平坦気味で、
部分的に木炭痕が強い。含鉄部は上面やや上

手寄りか。

椀形鍛冶滓 (月

含鉄)
579 5 銹化(△ )

肩部の発達の弱い椀形鍛冶津の中核部から側
部破片。破面は左側部と下手側の一部で、そ

れ以外の面は不規則な木炭痕に覆われている。
上面は平坦気味で、小さな波状の面となる。
下面の中央部に、上手側から下手側へ向かう

幅1 3cm程 の樋状の窪みが残されている。こ

れは工具痕の可能性が強い。津は中間層に微

細な気孔が連なり、やや密度が高い。右方向
に向かい厚くなるのは、下面の工具痕により

滓自体が変形しているためか。

椀形鍛冶津団 、ヽ

合鉄)
7 5 銹化 (△ )

半円形の平面形をもつ小型の椀形鍛冶滓。や
や扁平で、左右の側部に小破面が残る。上面
は酸化土砂に覆われており、表面状態がはっ

きりしないが、全体的には左側に傾斜してい

る。下面はやや大きめの気孔の露出した不規
則な面となる。含鉄部は集中せず、全体に磁

着が強めとなる。

椀形鍛冶津 (/卜、

含鉄)
8 5 銹化 (△ )

やや厚みをもった塊状の椀形鍛冶津。左右の

側部が破面で、表面全体を酸化土砂が取り囲
んでいる。酸化土砂は下面の方が厚く、滓自

体は上半部が主体となる。左al部の破面には

黒錆が吹き、大きなひび割れも生じている。
磁着傾向から、含鉄部は芯部と推定される。

椀形鍛冶津(/1ヽ、

含鉄)
6 5 特L(☆ ) 分析資料Nα 10 詳細観察表参照

椀形鍛冶滓 (極

小、含鉄)
7 9 5 銹化 (△ )

滓量の少ない極小の椀形鍛冶津。上下面や側
面の主要部は生きており、左右の側部に小破
面が認められる。上下面の一部は紫紅色が強
く、鍛錬鍛冶津的である。粉炭痕が表面の各
所に残る。津はやや緻密で、表面には気孔が

集中している場所もある。小さめながら、本
来の洋の形状の 8割方を保持しているものと
考えられる。

椀形鍛冶津 (極

小、含鉄)
6 4 銹化 (△ )

薄い酸化土砂に覆われた扁平な含鉄の椀形鍛

冶滓。左側部のみに破面の可能性が残され、
上面寄りの中核部に含鉄部が想定される。部
分的に黒錆も認められる。短軸側の側部に薄
皮状の酸化物が確認されるが、これは二次的
な酸化物の可能性が強そうである。

椀形鍛冶滓 (極

小、含鉄)
6 4 H(○ )

やや小ぶりながら、前者と似た質感をもつ含

鉄の椀形鍛冶滓。上下面と短軸側の側面は生
きており、左側部は破面となっている。全体
に扁平で、表面には微細な木炭痕が残されて
いる。含鉄部は中核部か。

含鉄鉄津 6 9 3 L(● )

茶褐色の酸化土砂に覆われた小塊状の含鉄鉄

滓。下面はやや椀形気味で、左右の側部が破
面状に途切れている。酸化土砂の間から黒錆
の吹いた地の部分が点々と露出している。含

鉄部は中核部で、外観は形状的に丸みをもっ

ているが、本来は構成Nα 42、 43の ような極小
で含鉄の椀形鍛冶津かもしれない。見かけよ

り比重が高いのは含鉄部が主体のためか。

不明津 7 9 10 4 な し

下面に強い木炭痕を残す薄皮状の不明滓。上

面は微細な気孔の連続した波状の自然面で、
側部は全面が小破面となっている。破面の結
晶がかなり発達しており、やや鍛冶津らしく
ない。木炭痕は幅2 5cn、 長さ 3 cmを超える

もので、結晶の発達と併せて、製錬系の炉内

岸の破片のような印象を受けるが、精錬鍛冶
津の場合もあろう。鍛冶原料としての製錬鉄

塊系遺物の津部の可能性をもつかもしれない。
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構成Nα 遺物名 地区名 層位
計測値 (cm) 量

＞

童

く
磁着度 メタル度 備  考

析

号

分

番
長 さ 幅 厚 さ

羽□(鍛冶、体

部～基部)
9 2158 1 な し 分析資料No■ 詳細観察表参照 11

羽口(鍛冶、体

部～基部)
5

、

８

Ю

歩
l な し

基部がラッパ状に開く羽国の端部片。基部側
は外面が二段の裾拡がりに成形され、端部は

平坦な面をなす。面は荒れており、成・整形

痕は不明。通風孔部に連なる内面は不定方向
の削りにより粗く整えられており、吸炭気味。

胎土は石英質の石粒や粒子をかなり含むもの

で、土器に近い胎上を用いている。僅かに籾

殻の混和も確認される。基部に向かい三段に

据拡がりとなる羽回の基部破片と推定される。
9層出土品ではあるが、平安時代には一般的
でない古い形態をもつ羽口である。奈良時代
の羽日の可能性をもっている。

銅  塊 7 9 ユ 特L(☆ ) 分析資料No 12 詳細観察表参照

小形銅鏡 7 9 226 1 特L(☆ ) 分析資料No 13 詳細観察表参照 13

椀形鍛冶津 C/1ヽ ) 6 不 明 2 な し

上下面や側面が不規則な凹凸に覆われた小型
の椀形鍛冶津。側面から肩部にかけて木炭痕

や破面が交互に残されている。上手左寄りの

肩部には羽口由来の発泡した溶解物が小範囲
に残されている。下面は木炭痕が連続した浅
い椀形で、かなり乱れた形態をもつ。滓は級

密な部分と気孔の目立つ部分が併存する。津

量が少なく、発達の不十分な小型の椀形鍛冶

滓の中核部破片か。

椀形鍛冶津(小、

含鉄)
9 不 明 3 し(● )

薄皮状の二次的な酸化物や黄褐色の酸化土砂
に覆われた小型の椀形鍛冶滓。上下面と下手

側の側面が生きており、上手側と左右の側部
が破面となっている。含鉄部が広いためか、

比重が高い。上面はほぼ平坦で、下面から側

面は木炭痕により不規則な形状となっている。

小型で含鉄の椀形鍛冶津の中核部から側部に

かけての破片であろう。部分的に黒錆や放射

割れが生じ始めている。

炉壁(鍛冶炉、

羽日付き)
7 不 明 1 な し

肩部に羽口先の顎部の痕跡を残す鍛冶炉の炉

壁片。内面は滓化して発泡したり、木炭痕が

残ったりしている。滓化した最大厚みは13
cnに も達し、羽口先部側の滓化が進んでいる。

羽口の身厚を反映したものか、肩部に厚さ 8

mm程の粘土質由来の破面を生じている。炉壁

胎土は練りの粗い微細な鉱物粒子を含む粘質

上で、部分的に籾殻の混和が目立つ。周辺の

砂丘を構成する砂粒を混和したにしては、鉱

物粒子は微細な印象を受ける。羽口自体の胎

土情報ははっきりしない。裏面は鍛冶炉の掘

り方に部分的に接していた可能性をもつ。炉

壁の滓化 した表面からの最大厚さは3 2cnlを

測り、灰褐色から灰黒色に被熱している。
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第 5章 中野清水遺跡出土金属関連遺物の考古学的観察
1.調査の手順

鉄関連遺物については、本遺跡で行われていた金属器製作の技術力、及び技術の伝来や素材の輸

入の経路を知るため、金属鉄の残存状況が良好なものを抽出し、資料観察表と実測図の作成、写真

撮影を行った。

資料の抽出、資料観察表の作成は穴澤義功氏の指導を受けて久保田が行い、分析資料の切断箇所

は大浮正己・鈴木瑞穂両氏 (九州テクノリサーチ)と穴澤 。久保田 (島根県埋蔵文化財調査センター)

が協議して決定した。また、金属学的な調査については大澤・鈴木両氏に依頼し、分析結果につい

ては両氏と発掘担当者で協議している。

2.観察表の見方

観察表は、新潟県北沢遺跡における製鉄関連遺物の検討で採用された様式
Q)を基本とし、分析項

目、分析結果の概要などを加えた様式を用いている。主な項目の見方は以下の通りである。

(1)遺物種類 金属学的な分析を行う前に、考古学的な観察により判定した遺物の種類である。
(2)法  量 資料の現存する最大長、最大幅、最大厚、重量を計測したものである。
(3)磁 着 度 鉄滓分類用の「標準磁石」をマニュアルにより用いて、 6 mmを単位として資料との

反応の程度を 1か ら数字で表現した。数値が大きいほど磁性が強いの。

催)遺 存 度 資料が完形品か、破片か、半分程度の残存かを示す。
(5)破 面 数 資料が破片の場合、破面がいくつあるかを示す。
(6)メ タル度 埋蔵文化財専用に整準された小型金属探知機によって判定された金属鉄の残留の程

度を示すもので、基準感度は次の通りである。

H  Hは 最高感度で、ごく小さな金属鉄が残留することを示す。
M  Mは 標準感度で、一般的な大きさの金属鉄が残留することを示す。
L  Lは 低感度で、やや大きな金属鉄が残留することを示す。
特 L ttLは 低感度で、以上の大きな金属鉄が残留することを示す。

(7)分  析 どの分析をどの部分について行うかを○印で示す。
(8)所  見 器種、形態的特徴や破面、断面の状況、木炭痕や気孔の有無、及び付着物やその他

の状況について記す。

(9)分析箇所 資料のどのような部分を調査・分析するのかを記す。また、観察表下の実測図の網
掛け部分は分析に供 した試料の位置を記す。

こ0 分析所見 分析結果のうち、鋼種、製造履歴、熱処理や加工の方法等の要点、推定される時代
や生産地を記 した。

註

(1)『北沢遺跡群』(新潟県豊浦町教育委員会、1992年 )

(2)小林信一「製鉄遺跡の発掘調査と整理について」『研究連絡誌』32(千葉県文化財センター、1991年 )
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資料番号 1

出土状況

遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 No 1

分

析

項  目 津  |メ タル

控齢幹ＥＰＭＡ勅時帷

一〇

〇

〇

出上位置 6区、M-43、 14層 時期 :根拠 古墳時代前期 :出土土器

試料記号

検 鏡 :NAK-1

化 学 :NAK-1

放射化 :一

計

測

値

長径  4 6cm

短径  30卿

厚さ 2 0cm

重量 475g

色   調

表 :茶褐色～黒褐
色

遺 存 度 破片

地 :黒褐色 破 面 数 ○

磁 着 度 3 前 含 浸
遺物種類
(名称)

椀形鍛冶滓 (ノト)
一
化
一過

硼
Ａ
鱚

力
与必
Ｘ

メタル度 な し 断面樹脂

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整楕円形をした小型の椀形鍛冶岸の中核部破片。上下面は生きており、側面 5面が破面。破面数は 5を数え

る。上下面が平坦気味で、上面には 7 mm大以下の木炭痕が浅 く残されている。上手側の側面は上半分に小さな破面を

もち、下半部はもとの椀形鍛冶岸の側部を残 している。立ち上がりは比較的強い。また、津の側部や破面に横方向の

気孔や隙間が確認される。二段椀形鍛冶滓というほどではないが、滓が生成されるにあたって原料単位または工程が

二つに分かれていたためかもしれない。下面は中小の気孔を残す不規則な面で、鍛冶炉の炉床面に全てが接 していた

とは考えにくい。滓はやや緻密で、破面にはわずかな光沢をもっている。滓表面の一部が明褐色や淡緑色となってい

るが、風化のためか滓の成分的なものかがはっきりしない。含鉄の椀形鍛冶滓ではないが、上面の中央部は錆色とな

り、磁着もわずかに強めとなる。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、滓部は表面 。地とも黒褐色となる。

短軸端部1/3を直線状に切断し、滓部を分析に用いる。残材返却。

本資料の出土した6区第14層 は古墳時代前期の遺物を伴い、分析資料No lか らNo 3は この時期に相当する鍛冶関連遺物の可能性がある

とされている。14層出土品のうち、鉄関連遺物として構成された遣物としては小型の椀形鍛冶津が2点、藝状の鉄製品が1点、通風孔

部の径が一定しない粘土質の羽口が5点と羽口破片が5点含まれている。それ以外の報告遺物としては、小型の鉄製品や鏃等がある。

なお、14層出上の羽口が古墳時代前期に属する資料とすれば、山陰地方の出土例としては最もまとまった資料となり、椀形鍛冶津との

関係や鍛冶素材の問題が注目されよう。また、第13層出上の椀形鍛冶滓や羽国も14層出土品とやや似た特色をもっていることも留意す
べき点である。この、14層出上の羽国のいくつかは外形的な特色が畿内の5世紀代のものと共通点を持ち、14層出土品が全て古墳時代

前期に属するとするよりも、第13層の所属時期とされる古墳時代中期にまたがる可能性も残されているものと見ておきたい。

上面

下面

0                  5cm
S=1/1
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資料番号 2

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 No 3

分

析

項  目 岸  |メ タル

出上位置 4区、K-37、 14層 時期 :根拠 古墳時代前期 :出土土器

マ ク ロ ①

鏡
度

▲
析
学
度

ＰＭ一紳
　
火

検

硬

Ｅ
文

化

耐

○

○

○

試料記号

検 鏡 :NAK-2

化 学 :一

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  3 6cm

短径  0 9cm

厚さ 0 8cm

重量 232g

色  調

表 :茶褐色～黒褐
色

遺 存 度 破片

地 :黒褐色 破 面 数

磁 着 度 前 含 浸
遺物種類
(名称)

鉄製品

(鍛造品、藝)

カロリー

放 射 化
X線透過

メタル度 H(○) 断面樹脂 ○
∩

観察所見

分析部分

備  考

頭部が酸化土砂により塊状となった藝状の鉄製品。下端部が短く突出しており、藝の頭部付近の破片の可能性をもっ

ている。透過X線像では長さ2 9cn前後で、足部側の端部が欠けている。また、頭部側は打撃によりやや広がっている
ような像を示している。頭部の最大幅は 2 cm前後、頭部と体部の変換部分の幅は1 45cm前後、足部側の端部の幅は11

cmを測る。厚み方向の透過X線像は未撮影のため数値は明示できないが、足部側に向かい徐々に薄くなる楔状の外観
を示す。透過X線像には、かすかに長軸方向に伸びる鍛接線状の筋目が確認されるため、鍛造品と見ておきたい。側
部 4面がきれいな平坦面をなす扁平な棒状の鉄製品である。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、地は黒褐色とみられ

るが、外周部に固着した酸化土砂が厚く、不明点が多い。

短軸端部 1/4を 直線状に切断し、メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

藝の頭部から体部にかけての破片と推定される鉄製品。報告書上では鉄関連遺物に含めた上で分析資料にも加えてい

る。但し、本資料の出土位置は4区 14層であり、鍛冶関連の羽口が集中的に出土している6区とは70～80m離れてい
る。

上面

下面

S=1/1
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資料番号 3

出土状況

遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 Nc

分

析

項 目 胎土淳

マクロ』幹ＥＰＭＡ枷時薩一

出上位置 6区、 P.No 786、 14層 時期 :根拠 古墳時代前期 :出土土器

試料記号

検 鏡 : 一

化 学 :NAK-3

放射化 : 一

計
　
測
　
値

外径  8 1cm

内径  3 2cm

厚さ 21～
2 8cn

重量 874g

色  調

表 :灰色～褐色～
灰褐色

遺 存 度 破片

地 :褐色～灰褐色 破 面 数 ○

○

磁 着 度 l 前 含 浸

遺物種類

(名称)

可可[]

(鍛冶、体部)

カロリー

放 射 化
メタル度 な し 断面樹脂 X線透過

観察所見

分析部分

備  考

鍛冶羽口の体部破片。内外面が生きており、側部片側と長軸側が全面破面となっている。外面は右端部がわずかに灰

褐色に被熱した程度で、鍛冶に用いられてはいるが、滓化した部分は現状では欠落している。外面の整形は縦横方向

の削りやナデとなる。通風孔部は完全な筒状ではなく、大きな凹みや低い突出部が残されている。孔部の削り痕は長

軸方向が先で短軸方向の快るような痕跡が後となる。胎土は籾殻をまばらに含み、植物質の細い繊維を多量に混和し

た粘土質である。外面には 2 mFr大以下の石英質の石粒がやや目立つが、胎土自体にはこうした石粒は少ない。色調は

表面が灰色、褐色、さらには灰褐色に被熱し、地は褐色から灰褐色となっている。

短軸端部 1/3を 直線状に切断 し、羽口として分析に用いる。残材返却。

6区第14層 は密度の高い粘土質の胎土を用いた羽口が本遺跡としては最も集中して出土している。第14層 は本遺跡出上の鍛冶関連遺物

を伴う最下層であり、時期的には古墳時代前期に相当するとされているため、山陰地方での羽口出土例としては最もまとまった資料と

なる。
6区第14層 出上の羽回は、胎土や成・整形の手法がややまちまちで、通風孔部の径も2 5cmか ら3 3cnと 幅をもっている。胎土で大き

く区分するとすれば、10点がおよそ 5種類に分かれる。使用角度はいずれも緩めである。構成された羽口 9点のうち、構成Nα 4と 構成

Nα 7は使用による被熱痕が弱い。羽口はしっかりした外観をもつわりには造りが一定せず、通風孔部の成・整形はかなり粗いものが多

い。これが古墳時代前期の鍛冶技術の姿を一部反映している可能性を想定すべきか、古墳時代中期にまで所属時期を広げる方が良いの

か、現状では判断しにくい。

一ぐ

S=1/1

上面
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資料番号 4

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 Nα

分

析

項  目 滓  !メ タル

出上位置 3区、I-21、 13層 時期 :根拠 古墳時代中期 :出土土器

マ ク ロ

鏡
度

▲
析
学
度

ＰＭ一綴
　
火

検

硬

Ｅ
文

化
耐

◎

○

試料記号

検 鏡 :NAK-4

化 学 :NAK-4

放射化 : 一

計

測

値

長径  3 4cn

短径  2 4cm

厚さ 1 9cm

重量 187g

色  調

表 :黄褐色～黒褐

地 :黒褐色

遺 存 度 破片

破 面 数 3 ○

磁 着 度 4 前 含 浸
遺物種類
(名称)

椀形鍛冶滓
(小、含鉄)

カロリー

放 射 化
メタル度 銹化 (△) 断面樹脂 X線透過 ∩

観察所見

分析部分

備  考

小型の椀形鍛冶淳の中核部から肩部破片。上下面と右側面の一部が生きており、主破面は左側面と上手側である。破

面数は3を数える。表面には黄褐色の酸化土砂が固着し、黒褐色の滓部も露出している。上面は緩やかに盛り上がり、
下面は浅い皿状となっている。下面には中小の気孔が露出している。破面の気孔は比較的少ないが、左側部の破面で

は中間層が連続した気孔となって残っている。滓の結晶は発達気味で、風化も加わったためか、顆粒状に光っている。

含鉄部は上手寄りの肩部と推定されるが、銹化して黒錆となっている。色調は表面の酸化土砂が黄褐色で、滓部は表

面・地とも黒褐色である。

短軸端部 1/2を 直線状に切断し、滓部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

本資料の出土した 3区第13層 は古墳時代中期の遺物を伴出する包含層である。鍛冶関連遺物としては、小型で含鉄の

椀形鍛冶津が 2点と、構成No 17の ような基部に向かってラッパ状に開く羽口、やや細身で比較的筒状の羽口などが出
土している。羽回の形態自体にはやや差があるが、胎土の質や小形の椀形鍛冶滓との組み合わせは、古墳時代前期と
される第14層出上の鍛冶関連遺物とも比較的似た傾向をもっており、14層出土品の一部が古墳時代中期に迄下るので
はないかと疑わせる理由にもなっている。今後の課題であろう。

上面

下面

0                  5cm
S=1/1
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資料番号 5

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 No

分

析

項 目 岸 メタル

マ ク ロ

検  鏡
硬  度
EPMA
X線解析
化  学
耐 火 度

出上位置 9区、 P Nol16、 12層 時期 :根拠 8世紀 :出土土器 一◎

○

試料記号

検 鏡 :NAK-5

化 学 :NAK-5

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  8 0cm

短径  6 2cn

厚さ 3.5cm

重量 1925g

色  調

表 :茶掲色～

黒褐色・灰色

地 :黒褐色・灰色

遺 存 度 破片

破 面 数 ○

磁 着 度 5 前 含 浸

遺物種類
(名称)

椀形鍛冶滓

(中、含鉄)

一
化
硼
射
力
放

メタル度 H(○ ) 断面樹脂 ○ X線透過 ○

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整台形をした中型の椀形鍛冶岸の中核部から側部破面。上下面と右手側の側部の一部が生きており、主破面

は左側部と短軸側の両側部の一部である。上面や側面は全体的に酸化土砂が厚く、土砂中には粉炭が多量に含まれて

いる。下面は 7割ほどの範囲で灰色の鍛冶炉の炉床上がやや厚く固着している。炉床土はキメが細かく、骨針が確認

されるため、海成の粘土と考えられる。最大厚みは 9 mmに 達する。椀形鍛冶淳の上面は浅い皿状で、肩部には木炭痕

が目立ち、やや発達が弱い。岸部自体の最大厚みは約 2 cmで、見かけより厚みが薄い。内部にも不規則な気孔や隙間

が残る。下面は側部寄りに滓が露出しており、炉床土の圧痕が主体となる。含鉄部は上面沿いの小範囲に分散してい

る。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、滓部は黒褐色から一部、青黒い光沢をもつ。炉床土は灰色、地は津部が黒褐

色である。

短軸端部1/3を直線状に切断し、滓部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

中型の椀形鍛冶滓ではあるが、肩部の発達が弱く、そう大きくはならない可能性が強い。底面に固着する炉床土は厚

く、海成の粘土を用いている。胎土中には特に混和物は無く、遺跡周辺の粘土を掘り取って用いたものであろうか。

S=3/4
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資料番号 6

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 血

分

析

項 目 津 メタル

出土位置 6区、M-46、 12層 時期 :根拠 8世紀 :出土土器
マ ク ロ ○

検  鏡
硬  度
EPMA
X線解析
化  学
耐 火 度
カロリー

放 射 化
X線透過

一◎

○

試料記号

検 鏡 :NAK-6

化 学 :一

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  3 8cm

短径  2 4cm

厚さ 1 8cm

重量 229g

色  調

表 :茶褐色・灰色
～灰黒色

遺 存 度 破片

地 :灰色～灰黒色 破 面 数 3

磁 着 度 3 前 含 浸
遺物種類
(名称)

椀形鍛冶滓
(小、含鉄) メタル度 L (0) 断面樹脂 ○ 一〇

観察所見

分析部分

備  考

含鉄で小型の椀形鍛冶滓破片。上下面と右手から上手にかけての側面が生きており、残る側面 2面が破面となってい

る。破面数は3を数える。上面は大きな波状で右側面と同様、微細な木炭痕に覆われている。下面はやや木炭痕が大
きめで凹凸が目立つ。破面の気孔は不規則で場所により疎密がある。滓の厚みは1 5cln前後で、全体的にはやや板状と

なっている。含鉄部は右側部の上半が主体。色調は表面の酸化土砂が茶褐色で、滓部は表面 。地とも風化が進み、灰
色から灰黒色となっている。

短軸端部1/2を直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

本遺跡の14層から9層にまたがって比較的数多く出土している小型の椀形鍛冶滓の一つである。元の滓量が少ないた
めか肩部や全体形状が不定形である。

上面

下面

0                  5cm
S=1/1
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資料番号 7

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 No

分

析

項  目 滓 メタル

出上位置 8区、 J-47、 12層 時期 :根拠 8世紀 :出土土器

幹幹ＥＰＭＡ一勅時帷一カロリ．卿一抑

○

○

〇
一

試料記号

検 鏡 :NAK-7

化 学 :NAK-7

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  3 5cm

短径  1 3cm

厚さ 12側

重量 281g

色  調

灰白色。濃茶
褐色～黒褐色

表
遺 存 度 破片

地 :濃茶褐色～黒
褐色

破 面 数 1 ○

磁 着 度 1 前 含 浸

遺物種類

(名称)
銅塊 メタル度 L (0) 断面樹脂 ○

○

観察所見

分析部分

備  考

上手側の側部が破面となった不規則な流動状の銅塊。左側部が流動しつつ突出し、右手側の側部には木炭痕様の窪み

を持つ。上面は比較的きれいな面をなし、下面は短軸方面に向かい浅い樋状で、その表面には土砂や炉壁片のかすか

な圧痕を残している。一部に 2 nl■l大以下の炉壁片を噛みこんでいる。銅自体の密度は高く、上手側の側面は打ち欠か

れたようなシャープな破面となっている。色調は上面の一部が灰白色で、地は表面 。地とも濃茶褐色から黒褐色とな

る。下面はやや鉄錆色。

短軸端部1/4を直線状に切断し、メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

分析資料配12に比べて本資料の方が厚みもあり、自由に流れている印象をもつ。下面には炉壁粉を噛み込んでおり、

周辺で銅系の製品の鋳造が行われていた証拠となるかもしれない。同じ銅塊ではあるが分析資料配12と は出土地区や

グリッドが異なっている。

換 さ

?

上面

下面

0                  5cm
S=閉
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資料番号 8

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 Nα

分

析

項  目 滓 胎土

出上位置 7区、 P-46、 9層 時期 :根拠 奈良～平安時代 :出土土器

マ ク ロ

鏡
度
▲
析
学
度

ＰＭ一解
　
火

検

硬

Ｅ
支

化

耐

○

試料記号

検 鏡 :NAK-8

化 学 : 一

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  6 9cm

短径  3 1cm

厚さ 3 7cm

重量 715g

色  調

表 :黒色～コバル
トて■

地 :黒色～コバル
ト色

遺 存 度 破 片

破 面 数 8

磁 着 度 3 前 含 浸
遺物種類
(名称)

炉壁溶解物

カロリー

放 射 化
X線透過

メタル度 な し 断面樹脂

観察所見

分析部分

備  考

表裏面に 2 cm大前後の木炭痕が目立つ炉壁または羽口溶解物の破片。上下面の一部が生きているのみで、木炭痕や小

さな破面に覆われている。破面数は8を数える。表面や木炭痕の一部に、光沢を持った黒鉛化木炭に似た鉄銹化物が

点々と残されている。下面の中央部寄りは小さな顆粒状に発泡しており、一部が小さく垂れている。この発泡状態は

通常、羽口先や通風孔部の周辺でよく見られる滓質で、単なる炉壁片とは考えにくい。滓は黒色からやや茶色味を帯

びたガラス質で、部分的にコバルトに近い色調を示している。

短軸端部1/3を直線状に切断し、炉壁溶解物として分析に用いる。残材返却。

鍛冶系の滓や羽口に加えて、わずかな銅塊を伴なう遺物群の中ではやや特異な遺物である。一見、山陰道建設に伴っ

て発掘された菅原横穴墓群出土の鉄系溶解炉の炉壁片と外見がよく似ている。鍛冶炉は一般的に酸化雰囲気による操

業がなされるために、黒鉛化木炭と呼ばれる鉄置換物質が生成されにくいとされている。その意味では、遺物群の中

では説明しにくい資料である。出上位置も9層とされており、中野清水遺跡の鍛冶関連遺物の中では比較的新しい段
階の上層に当たる。なお、 9層に伴出する土器は奈良時代から平安時代に相当する。

5cm
S=4/5

上面
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資料番号 9

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 No

分

析

項  目 滓  |メ タル

出土位置 7区、O-46、 9層 時期 :根拠 奈良～平安時代

マ ク ロ
鏡

度

▲
析
学

度

ＰＭ
一紳

　
火

検

硬

Ｅ
頂

化

耐

◎

○

試料記号

検 鏡 :NAK-9

化 学 :NAK-9

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径 10 6cm

短径  7 7cm

厚さ 4 0cm

重量 3990g

色  調

表 :茶褐色～黒褐
色～紫紅色

遺 存 度
破片

地 :黒褐色 破 面 数 5 ○

磁 着 度 7 前 含 浸
遺物種類

(名称)
椀形鍛冶滓
(中、含鉄)

一
化
一過

硼
一
繕

力
放
支メタル度 H(○ ) 断面樹脂 ○

∩

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整五角形をした中型の椀形鍛冶滓の中核部破片。上下面が生きており、側面は比較的シャープな破面に囲ま

れている。上面は平坦気味で、1 5cm大以下の木炭痕がやや密に残されており、わずかに突出する右側の下手部分は磁

着が強い。黒錆を生じており、含鉄部が滓表皮直下に残るものと推定される。側面から下面は緩やかな皿状で、 l cn

大以下の木炭痕と鍛冶炉の炉床土の剥離面が共存している。津はやや緻密で比重が高く、破面の一部は結晶が発達す

る。下手側の側面の破面はやや密度が低く、内部にも木炭痕が確認される。色調は表面が茶褐色から黒褐色で、木炭

痕や破面の一部には酸化色の一種である紫紅色が目立つ。

短軸端部1/4を直線状に切断し、津部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

本遺跡出上の椀形鍛冶岸としては最も大型のものである。側面の破面の状態や滓全体の外観から見て、径15cnlか ら20

cm近い大きさをもつ椀形鍛冶滓になる可能性もある。含鉄部が上面の表皮沿いに低い盛り上がりとして残されており、

精錬鍛冶段階の素材の落ち込みであろうか。

本

Ｊ

式

川／１ゃ４
ち
甫

0                 5cm
S=3/5
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資料番号 10

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 配

分

析

項  目 滓  |メ タル

出土位置 6区、南壁 トレンチ 時期 :根拠 奈良～平安時代 :出土土器
二
鏡

度

▲
析

学
度

ク一　
　
ＰＭ一紳
　
火

Ｆ
検

硬

Ｅ
文

化
耐

①

◎

○

○

試料記号

検 鏡 :NAK-10

化 学 :NAK-10

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  5 2cm

短径  2 3cm

厚さ 1 9cm

重量 558g

色  調

表 :黄褐色～黒褐
色

遺 存 度 破片

地 :黒褐色 破 面 数 3 ○

磁 着 度 5 前 含 浸
遺物種類
(名称)

椀形鍛冶滓
(小、含鉄)

カロリー

放 射 化
X線透過

メタル度 特 L (☆ ) 断面樹脂 ○
∩

観察所見

分析部分

備  考

平面、不整台形をした含鉄の椀形鍛冶岸。酸化土砂が厚く、わかりにくい面もあるが、鉄部の範囲がやや広い資料と

考えられる。上下面は生きており、側面や肩部に小さな破面が点在する。破面数は3を数える。側部の内、右側面は

元の椀形鍛冶滓の形状を比較的良く残している。一方、左側部は大きな破面となり、滓の形態が乱れている。上面は

中央部がやや盛り上がり、肩部に向かいなだらかな傾斜をもつ。短軸方向の中央部は僅かに窪んでいる。側面の立ち

上がりが比較的急で、底面の中央部が突出気味となる。その表面にはかすかに木炭痕が確認される。側部に残る破面
は鉄部の銹化のためか黒褐色の錆色が強い。磁着は左側部を除いて全般に強めとなる。色調は表面の酸化土砂が黄褐
色で、含鉄部は黒褐色、地も黒褐色である。

短草由端部1/3を 直線状に切断し、メタル部を中心に分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

小型ながら含鉄部の比較的しっかりした椀形鍛冶滓と考えられる。外周部の銹化が進んでいるが、本遺跡出土の小型
の椀形鍛冶淳の中では最も鉄部の比率が高い。滓中に鉄部が落ちたものというよりは、むしろ、鍛冶鉄塊系遺物とす
べき遺物かもしれない。

ゝ

佃

＼＼
上面

下面

0                  5cm
S=1/1
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資料番号 11

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 Nα

分

析

項  目 滓 メタル

出上位置 6区、 9層 時期 :根拠 奈良～平安時代 :出土土器

マ ク ロ
鏡

度

▲
析
学

度
ｉ

化
一過

ＰＭ
一紳

　
火
一ロリ
ユ

纏

検

硬

Ｅ
Ｘ
化

耐
万

放
茨

○

試料記号

検 鏡 :NAK― ■

化 学 :NAK-11

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  7 4cm

短径  2 7cm

厚さ 21～
2 5cn

重量 2158g

色  調

表 :灰褐色～灰黒
色～淡赤褐色

遺 存 度 破片

地 :灰褐色 破 面 数 9 ○

○
磁 着 度 1 前 含 浸

遺物種類
(名称)

羽口

(鍛冶、体部～基部) メタル度 な し 断面樹脂

観察所見

分析部分

備  考

鍛冶羽口の先端部寄りの体部から基部にかけての破片。先端部が欠落し、辛うじて基部の一部を残している。羽口径
の1/2のみが残り片側は欠けている。外面・通風孔部とも、基部に向かいやや開き気味となっている。破面数は9を
数える。外面には長軸方向に向かい、幅 l cnl以下の費巻き痕状のナデが連続して残されている。基部はやや丸みをもっ

た端部を経て、直線状に途切れている。外面の被熱状態は先端部側から、明褐色・薄い滓化 。弱い吸炭・褐色・淡赤

褐色の順となっている。内面の通風孔部は先端部側で幅2 3cnlを測り、基部側は欠落して大きな破面となる。胎土は、
2 5mm大以下の石英質主体の粗い石粒を交えた粘質土で、ややザラザラした荒れ方となっている。小さな岸片も少数含

まれている。短い繊維質も確認されるが、混和したというよりも、粘土自体に含まれていた植物の根などとも考えら

れる。練りはやや甘く、わずかに隙間を生じている。色調は表面・地ともまちまちとなる。外面は基本的には灰褐色

で、胎土は灰黒色や淡赤褐色に被熱している。また、外面の被熱痕は斜め左上に向かい縞状となっている。

短軸端部1/4を直線状に切断し、羽口として分析に用いる。残材返却。

比較的短い羽口で、外面には貨巻き状の太いナデが走っている。通風孔部は先端部に向かってやや絞られている。こ

うした形態の羽口は、 6 7世紀代に比較的目立っている。

ノ
生
く

S=9/10

上面

―-285-―



資料番号 12

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 h

分

析

項  目 岸  |メ タル

出土位置 7区、O-48、 9層 時期 :根拠 奈良～平安時代 :出土土器
二
鏡
度

▲
析

学
度

ク一　
　
ＰＭ一綴
　
火

Ｆ
検

硬

Ｅ
茨

化
耐

○

試料記号

検 鏡 :NAK-12

化 学 :NAK-12

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  7 4cm

短径  0 8cm

厚さ 1 5cm

重量 571g

色  調

表 :灰褐色・赤銅
色

遺 存 度 完形

地 :赤銅色 破 面 数 0 ○

○
磁 着 度 1 前 含 浸

遺物種類
(名称)

銅塊
一
化
一過

ロリ
射
一繕

力
放
支メタル度 特 L (☆ ) 断面樹脂 ○

観察所見

分析部分

備  考

弧状に反りかえった不規則な形態をした銅塊。はっきりした破面はほとんど無く、ほぼ完形品と考えられる。上面は

皿状で、表面はわずかに凹凸をもっている。側部は上手側と右側が不規則に突出する。下面は全体的には椀形となっ

ているが、左半分の底面中央部が上手側と右方向に向かい細長く突出する。下手側と左側面の一部はまとまりが良く、

側面から肩部にかけては徐々に薄くなって終っている。下面には僅かに木炭痕らしき窪みが残るが、はっきりしたも

のでない。端部の各所に地の銅部分が赤銅色として確認される。緑青が左側部に斑点状に確認される。色調は表面に

薄く残る酸化土砂が灰褐色で、地の金属部は赤銅色となる。

長軸端部 1/3を直線状に切断 し、 メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

上面が大きく反りかえる自然面となり、側面から下面は何かに接していた痕跡を残す銅塊である。下面の突出部を重視すれば、鋳造時
の鋳型のつなぎ目や文様としての沈線にかかわる可能性もあろう。そうした場合、上面は中子側に接していたかもしれない。狽」部が不

規則に突出気味で、流れかかっている印象を受ける点も重要であろう。可能性としては、湯こばれというよりも立体的な鋳造品に流し

こんだものの、溶銅がきれいに回らず途中で固化したものであろうか。こうした可能性があるとすれば、短軸方向が上下方向を向き、
上面の反りかえりが鋳造されるべき製品の弧の一部をなすかもしれない。厚みは2 5mm弱 を意図したものであろうか。なお、分析資料
No 13の小型銅鏡は傍製品の可能性もあるが、出土地区が 7区で出土グリッドが比較的近いということから、素材としての可能性を探る

目的で、分析資料に加えたものである。

S=1/1
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資料番号 13

出土状況
遺 跡 名 中野清水遺跡 遺 物 No

分

析

項  目 滓 メタル

二
鏡
度
▲
析
学
度
一

ク一　
　
ＰＭ一解
　
火
一

Ｆ
検

硬

Ｅ
文

化
耐
一

①
一〇

〇

〇

出上位置
7Ⅸ  ①-46)(は N-46
層付ス HH 時期 :根拠 不明

試料記号

検 鏡 :NAK-13

化 学 :NAK-13

放射化 : 一

計
　
測
　
値

長径  4 5cm

短径  4 4cn

厚さ 0 5cm

重量 226g

色  調

表 :濃茶褐色～赤
銅色

遺 存 度 完形

地 :赤銅色 破 面 数 0 ○

磁 着 度 1 前 含 浸
遺物種類
(名称)

/1ヽ⇔同鏡

カロリー

放 射 化
X線透過

メタル度 特 L (☆ ) 断面樹脂 ○
∩

観察所見

分析部分

備  考

完形の小型銅鏡。外面の中央部には盤があり、肩部は肥厚してやや丸みをもっている。文様はほとんどはっきりせず、

緩やかな凹凸が表面に確認できるのみである。鏡面は荒れてしまい、表面にうっすらと砂質の酸化土砂が貼り付いて

いる。また、荒れの結果として赤銅色の地色が広がっている。鏡面の中央部が l cm程 の範囲で僅かに凹んでいるのは、

鉦の形を補正したためであろうか。色調は表面の酸化土砂が濃茶褐色で、地色は赤銅色となる。

外周部を小さくV字状に切り取り、メタル部を分析に用いる。残材断面に樹脂塗布。残材返却。

小型の銅鏡。背面の文様がはっきりせず、小型傍製鏡の可能性が高い。表面は風化や銹化が進んでいるが、金属の地

自体は残りが良く、緑青等の酸化物は全く見られない。同サイズの小型銅鏡は古墳時代にも存在し、14層の所属時期

である古墳時代前期の遺物であってもよいが、資料そのものの出上位置は、分析資料No12のバリ状の銅塊が出土した

7区 0-48・ 9層 と極めて近い位置である。銅製品を鋳造するための素材、あるいは逆に小型銅鏡が鋳造された可能

性を検討する目的で、分析資料に選定されている。

イ
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第 6章 自然科学分析

第 1節 中野清水遺跡出土鍛冶・銅関運遺物の金属学的調査

大澤 正己・鈴木 瑞穂 (九州テクノリサーチ・TACセンター)

1,いきさつ

中野清水遺跡は島根県出雲市中野町に所在する。弥生時代中期後葉から近世初頭までの遺構が検

出された複合遺跡である。古墳時代及び奈良～平安時代の層位から、鉄滓などの鍛冶関連遺物と、

銅塊 (青銅塊)な ど銅ないし銅合金の鋳造に伴う遺物が検出された。そこで各時期の金属器生産の

実態を検討するため、金属学的調査を実施した。

2.調査方法

2-1.供 試材

Table.1に示す。鍛冶及び銅関連遺物計13点の調査を行った。

2-2.調 査項目

(1)肉眼観察

遺物の外観上の観察所見を簡単に記した。

(2)マ クロ組織

本来は肉眼またはルーペで観察した組織であるが、本稿では顕微鏡埋込み試料の断面全体像

を、投影機の10倍 もしくは20倍で撮影したものを指す。当調査は、顕微鏡検査によるよりも広

い範囲にわたって、組織の分布状態、形状、大きさなどの観察ができる利点がある。

(3)顕微鏡組織

滓中に晶出する鉱物及び鉄部の調査を目的として、光学顕微鏡を用い観察を実施した。観察

面は供試材を切り出した後、エメリー研磨紙の#150、 #240、 #320、 #600、 #1000、 及びダイヤ

モンド粒子の 3μ とlμ で順を追って研磨している。なお金属鉄の調査では 5%ナ イタル (硝

酸アルコール液)、 金属銅の調査では酢酸・硝酸 。アセ トン混合液を、腐食 (Etching)液に

用いた。

(4)ビ ノヽカ~ス断面硬度

鉄滓中の鉱物 と、金属鉄の組織同定を目的として、 ビッカース断面硬度計 (Vickers

Hardness Tester)を 用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に186° の頂角をもっ

たダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度

値としている。試料は顕微鏡用を併用した。また試験荷重は対象面積が小さい鉱物は50gf、 通

常は200gfで実施している。

(5)EPMA(Electron Probe Micro Analyzer)調査

化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定を目的とする。

分析の原理は、真空中で試料面 (顕微鏡試料併用)に電子線を照射し、発生する特性X線を
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分光後に画像化し、定性的な結果を得る。更に標準試料とX線強度との対比から元素定量値を

コンピューター処理 してデータ解析を行う方法である。

(6)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分 (Total Fe)、 金属鉄 (Metallic Fe)、 酸化第一鉄 (FeO):容量法。

炭素 (C)、 硫黄 (S):燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化碓素 (Si02)、 酸化アルミニウム (A1203)、 酸化カルシウム (CaO)、 酸化マグネシウ

ム (MgO)、 酸化カリウム (K20)、 酸化ナトリウム (Na20)、 酸化マンガン (MnO)、 二酸化

チタン (Ti02)、 酸化クロム (Cr203)、 五酸化燐 (P205)、 バナジウム (V)、 今同 (Cu):ICP

(Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer)法 :誘導結合プラズマ発光分光分

析。

(7)耐火度

主に炉材の性状調査を目的とする。耐火度は、溶融現象が進行の途上で軟化変形を起こす状

態度の温度で表示される。胎土をゼーゲルコーンという三角錐の試験片に作り、 1分間当り10

℃の速度で1000℃ まで温度上昇させ、それ以降は 4℃に昇温速度を落し、試験片が荷重なしに

自重だけで軟化し崩れる温度を示している。

3.調査結果

3-1.古 墳時代出土遺物

NAK-1:椀 形鍛冶滓 (含鉄)

(1)肉眼観察 :平面が不整楕円形で小型の椀形鍛冶滓中核部破片である。47.5gを 測る。上下面

は生きているが、側面は全面破面。試料表面の一部が風化気味である。上面は小型の木炭痕が

薄く残り、下面には細かく不規則な凹凸が見られる。破面には気孔が若干散在するが、比較的

緻密な滓である。

(2)顕微鏡組織 I Photo。 l①～⑤に示す。供試材を採取 した切断面では、下面寄りに径 6 mm程

の球状の銹化鉄部を残す。①～③は銹化鉄中に残存する金属組織痕跡を示した。①は芯部であ

る。黒色部は針状セメンタイト、素地は層状のパーライト痕跡が観察される。また②③は表層

部で、灰色の針状フェライト痕跡が残存している。この組織痕跡をみると、銹化鉄部は本来過

共析鋼 (>0.77%C)で あり、表層が熱影響を受けて脱炭した可能性が高い。

④⑤は滓部である。④では白色粒状結晶ウスタイト (Wustite:FeO)、 淡灰色木ずれ状結

晶ファイヤライ ト (Fayalite i 2FeO・ Si02)が暗黒色ガラス質滓中に晶出する。また⑤のよう

にウスタイト結晶が凝集気味に晶出する個所もある。

(3)ビ ッカース断面硬度 I Photo.l④⑤の白色結晶の硬度を測定した。④の硬度値は316Hv、 ⑤

の硬度値は424Hvで あった。どちらもウスタイトの文献硬度値につ450～500Hvと 比較すると下

限値を切り軟質で、風化の影響の可能性が考えられる。

(4)EPMA調査 :Photo.12の 1段目に反射電子像 (COMP)を示す。 2の番号をつけた淡灰色

木ずれ状結晶の定量分析値は41.4%FeO-25,4%CaO-32.0%Si02で あつたoかんらん石類の

鉱物
∝の
灰かんらん石 (Lime Olivine)(2(Ca,Fe)OOSi02)で あり、通常鉄滓で確認されるファ

―-290-



イヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)の FeOをかなりの割合でCaoが置換した組成となってい

る。ただしこの定量値はごく微小領域の測定値であり、局部的な現象の可能性が高い。また 4

の番号をつけた白色樹枝状結晶の定量分析値は103.0%FeOで あった。ウスタイト (Wustite i

FeO)に 同定される。

さらに 3の番号をつけた素地のガラス質滓部分の定量分析値は43.3%Si02-31.0%A1203~

1.7%CaO-12.7%K20~2.0%FeOで あった。砂鉄特有成分のチタン (Tl)分は検出されない。

(5)化学組成分析 :Table.2に 示す。全鉄分 (Total Fe)59.37%に 対 して、金属鉄 (Metallic

Fe)<0.01%、 酸化第 1鉄 (FeO)57.03%、 酸化第 2鉄 (Fe203)21.50%の割合であった。造

津成分 (Si02+A1203+CaOttMgOttK20 ttNttO)16.54%で 、 このうち塩基性成分 (Cao十

MgO)は 2.27%で あった。主に砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 0・ 15%、 バナジウム

(V)が <001%と ともにごく低値であった。また酸化マンガン (MnO)は 0.39%、 銅 (Cu)

が<0,01%で ある。鉄分の割合が高い組成であった。鍛冶に供した鉄素材は鉱石系であろうか。

以上の調査結果から、当試料は沸し鍛接の鍛錬鍛冶工程での派生物に分類される。

NAK-2:鉄 製品 (鍛造品)

(1)肉眼観察 :藝の頭部破片と推測される鉄製品である。下端部は破面で、横断面は長方形状を

呈する。

(2)マ クロ組織 I Photo.9に示す。下端部側の横断面全体を観察した。当試料は断面長方形状

に成形された鍛造品である。切断面は8× 12mmを測る。また供試材の採取位置では完全に銹化

しており、金属鉄は遺存していない。

(3)顕微鏡組織 I Photo.l⑥⑦に示す。銹化鉄中に金属組織の痕跡を残す。明灰色部はフェラ

イト、点線状の黒色部はパーライト組織痕跡である。この組織は不明瞭ながら不完全球状化パー

ライト気味で工具鋼を意識 した球状化焼なまし操作の可能性をもち。当試料は炭素含有量0。 3

%程度の亜共析鋼であった。

NAK-3:羽 口

(1)肉眼観察 :鍛冶羽口の体部破片で、通風孔の復元径は3.2cm程度である。被熱により、外面

の一部は灰褐色に色調が変わっている。しかし熱影響は弱く、黒色ガラス質滓化はしていない。

胎土は粘土質で、籾殻や植物の細い繊維が混和されている。

(2)顕微鏡組織 :Photo.2①②に示す。素地は鱗片状の粘土鉱物 (セ リサイト)主体である。

また微細な石英 。長石 。雲母などの鉱物粒が散在する。中には砂鉄粒子も僅かに混在している。

(3)化学組成分析 :Table.2に示す。強熱減量 (Ig loss)9.22%と 高めであった。熱影響は弱く、

結晶構造水が保持された状態での分析である。鉄分 (Fe203)1,92%と 低く、軟化性には有利

である。また酸化アルミニウム (A1203)は 18.55%と さほど高くなく、耐火性には高値は望め

ないが、問題のない成分である。なお、胎土中には五酸化燐 (P205)が 1・44%と高めに含有さ

れる。

(4)耐火度 :1320℃ であった。鍛冶羽国としては支障のない耐火性といえる。
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NAK-4:椀 形鍛冶滓 (含鉄)

(1)肉眼観察 :18,7gと 小型の椀形鍛冶滓の中核部から肩部の破片である。上下面と側面の一部

が生きているd試料表面には黄褐色の土砂が付着する。滓の地は黒褐色で、破面の気孔は比較

的少なく緻密でぃる。また試料端部寄りに銹化鉄部が観察された。

(2)顕微鏡組織 I PttotO・ 2③～⑦に示す。供試材を採取した切断面では、端部に12× 7 mm程の

偏平な楕円状の銹化鉄部が確認された。③～⑤は銹化鉄中に残存する金属組織痕跡を示した。

黒色部はセメンタイトが剥落した痕跡であり、過共析鋼組織である。

また⑥⑦は淳部である。白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライトが素

地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。

(3)EPMA調査 I Photo.12の 2段目に反射電子像 (COMP)を 示す。 5の番号をつけた白色樹

枝状結晶の定量分析値は103.0%FeOで あった。ウスタイト (Wustite i FeO)に 同定される。

また 6の番号をつけたウスタイ ト粒内の淡褐色微小晶出物は56.0%FeO-39.8%A1203~4.0%

Ti02で あつたoス ピネル類の鉱物 (注0で、へ_シ ナイト (Hercynite i FeO・ A1203)と ウルボス

ピネル (UlvOspinel:2FeO・ Ti02)の固溶体に同定される。さらに 7の番号をつけた、ウスタ

イト粒内の針状暗色部の定量分析値は84.5%FeO-2.1%P205で あつたoこ の部分も鉄酸化物で

あるが、風化 (遺棄後の自然酸化)の影響か減衰 した値を示す。また燐 (P)の高値傾向が確

認された。

9の番号をつけた淡灰色木ずれ状結晶の定量分析値は70.6%FeO-1.4%MgO-30.4%Si02で

あった。Mgを若干固溶するファイヤライト (Fayalite i 2FeO・ Si02)に 同定される。また 8

の番号をつけた、素地のガラス質滓部分の定量分析値は40.6%Si02~16.3%A1203~7.5%CaO一

6.9%K20~23.2%FeOで あった。珪酸塩にファイヤライトの微細結晶の析出が想定される。

(4)化学組成分析 :Table.2に 示す。全鉄分 (Total Fe)53.45%に 対 して、金属鉄 (Metallic

Fe)0.09%、 酸化第1鉄 (FeO)45.28%、 酸化第 2鉄 (Fe203)25,97%の割合であった。造滓

成分 (Si02+A1203+CaOttMgOttK20+Na20)19.90%で 、 このうち塩基性成分 (Cao十

MgO)は 1.45%で ある。主に砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 0.58%、 バナジウム (V)

が0.03%と 低めである。また酸化マンガン (MnO)は 0.59%で、銅 (Cu)が 0.02%であった。

五酸化燐 (P205)が 1.30%と 高値なのは羽口胎土からの侵入であろうか。

以上の調査結果から、当試料も鍛錬鍛冶工程での派生物と推測される。

小結

古墳時代前期ないし中期の遺物と推定される、鍛冶関連遺物を調査した結果、次の点が明らかに

なった。

(1〉 この時期、当遺跡では鉄器製作の鍛錬鍛冶工程が行われた形跡を明瞭に留める。

分析調査を実施 した椀形鍛冶津 (NAK-1,4)は、鍛錬鍛冶滓に分類される。沸し鍛接の熱

間加工に従い鉄素材の表層が酸化してできた鉄分の割合が高い岸の排出である。

さらに始発原料 (鉄鉱石ないし砂鉄)の脈石鉱物に由来する元素 (鉄鉱石の場合は主にCaO,

MgO,MnO,S,Cuな ど、砂鉄の場合は主にTi02,Vな ど)は いずれも微量であった。ただし、
EPMAに よる調査の結果NAK-4の ウスタイ ト粒内からの4,0%Ti02の検出があった。これを砂
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鉄もしくはチタン磁鉄鉱、それとも磁鉄鉱成分とみるのか、この辺の解釈も今後の検討課題とな

ろう。始発原料が鉄鉱石、砂鉄のどちらかに判断することは難しい。またこうした滓の特徴から、

当遺跡には不純物の少ない、ある程度定型化 した鉄素材が搬入された可能性が高いことは指摘で

きよう。

なお 2個体とも内部にごく小さな銹化鉄粒が存在する。どちらの銹化鉄部も主に過共析組織の

痕跡が確認された。当遺跡内で比較的炭素含有量の高い鉄素材を鍛冶加工していたことを示すも

のである。

(2〉 羽口 (NAK-3)の 耐火度は1320℃であった。鍛錬鍛冶作業に伴う羽日としては、ほぼ問題

のない耐火性である。作業に伴う溶損速度は比較的緩やかであったと推測される。

(3〉 鉄製品 (NAK-2)は 、供試材を採取 した位置の横断面全体が銹化していたが、残存する金

属組織痕跡から、炭素含有量0.3%程度の鋼と推定される。パーライトは不完全ながら球状化を

呈し、靭性を向上させ工具としての性能を具備させる球状化処理を狙った熱処理が窺われた。ま

た観察面では非金属介在物がみられず、鉄滓等との関連性を検討することは不可能な状態であっ

た。

3-2.奈 良時代前半出土遺物

NAK-5:椀 形鍛冶滓 (含鉄)

(1)肉眼観察 :平面不整台形をした、3.5cmと 厚手の椀形鍛冶滓片である。192.5gを測る。上下

面と側面の一部が生きている。上面から側面は酸化土砂が付着しており、その中には微細な木

炭片が多数混在している。上面は中央が若干窪む形状で、周縁部に木炭痕が目立つ。また内部

には不規則な気孔や隙間が残る。下面には鍛冶炉の炉床土が固着する。

(2)顕微鏡組織 I Photo.3①～⑨に示す。①は付着酸化土砂中の微細な木炭片である。当試料

には多数の木炭片が固着しているが、いずれも非常に微細であり、樹種の同定は厳しい状態で

あった。しかし放射組織は柔細胞からマツ科の可能性が指摘できる。

また試料の上面側にまとまった銹化鉄部が確認された。②～⑦には銹化鉄の金属組織痕跡を

示した。②③は共析組織、④⑤及び⑥⑦では過共析組織痕跡が残存する。

③③は試料下面側の滓部である。白色粒状結晶ウスタイト、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤラ

イトが素地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。

(3)ビ ッカース断面硬度 :Photo.3③③中央の結晶の硬度を測定した。③の白色粒状結晶の硬

度値は380Hvであった。ウスタイトの文献硬度値450～500Hvと 比較すると大きく軟化する。

また③の淡灰色柱状結晶の硬度値は585Hvで、やはリファイヤライトの文献硬度値600～ 700H

vよ り軟質であった。当試料もやや風化が進んだ異常値である。

(4)化学組成分析 :Table.2に示す。全鉄分 (Total Fe)45,93%に 対して、金属鉄 (Metallic

Fe)0.03%、 酸化第1鉄 (FeO)36.12%、 酸化第 2鉄 (Fe203)25。48%の割合であった。造滓

成分 (Si02+A1203+CaO+MgO ttK20 ttNa20)は 25.51%で 、このうち塩基性成分 (Cao十

MgO)は 2.24%で ある。主に砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 0・ 25%、 バナジウム (V)

が0.01%と 低値であった。酸化マンガン (MnO)は 0.68%と やや高めで、銅 (Cu)ィま0.02%

であった。該品も五酸化燐 (P205)は Oo99%と 高め傾向にある。
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以上の調査結果から、当試料は鍛錬鍛冶工程での派生物と推測される。また滓中には、まと

まった鉄塊を残す。鍛冶原料の鉄塊から、一定の形状の鉄素材を作る途中で滓中に取り残され

た落下鉄であろうか。

NAK-6:鉄 塊系遺物 (鍛冶系)

(1)肉眼観察 :23g弱と小型の鉄塊系遺物である。上面は比較的平坦であるが、下面は椀形を呈

し、細かい木炭痕による凹凸が著しい。また試料表層は風化が進む。特殊金属探知機のL(0)

で反応があり、まとまった金属鉄が残存する。

(2)マ クロ組織 :Photo.9に示す。試料上面側の写真である。内部の気孔から銹化が進んでい

るが、まとまった金属鉄を遺存する。ほぼ全面パーライト組織の共析鋼であった。

(3)顕微鏡組織 :Photo.4①～③に示す。①には試料下面側に付着する淳部を示 した。白色粒

状結晶ウスタイト、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライトが素地の暗黒色ガラス質滓中に晶出す

る。鍛冶滓の晶癖であった。

②③は金属鉄を 5%ナ イタルで腐食 した組織である。ほぼ全面パーライトの共析組織が確認

された。

(4)ビ ッカース断面硬度 I PhotO.4③の金属鉄部 (共析組織)の硬度を測定 した。硬度値は292

Hvで、組織に見合った値である。

当試料は鍛冶処理途中の鉄塊系遺物であろう。内部の気孔等の状態を見ると、鍛打圧着痕は

認められず鍛打作業が行われる前の鉄塊に分類されよう。

NAK-7:青 銅塊

(1)肉眼観察 :不規則な流動状の青銅塊の端部破片で28gを測る。表面は木炭痕や土砂炉壁片の

圧痕を残すが滑らかで、側面 1面が直線状の破面を呈す。気孔等は少なく、緻密で重量感のあ

る銅塊である。また表面は銹化により黒褐色を呈しており、一部には灰白色の銹もみられる。

(2)マ クロ組織 I Photo。 10に示す。素地の明色部は樹枝状初晶 (α 相)で、より錫 (Sn)の固

溶量が低い個所である。これに対 して、樹枝状晶間には錫 (Sn)を偏析 しており、Cu一 Snの

共晶組織が分布する。さらに僅かに赤銅色の結晶粒が点在するが、これらは純銅 (Cu)部分

である。

当試料は錫 (Sn)の偏析が著しく、速い速度で凝固した特徴が表れている。

(3)顕微鏡組織 I PhotO.4④～⑦に示す。④⑤は純銅結晶が複数点在する個所、⑤左上の赤銅

色の結晶粒が純銅 (Cu)で ある。またその右側の暗灰色部は鉛 (Pb)で、その周囲を環状に

取り巻く青灰色部は硫化銅 (Cu28)である。さらに硫化銅は右下にも樹枝状に点在している。

そして粒状の硫化銅の周囲に点在する微細な明白色部は、銀 (Ag)を含む相である。

⑥⑦は粒界のCu― Snの共晶組織を中心に示した。銅 (Cu)よ り錫 (Sn)ィま酸化しやすい

ため、錫 (Sn)の偏析部分から銹化が進んでいる。⑦は比較的状態が良い個所の拡大で、こ

こでも樹枝状の硫化銅が観察される。

(4)ビ ッカース断面硬度 :紙面の構成上,硬度を測定した圧痕の写真を割愛したが、複数個所調

査を実施した。樹枝状初晶部の硬度値は90、 102、 132、 142Hvで あった。これに対して共晶組
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織部分は200、 217、 274、 304、 308Hvと 高値傾向が顕著である。錫 (Sn)の偏析が硬度にも

影響している状況が確認された。

なお後述する銅塊 (NAK-12)、 銅鏡 (NAK-13)は 、どちらも純銅に近い組成のため、

全体に軟質傾向を呈す。

(5)EPMA調査 I Photo。 13の左上にPhoto.4④⑤と同じ個所の反射電子像 (COMP)を 示した。

まず粒界に点在する明白色部は、特性X線像の銀 (Ag)の分布が重なる。このうち■の番号

つけた個所の定量分析値は34.4%Sn-13.5%Cu-28.1%Ag-7.4%Pb-1,9%S-13.0%Oで あっ

た。銀 (Ag)を高い割合で含む相である。ただし微細な相の調査のため、定量値は周囲の共

晶組織の影響を受けている可能性が高い。

環状・樹枝状の青灰色部は、特性X線像の硫黄 (S)の分布と重なっている。12の番号をつ

けた個所の定量分析値は79.7%Cu-203%Sで 硫化銅に同定される。当試料中には、精錬しき

れなかった白鍍 (Cu2S)C°が若干残存 している。

また写真上側の三日月状の部分は、反射顕微鏡下では暗灰色であったが、反射電子像では明

色を呈する。反射電子像では原子量の大きい元素で構成される物質ほど、明るい色調で示され

るためで、特性X線像を見ると鉛 (Pb)イこ白色輝点が集中し鉛 (Pb)の 存在を表わす。13の

番号をつけた個所の定量分析値は88.3%Pb-11.7%Oで あった。銹化が進んでいるが、本来は

金属鉛である。

写真右上の赤銅部は特性X線像の銅 (Cu)と 分布が重なる。14の番号をつけた個所の定量

分析値は99.6%Cuで 純銅 (Cu)が同定される。

更にもう 1視野、Photo.14の 個所の調査を実施 した。左上の反射電子像では、粒界の共晶

組織は明色を呈する。特性 X線像を見ると、錫 (Sn)と 若干銀 (Ag)の分布が確認される。

15の番号をつけた 5平方μ範囲の定量分析値は69.5%Cu-27.8%Sn-2,7%Agで あった。粒界

に錫 (Sn)偏析が生じている状態が観察された。これに対 して、樹枝状初晶部は特性 X線像

を見ると、錫 (Sn)の 含有量が低下する。18の番号をつけた個所の定量分析値は84.5%Cu―

14.2%Sn-12%Agで あった。

また反射顕微鏡下の微細な白色部と、特性X線像の鉛 (Pb)の分布は重なっている。16の

番号をつけた個所の定量分析値は52.9%Pb-39,0%Cu-2.3%Ag-5。 3%Sで あった。微細な相

の調査のため、この定量値は周囲の影響を受けている可能性が高い。銅に不溶の微細な鉛が点

在している。鉛の偏析とみてよかろう。

さらに微細な粒状の青灰色部と、硫黄 (S)の分布が重なっており、17の番号をつけた個所

の定量分析値は64.7%Cu-15,9%Pb-19,1%Sであった。硫化銅 (CuS)と 硫化鉛 (PbS)と

の固溶体の可能性が高い。

(6)化学組成分析 :Table,3に 示す。銅 (Cu)ィま81.9%で、錫 (Sn)が 15.6%と 高値であった。

また鉛(Pb)1.21%、 銀(Ag)0.43%、 砒素 (As)0.202%、 鉄 (Fe)0.08%な どが微量含まれる。

当銅塊は錫を約15%添加した青銅であった。さらに鉛、銀、砒素などが微量含まれて、これ

らは始発原料の鉱石に由来する。また流動状の外観から、空気中での凝固が想定されて、冷却

速度が非常に早かったと推定される。それを裏付けるように、断面の金属組織には著 しい錫

(Sn)の偏析が認められた。
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3-3.奈 良時代後半～平安時代出土遺物

NAK-8:炉 壁溶融物

(1)肉眼観察 :炉壁ないし羽口といった、炉材粘上が溶融して生じたガラス質滓片である。内部

には熱影響を受けて溶融しかけた長石粒が多数混在する。これらは炉材粘上に混和された砂粒

と推定される。また表面には 2 cm程の比較的大きな木炭痕が残存し、一部では木炭片を噛み込

む。

(2)顕微鏡組織 I Photo.5①～③に示す。①はガラス質滓の表層に固着 した木炭片である。木

口面が観察できる破片を提示した。年輪界に沿って大道管が並ぶ、広葉樹の環孔材である。更

にその外側では小道管が火炎状に配列する。放射組織はすべて単列で目立たない。以上の特徴

から、この木炭片はクリ材の可能性が高い。

②は黒色ガラス質滓中の微細な金属鉄粒を 5%ナ イタルで腐食した組織を示した。フェライ

ト主体で、僅かにパーライトが析出する亜共析組織が確認された。また③も黒色ガラス質滓の

表層部である。灰褐色多角形結晶はマグネタイト (Magnetite:Fea04)の 晶出である。

当資料は鉄ないし鉄器生産に関連した、遺物の可能性が大きい。ただし2 cmの 木炭痕の残存

は鍛冶炉のものとしては大き過ぎて、非鉄金属の溶解に関係 した溶融物の存在はないのだろう

か。気掛かりな炉壁である。ただし、炉材が溶融したガラス質滓には間違いなかろう。

NAK-9:含 鉄椀形鍛冶滓

(1)肉眼観察 :平面不整五角形を呈する400g弱の椀形滓の中核部破片である。上下面は生きて

いるが、側面は破面である。上面は平坦気味で、1.5cm以下の木炭痕が多数残存する。側面か

ら下面は緩やかな皿状を呈する。破面には不規則な気孔や一部木炭の噛み込みが見られるが、

比較的緻密な滓である。

(2)顕微鏡組織 I Photo.5④～③に示す。④は滓中の微細な木炭片の木口面である。年輪がや

や不明瞭で、道管は放射方向に沿って並んでいる。また独立帯状柔組織が確認された。さらに、

放射組織は単列のものと広放射組織の 2種類がみられる。以上の特徴から、この木炭片はアカ

ガシの可能性が高い。

⑤の灰色部は銹化鉄である。当試料中にはまとまった鉄部は確認されなかったが、広い範囲

にごく微細な銹化鉄が散在していた。ただし金属組織の痕跡は残存しておらず、炭素含有量等

の情報が得られるものではなかった。⑥は白色粒状の鉄粒銹化物と共にウスタイトの風化結晶

が混在する。風化の程度が激しくて粒内はかなり腐食されている。特に右端の粒状結晶は脱色

し中核部は巣化する。ここに椀形鍛冶滓としての酸化雰囲気に曝された痕跡を留める。

⑦③も滓部である。淡茶褐色多角形結晶ウルボスピネル (UlvOspinel:2FeO・ Ti02)、 淡灰

色木ずれ状結晶ファイヤライトが、素地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。なおウルボスピネ

ル結晶は全体的には微細なものであった。ただし試料上面側表層部では写真のような比較的発

達した結晶が晶出する。

(3)ビ ッカース断面硬度 :紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真は割愛したが、発達した淡

茶褐色多角形結晶の硬度を 5個所調査した。硬度の低い順から511、 633、 652、 701、 770Hvで、

各結晶の硬度差が大きい。硬度値が500Hv台の結晶は、マグネタイ ト (Magnetite:FeO・
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Fe203)に 近い鉄 (Fe)分の高い結晶と推測される。また600Hv台の結晶はウルボスピネル

(Ulvospinel1 2FeO・ Ti02)に近い組成、更に700Hv台の結晶は、アルミナ (Al)を 含むウル

ボスピネルとヘーシナイト (Hercynite i FeO・ A1203)の固溶体の可能性が考えられる。

(4)化学組成分析 :Table.2に示す。全鉄分 (Total Fe)46.41%に 対 して、金属鉄 (Metallic

Fe)0。 12%、 酸化第1鉄 (FeO)28.55%、 酸化第 2鉄 (Fe203)34.46%の割合であった。また

造滓成分 (Si02+A1203+CaOttMgO+K20ttNa20)は 23.98%で、このうち塩基性成分 (CaO

十MgO)は 2.70%で ある。主に砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)1・ 52%、 バナジウム (V)

が0。 27%であった。酸化マンガン (MnO)は 0.90%と 高値である。また銅 (Cu)イま0.02%で

あった。

当試料中は製鉄原料の砂鉄に含まれるチタン (Tl)分 を反映 した、 ウルボスピネル

(Ulvospineli 2FeO・ Ti02)結 晶 と共に、 金属鉄が再酸化 されて生 じる風化 ウスタイ ト

(Wustite:FeO)結 晶を残す。これらは砂鉄系精錬鍛冶滓の一般的な鉱物組成である。

化学組成は酸化第 1鉄 (FeO)を 28.55%含み、チタン含有率は1.52%で あまり高くない。周

辺地域の製鉄・鍛冶遺跡の分析値と比較すると、低チタン砂鉄の製錬で生成した鍛冶原料 (製

錬系鉄塊)に固着した製錬津を除去する、精錬鍛冶作業で派生した滓の可能性が考えられる。

当資料は精錬鍛冶津に分類される。製錬津が多く付着した鉄塊を処理した際に派生したと推測

される。

NAK-10:含鉄鉄滓 (製錬系)

(1)肉眼観察 :平面不整台形を呈する含鉄鉄滓で56.Og弱 を測る。上下面と側面の一部は生きて

おり、この部分の断面形は椀形を呈する。表面には黄褐色の酸化土砂が点々と固着している。

また特殊金属探知機の特L(☆ )で反応があり、まとまった金属鉄が存在する。

(2)マ クロ組織 I Photo.10に示す。表層に滓の回着や、木炭の噛み込みが見られるが、まとま

りのある鉄主体の遺物であった。金属鉄の内部には、不定形の微細な気孔が多数散在する。ま

た炭素含有量は部位によって異なり、亜共析組織～過共析組織が分布する。

(3)顕微鏡組織 I Photo.6①～③に示す。①～⑥は試料表層に固着する滓部である。①は淡茶

褐色多角形結晶ウルボスピネル、淡灰色木ずれ状結晶ファイヤライトが晶出する個所である。

また②③は淡褐色片状結晶ルチル (Rutile i Ti02)が 晶出する個所である。どちらも砂鉄製錬

滓の晶癖である。またルチルの存在から、高温で製錬された
徳9鉄塊と判定される。

④～③は金属鉄部を 5%ナ イタルで腐食した組織である。④⑤は亜共析組織、⑥⑦は若干フェ

ライトが見られるが、共析組織に近い個所、⑥③は過共析組織部分の拡大である。

(4)ビ ッカース断面硬度 I Photo.6⑤⑦③の金属組織の硬度を測定した。⑤の亜共析組織部分

の硬度値は191Hv、 ⑦の共析組織部分の硬度値は212Hv、 ⑨の過共析組織の素地部分の硬度値

は234Hvで あった。炭素含有量の増加と共に硬度の上昇が確認された。

(5)EPMA調査 :Photo.12の 3段目に付着滓の反射電子像 (COMP)を 示す。 10の番号をつけ

た淡褐色片状結晶の定量分析値は91.9%Ti02~3.2%V203~3.7%MgO-1.2%A1203で あつたo

ルチル (Rutile:Ti02)に 同定される。なお他に微量V,Mg,Alを 固溶する。また11の番号

をつけた、素地のガラス質滓部分の定量分析値は60.3%Si02~15.6%A1203~8.4%CaO-2.5%
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MgO-4.9%K20~4.1%Ti02~1.0%Mnoで ある。珪酸塩には砂鉄特有元素のチタン分を固溶

する。

もうと視野、Photo.12の 4段目に付着滓の反射電子像 (COMP)を示す。淡灰色木ずれ状

結晶のうち、12の番号をつけた個所の定量分析値は67,7%FeO-2.0%Ti02~27.9%Si02、 13の

番号をつけた個所の定量分析値は68.1%FeO-1.5%MgO-30.1%Si02で あつた。ともにファ

イヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)に 同定される。ただし前者はTi、 後者はMgを若干固溶

する。

また14の番号をつけた個所の定量分析値は61.0%FeO-25,3%Ti02-5.5%A1203~3.5%V208

であった。ウルボスピネル (UlvOspinel i 2FeO・ Ti02)に同定される。なお他にAl,Vを微量

固溶する。ここでも砂鉄原料の鉱物相が確認できた。

(6)化学組成分析 :Table.2に 示す。全鉄分 (Total Fe)49,10%に 対 して、金属鉄 (Metallic

Fe)5,96%、 酸化第1鉄 (FeO)29。 34%、 酸化第 2鉄 (Fe203)29.07%の 割合であった。造滓

成分 (Si02+A1203+CaOttMgOttK20+Na20)は 15,43%で あるが、これは土砂等の影響を

受けた値とみられよう。また主に砂鉄に由来する二酸化チタン (Ti02)は 2.06%、 バナジウム

(V)が 0。 16%と高めであった。また酸化マンガン (MnO)が 0.69%、 銅 (Cu)ィよ0,03%で あっ

た。

当資料は製錬系鉄塊であり、当遺跡内に鍛冶原料として搬入されたものと判断される。

NAK-11:羽 口

(1)肉眼観察 :鍛冶羽口の破片である。全長は短く、先端側の径がやや小さくなる。穿孔方向に

沿って約1/2が残存するが、先端部は欠落している。通風孔内径は先端寄りで2.3cmを 測る。ま

た先端よりの外面は、熱影響を受けて灰黒色を呈するが、ガラス質滓化はしていない。胎土は

砂質で、石英・長石粒などを多量に混和している。

(2)顕微鏡組織 :Photo,7① ～③に示す。素地の暗色部は粘土鉱物セリサイ トである。また角

張った形状の石英 。長石粒が多数混在する。高温クラックなどの被熱痕跡は認められない。

(3)化学組成分析 :Table.2に示す。強熱減量 (Ig loss)は 5.69%で あった。熱影響は弱めで、

比較的結晶構造水を保持 した状態での分析である。鉄分 (Fe203)は 0.66%と 低値で、軟化性

には有利であるが、酸化アルミニウム (A1203)は 17.47%と 低めにある。耐火性に有害な成分

は含有しない。ただし五酸化燐 (P205)の 1.56%は、鉄の常温脆化に対 しては懸念される数値

である。

(4)耐火度 :1359℃ であった。鍛冶羽口としては、支障のない耐火性である。

NAK-12:銅塊

(1)肉眼観察 :ほぼ完形で不定形の銅塊である。57.lgを測る。上面は平坦気味で、下面は椀形

を呈する。表層には広い範囲で灰褐色の土砂が付着する。また試料表面は銹化により、暗茶褐

色を呈する。

(2)マ クロ組織 :横断面全体をPhOtO.11に 示 した。内部にはごく微細な気孔が複数散在するが、

全体的には非常に緻密な銅塊である。また腐食により、試料全体に樹枝状初晶がみられる。な
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かでも写真上側では細い樹枝状晶が析出し、この部分の凝固速度が特に速かったことを表明す

る。

(3)顕微鏡組織 :Photo,7④～⑦に示す。酢酸 。硝酸・アセ トン混合液で腐食したところ、樹

枝状初晶及び素地の多角形結晶が表われた。なおこれら結晶の組成に関しては、EPMA調査

の項で詳述する。

また青銅塊 (NAK-7)と 異なり、硫化物がほとんど含有されない。

(4)ビ ッカース断面硬度 :紙面の構成上、硬度を測定した圧痕の写真は割愛したが、 2個所調査

を実施した。硬度値は52、 66Hvと 非常に軟質で純銅レベルの数値である。

(5)EPMA調査 I Photo.15の 左上に反射電子像 (COMP)を 示す。反射顕微鏡下では素地の多

角形結晶の粒界は明瞭であるが、樹枝状晶の粒界は不明瞭である。ただし微かに色調差がみら

れ、組成に若干差があるものと見受けられる。

1の番号をつけた素地の多角形結晶の定量分析値は97.8%Cu-2.2%Asで あった。これに対

して、 3の番号をつけた樹枝状初晶部は100%Cuで あった。最初に晶出した樹枝状部は非常に

純度の高い銅 (Cu)で あったが、素地部分には少量砒素 (As)が固溶 していることが明らか

になった。

(6)化学組成分析 :Table,3に 示す。銅 (Cu)は 97.8%と 非常に高値である。これに対して錫

(Sn)は <0.01%と ごく微量である。また鉛 (Pb)は0.08%、 銀 (Ag)が 0.11%含 まれている。

さらに砒素 (As)は 2.00%で、高値傾向が顕者である。鉄 (Fe)0.05%で ごく微量であった。

当試料はほぼ純銅に近い組成であった。さらに鉛 (Pb)、 銀 (Ag)、 砒素 (Ag)な ど青銅

塊 (NAK-7)と 共通する元素が含まれているが、その割合は異なり、当試料は低Pb、 高As

傾向を示す。

3-4.年 代不明遺物

NAK-13:小銅鏡

(1)肉眼観察 :直径4.5cm程度の完形の小型銅鏡である。背面中央に錘があり、その周囲には緩

やかな凹凸がみられるが、現状では文様の有無も不明瞭である。また側縁部は丸みを持ち、や

や肥厚している。供試材は外縁部にV字状のノッチを入れた。

(2)マ クロ組織 I Photo.11に示す。側縁部の断面を観察した。表層部から銹化が進行している。

特に初晶部の侵食が著しく、空洞化が進んでいるため黒色を呈する。ただし芯部には金属が遺

存しており、全体に樹枝状晶が観察される。また内部には、若干微細な気孔が散在するが、全

体に緻密な鋳銅製品だった。

(3)顕微鏡組織 I Photo.8①～⑤に示す。酢酸 。硝酸・アセ トン混合液で腐食したところ、銅

塊 (NAK-12)と 類似した、樹枝状初晶及び素地の多角形結晶が表われた。組成に関しては、

EPMA調査の項で詳述する。

また当試料は銅塊 (NAK-12)と 異なり、青灰色の硫化銅 (Cu28)が多数散在する。さら

に灰色の錫酸化物も僅かに点在 している。

(4)ビ ッカース断面硬度 :硬度を測定した圧痕の写真は割愛したが、 3個所調査を実施した。硬

度値は60、 64、 65Hvと 非常に軟質で、銅塊 (NAK-12)と 同等の硬度であった。
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(5)EPMA調査 I Photo。 16の左上に反射電子像 (COMP)を示す。反射顕微鏡下では樹枝状晶

の粒界は不明瞭である。しかし素地部分とは、はっきりした色調差がみられるため、組成に差

があるところは観察できる。

4の番号をつけた樹枝状初晶部は99.1%Cuで あった。これに対 して、 5の番号をつけた素

地の多角形結晶の定量分析値は94.6%Cu-5.1%Asで あった。最初に晶出した樹枝状部は非常

に純度の高い銅 (Cu)で あるが、素地部分には砒素 (As)が固溶している。

6の番号をつけた白色部の定量分析値は、72.5%Cu-6.9%As-2.2%Sn-1.8%Agで あった。

銅主体であるが、他に微量砒素 (As)、 錫 (Sn)、 銀 (Ag)を 固溶する。なお、166%Cの検

出は有機物の付着であろうか。更に 7の番号をつけた粒状青灰色部の定量分析値は78.2%Cu―

21.8%Sであった。硫化銅 (Cu2S)に 同定される。

またもうと視野調査を実施した。Photo 17の 左上に反射電子像 (COMP)を 示す。 8の番

号をつけた白色部は、特性X線像をみると銀 (Ag)の分布と重なっており、定量分析値は60.6

%Cu-30。 2%Ag-6.2%As-2.3%Snで あった。銀 (Ag)の割合の非常に高い相である。脈石

成分からの由来であろう。

9の番号をつけた不定形の青灰色部は、特性X線像の硫黄 (S)の分布と重なる。定量分析

値は80.3%Cu-19.2%Sで 、やはり硫化銅 (Cu2S)イこ同定される。さらに10の番号をつけた灰

色部は、特性X線像の錫 (Sn)の分布と重なり、定量分析値は69.0%Sn-4.9%Cu-26.1%O

であった。錫酸化物が同定される。

以上の調査の結果をみると、当試料中に錫 (Sn)ィよ含まれているが、ごく微小な領域に限

定されており、意図的な添加の可能性はきわめて低いと判断される。

また銅に微量砒素 (As)を固溶する点は銅塊 (NAK-12)と 共通する。しかし、むしろ当

試料の方に精錬 しきれなかった白鍍 (Cu28)が多数残存 しており、やや純度が低い銅素材を

鋳造したと推測される。

小結

奈良時代から平安時代に比定される、鍛冶及び銅関連遺物を調査した結果、次の点が明らかになっ

た。

(1〉 鍛冶関連遺物

この時期は、砂鉄を製錬 した鉄塊が鍛冶原料として搬入されており、遺跡内で精錬鍛冶及び鍛

錬鍛冶作業が連続して行われたと推定される。

① 鉄塊系遺物 (NAK-10)は 、砂鉄を高温で製錬してできた鍛冶原料 (製錬系鉄塊)で ある。

製錬滓が表層に固着した状態のままの鉄塊が搬入されている。このため滓を加熱して溶融・分

離する精錬鍛冶作業が不可欠であったと考えられる。

② 含鉄椀形鍛冶滓 (NAK-9)は 低チタン (Ti)砂鉄を原料とする製錬滓、ないしは鍛冶原

料の不純物除去で派生 した精錬鍛冶淳に分類される。また滓中にごく微細な銹化鉄が散在する

状態で、鍛冶原料になり得る品位の鉄部は残存してなかった。

③ 炉壁溶融物 (NAK-8)は 鉄生産に伴う炉材 (羽口ないし炉壁)の溶融物らしいが非鉄金

属溶融物としても完全に無視できまい。また内部に噛み込まれた木炭片から、広葉樹材を燃料

―-300-―



にしていたことが明らかになった。

④ 羽回 (NAK-11)は古墳時代の羽口 (NAK-3)と 成分が近似する。このため、周辺地域

の粘土を採取して製作した可能性が考えられる。また耐火度は1359℃ と若千高めであった。高

燐粘土で鉄に対する常温脆性が気になるところである。

(2〉 銅関連遺物

この時期、当遺跡内では銅及び青銅製品が鋳造された可能性が高い。

① 銅の鋳造に伴い派生 したと推定される、不定形の銅ないし銅合金 2点のうち、NAK-7は

錫の添加量の多い (Sn i 15.6%)青 銅、NAK-12はほぼ純銅であった。

また青銅塊 (NAK-7)に は精錬 しきれていない硫化物 (銅銭)が多数散在する。更に鉛

(Pb)、 銀 (Ag)の高値傾向が顕著である。これに対 し、銅塊 (NAK-12)に は硫化物はご

く僅かで、砒素 (As)が多く固溶するなどの違いが見られる。これは原料の銅鉱石の成分差

を反映したものと考えられる。

② 銅鏡 (NAK-13)を調査した結果、銅 (Cu)の純度が高いことが明らかになった。錫 (Sn)

も若干確認されたがごく微小な領域に限定されており、意図的な添加の可能性は低いと考えら

れる。

また微量砒素 (As)を固溶する点は銅塊 (NAK-12)と共通する。しかし、むしろ当試料

の方に精錬しきれなかった白鍍 (Cu2S)が多数残存している。このため銅塊 (NAK-12)と

比較すると、やや純度が低い銅素材を鋳造 したものと推測される。

4。 まとめ

中野清水遺跡に搬入された鍛冶原料は古墳時代と奈良～平安時代で異なり、両時期の鍛冶原料の

性格を反映した遺物群がそれぞれ確認されている。

島根県下では6世紀後半に砂鉄を原料とした製鉄遺跡が現れる。その前後には、必然的に鉄製品

が完成するまでの工程全体や分業のあり方が大きく変化すると考えられる。具体的には国内での鉄

生産の開始と共に、製鉄炉そ造られた鉄塊から不純物を除く精錬鍛冶作業が不可欠なものとなる。

古代には後続の鍛冶遺跡で精錬鍛冶を行う例が一般的である。

当遺跡でも、古墳時代前期～中期は純度の高い鉄素材が搬入され、熱間加工が行われたのに対し

て、奈良時代後半～平安時代には、製錬滓が表層に固着したままの鉄塊が搬入され、精錬鍛冶から

鍛錬鍛冶作業が一貫して行われている。

また銅関連遺物に関しては、砒素 (As)の含有量の高い銅塊 (NAK-12)、 小銅鏡 (NAK-13)

は、日本国内の鉱山で産出した銅鉱石が始発原料の可能性がある
にの
。律令期の銅生産に関連する

出土遺物の分析事例はまだ少ないが、山口県美東町に所在する長登銅山
∝の
、福岡県勝山町に所在

する菩提遺跡
∝°から出土した中間生成物あるいは半製品などは、共に砒素 (As)の高値傾向が者

しい。

この時期、銅の採掘が記録された地域には、播磨・出雲・石見・周防
。長門・美作・備前・備中・

備後 。安芸・豊前等が挙げられる
他の
。銅生産の実態を検討するために、今後各地域の調査事例の

蓄積が望まれる。今回の分析結果はその端緒をなす貴重な事例といえよう。
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(注 )

(1)日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968

磁鉄鉱 (鉱石)は 530～ 600Hv、 ウスタイトは450～ 500Hv、 マグネタイトは500～600Hv、 ファイヤライ ト

は600～ 700Hvの 範囲が提示されている。またウルボスピネルの硬度値範囲の明記はないが、マグネタイ ト

にチタン (Ti)を固溶するので、600Hv以上であればウルボスピネルと同定 している。それにアル ミナ

(Al)が加わり、ウルボスピネルとヘーシナイトを端成分とする固溶体となると更に硬度値は上昇する。こ

のため700Hvを 超える値では、ウルボスピネルとヘーシナイトの固溶体の可能性が考えられる。

(2)黒 田吉益 。諏訪兼位『偏光顕微鏡と造岩鉱物 [第 2版]』 共立出版株式会社 1983

第 4章 主要な造含鉱物 4.7かんらん石類 (01ivine GrOup)

かんらん石類はX2Si04で 表される。Xに はMg,Fe2+,Mn2+,caな どがはいる。このXの位置は 2価のイオ

ンだけで占められ、Alや Fe3+の ような 3価の金属イオンはほとんど存在しない。Siの位置をAlが置換する

こともない。代表的なかんらん石としては、Mg2Si04(苦土かんらん石),Fe2Si04(鉄かんらん石),Mn2Si

04(テ フロかんらん石),CaMgSi04(モ ンチセリかんらん石)な どがある。

(3)全掲注 (2)

第 5章 鉱物各論 D.尖 晶石類・スピネル類 (Spinel Group)の記載に加筆

尖晶石類の化学組成の一般式はXY204と 表記できる。Xは 2価の金属イオン、Yは 3価の金属イオンである。

その組み合わせでいろいろの種類のものがある。 (略)

スピネル (Spinel:MgA1204), へ~シナイト 〔鉄スピネル〕(Hercynite i Fe2+A1204),

マグネタイ ト 〔磁鉄鉱〕(Magnetite i Fe2+FeB+04),ク ロム磁鉄鉱 (ChrOmite:Fe2+cr204),

マグネシオクロマイ ト (Magnesiochromite:MgCr204), ウルボスピネル (UlvOspinel i TiFe】 +01)ま た

これらを端成分とした固溶体をつくる。

(4)伊藤尚『金属通論』1983 3-2-3 Cu製 錬 の記載をもとに加筆

銅の主要な鉱石に黄銅鉱 (CuFeS2)が 挙げられる。これは主に銅 (Cu)鉄 (Fe)硫黄 (S)で構成される

鉱物である。このため鉱石中から金属銅を採取するには鉄、硫黄分を除去する作業が必要となる。

今日ではCu40～50%の銅鍍を採取 し、これから金属銅を採取するのが普通である。第 1段階を製鍍、第 2

段階を製銅という。

銅 (Cu)は硫黄 (S)、 酸素 (0)と結びつく力に (親和力)あ まり差がないが、鉄 (Fe)は硫黄より酸素

と結びつく力の方が者しく大きい。この性質を利用して鉱石を加熱酸化するとFeSが優先的に酸化されて、

鉄は酸化物 (FeO)の 滓になる。この津は製錬中途の硫化銅と硫化鉄の混合物 (XCu2S・ YFeS)よ り軽い

ため、炉のなかで上に浮き分離される。また硫黄はS02ガスとなる。

製錬中途の硫化銅と硫化鉄の混合物 (XCu2S・ YFeS)を マット (鍍)、 分離された滓をからみと呼ぶ。でき

た鍍はさらに酸化製錬され、まずFeSが除去される。次に残ったCu2S(白 銭)が酸化されると銅 (Cu)か

ら硫黄 (S)が とり除かれて金属銅が得られる。

(5)J B Mac chesney and A.Murau:American Mineralogist, 46(1961), 572

〔イルミナイト (Illnenite:FeO・ Ti02)、 シユ~ド ブルーカイト (PseudobrOOkite:Fe203・ Ti02)、 ルチル

(Rutile:Ti02)の 晶出はFeO― Ti02二元平衡状態図から高温化操業が推定される。〕
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(6)成瀬正和「正倉院宝物と長登銅山一化学的調査結果などから一」『古代の銅生産―古代の銅生産シンポジ

ウムin長登資料集―』美東町・美東町教育委員会 2001

(7)①『長登銅山 I―古代製錬遺跡発掘調査報告―』美東町教育委員会 1990

②『長登銅山Ⅱ』美東町教育委員会 1998

(8)大澤正己・鈴木瑞穂「菩提遺跡出土鋳銅関連遺物の金属学的調査」『菩提遺跡 I』 福岡県教育委員会

2003

(9)八木充「律令国家と長登銅生産施設」『古代の銅生産―古代の銅生産シンポジウムin長登資料集―』美東

町・美東町教育委員会 2001
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NAK-1
椀形鍛冶滓 (含鉄)
①～③銹化鉄部
①×100芯部 :針状セメンタ
イト・パーライト、過共析組織痕跡
② X100③ ×400表層部 :針
状フェライト・パーライト、亜
共析組織痕跡
④⑤×200滓部、硬度圧痕 :

④316Hv(509f)ウ スタイト+ファ
イヤライト
⑤424Hv(200gf)ウスタイト

NAK-2
鉄製品

⑥×400⑤の左側 (表層部寄
り)拡大

⑦×50銹化鉄
フェライ ト・パーライ ト、亜

共析組織痕跡
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Photo.1 椀形鍛冶滓・鉄製品の頭微鏡組織
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